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丹沢産シ力の高密度が鳥類群集に与えている影響

山口喜盛

Yoshimori Yamaguchi: Influence on the Bird Community 

in a Deciduous Forest with a High Density of Sika Deer in the Tanzawa Mountains 

はじめに

近年，丹沢山地の生態系に異変が起きている。そ

れは，高密度化したニホンジカぬれ花1snippon （以下，

シカ）の採食による植生劣化，大気汚染などが原因と

考えられているブナFaguscrenataなど樹木の立ち枯

れ，人の過剰利用による登山道の損傷やゴミの投棄

などがあげられ，特にシカが自然植生に与えている

影響は年々深刻さを増している（神奈川県， 1997）。

丹沢山地のシカは， 1950年代後半から 1970年代

にかけてさかんに行われた拡大造林と 1955年から

1970年の15年間にわたった狩猟禁止策によって増加

し，分布域が広がったと考えられている （神奈川県，

1997）。拡大造林は1980年代後半までさかんに行われ

たことから，その後：もさらに個イ本妻女を増やしていっ

たと思われ，狩猟によって追われたシカが稜線部の

図1丹沢山地と石棚山稜

保護区に集中し，筆者は1980年代の後半頃から植生

の退行が目立ち始めたと記憶している。

神奈川県は，丹沢山地におけるシカの保護や調査

については以前から力を入れており，これまで，狩猟

規制l，鳥獣保護区の設定，植林地における防麓柵設置
などの施策を実施し， 1997年にまとめられた「丹沢大

山自然環境総合調査Jでは重点的に調査された。その
後，シカの保護管理とブナなど植生の保全を中心に

「丹沢大山保全計画」が立てられ，自然林における植

生保護柵の設置や荒廃した登山道の整備などが行わ

れ， 2003年度からは「特定鳥獣保護管理計画」による

シカの個体数の調整や生態調査が実施されている。

このように丹沢山地では，シカや植生の保全対策

や，それにともなう調査が実施されてきたが，高密

度化したシカが他の動物に与えている影響について
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はt食言すされてこなかった。
衰退の進んだ丹沢山地の生物多様性を復元させる

ためには，生態系を構成する様々な生物と環境に影

響力の強いシカとの関係を究明し，共生の道を探っ

ていく必要がある。

筆者は，これまで丹沢山地のブナ林において鳥類

相を調べているが，今回はシカの高い採食圧が鳥類

に与えている影響を明らかにするために，林床植生

の衰退が進んでいる石棚山稜の例を報告する。

調査地の概要と調査方法

丹沢山地は神奈川県の西北部に位置し，西は富土

山塊，北は道士、山塊，南西は箱根火山へと連なって

おり，南から東には秦野盆地や相模平野が広がって

いる。最高峰は蛭ヶ岳の1672mで＼それを中心に1300m

前後の111華々が連なり，丹沢山地の背骨を築いている。

図2調査コース

図3ササのないブナ林
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700～800m以上の植生はブナなどの夏緑広葉樹林帯

になるが， 1700mに満たない山地のため亜高山性植生

が見られることはない。中腹以下は照葉樹林帯とな

るが，ほとんどがスギやヒノキの人工林や二次林に

換えられている。

調査地の石棚山稜は丹沢山地のほぼ中央部に位置

し（図1），標高は最高部で

のなだらカミな稜線である（図2）。 林相は，ブナを優

占とする落葉広葉樹の高木林に覆われ，ヤマボウシ

ーブナ群集を形成している。林床は，本来はスズタ

ケSasamorphaboreal is （以後，ササという）が優占

していた（中川， 1980）が，現在はシカの高い採食

圧によって絶えているところと（図3），ササはある

が葉の媛小化が目立つところ（図4）に分かれてい

る。また，ブナなど高木の立ち枯れは目立たなかっ

た。

図4ササのあるブナ林



-1時間あたりの個体数ー表1右棚山稜における鳥類の記録（繁殖期）
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積数

Scientific name 名種

調査は1998年5月から6月の

繁殖期に行った。調査を行った

時の天気は晴れか曇りであっ

た。調査方法はラインセンサス

法により，時速1.5 kmくらいの

速度で調査コース （図2）を歩

き，左右25m以内に出現した鳥

類 （幼鳥は除いた）すべてを記

録した。そして，林床にササの

ないところ（図3）とササのあ

るところ （図4）を分けて記録

した。コースは往復行い，15分

程度の時間をおいてから復路を

行った。調査の片道距離は約

2.2kmで，調査の時間帯は6時か

ら11時であった。なお，鳥類の

確認には 10倍の双眼鏡を使用

したが，ほとんどは直接見るか

鳴き声によって識別した。

29 

654 

23 

267 

26 

387 調査時間（分）

調査結果

石棚山稜において繁殖期に

記録された鳥類は29種であっ

た（表1）。ササのあるところと

ないところで比較すると，ササ

のある方が個体数は少ないが種

数は多く，ササのない方が個体

数は多いが種数は少なかった

が，顕著な差で、はなかった。全

体で最も数が多かったのはヒガ

ラParusater(6.6羽）で，次い

でシジュウカラParusmajor(4. 6 

石槻山稜（繁殖期）
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図5ササのあるところとササのないところの比較



表2上位種の採餌型の区分（中村 ・中村 1995を参考）

地上採餌

低木層採餌

アカハラ、ピンズイ

ウグイス

地上・低木層採餌｜コルリ、コマドリ、ルリビタキ、ミソサザイ

中・高木層採餌 ヒガラ、ゴジュウカラ、ヤマガラ、シジュウカラ、コガラ、コゲラ

羽），ヤマガラParusvarius (4.0::J;:j），コ、、ジ‘ユウカ

ラSitta europaea(3. 9 ;:J;:j），コルリ Lusciniacyane 

(3. 9 ;:j;:j），アカハラ Turduschrysolaus(3. 7::1~ ） の）I慣で

あった。ササのあるところでは，ヒガラ（6.4 ;:j~ ） ，コ

ルリ （6.2 ;:j~ ） ，シジ、ユウカラ （3. 9::1~ ） ，ヤマガラ （2.8

;:j;:j），ルリピタキ Tarsigercyanurus (2. 8 ::I~ ） ，サ

サのないところでは，ヒガラ（7.0羽），コ。ジ、ユウカ

ラ （6.7 ;:j;:j），ヤマガラ （5.8 ;:j;:j），シジ、ユウカラ （5.6

;:j~），アカハラ（5.2羽）の順であった。

ササのあるところとササのないところで， 1時間

当たり l羽以上記録した種について比較してみてみ

ると（図5）。ヒガラとコゲラDendrocoposkizuki は

ササがあってもなくてもほとんど差はなく，シジ‘ユ

ウカラ，ヤマガラ，ゴジュウカラ，アカハラ，コガ

ラ，ミソサザイ Troglodytestroglodytes，ピンズイ

An thus hodgson iはササのない方に多かった。コルリ，

ルリピタキ，ウグイス Cetti a diphone，コマドリ

Erithacus akahigeはササのある方に多く，特にコル

リ，ウグイス，コマドリの3種はその傾向が強く，ウ

グイスとコマドリにおいてはササのないところでは

I羽も記録されなかった。

考察

日本の面積の広い広葉樹林における標準的な鳥類

の種数は，ヘクタールあたり約30種とされている

(Hino, 1990）。また，シカの被害の高い紀伊半島の大

台ヶ原では繁殖期の平均種数は20種で、あった（Hino, 

2000）。今回調査した石棚山稜は29種であったことか

ら，全体では平均並の種数が生息しているといえる

だろう。しかし，ササのないところでは23種であっ

たので，これはシカの高い採食圧によるササの退行

が鳥類の種数に影響を与えているものと考えられる。

全体における上位種 (1時間当たり l羽以上記録

された種）をみると， 主な採餌場所が地上で採餌す

るもの，低木層で採餌するもの，中高木層で採餌す

るものなど，多様な種によって構成されていること

がわかる（表2）。これは当地の鳥類相が全体的には

4 

安定していることを示しているものと思われる。

しかし，ササのないところでコルリ，ウグイス，コ

マドリなど地上・低木層採餌型の種が，きわめて少

ないか，生息していなかったことから，シカの採食

圧によってこれらの種は強い影響を受けているもの

と考えられる。したがって，稜線部のササの退行が

さらに進むと，この3種は地域的に絶滅する可能性

が高いだろう。

おわりに

東丹沢では広い範囲で林床の裸地化が進んでお

り，近年は中川川以西の西丹沢にも広がっている。

他の山地では，高密度なシカが起こす植生の劣化が，

鳥類の多様性や数をも減少させること （Hino,2000) 

やアカネズミの個体数にも影響が出る （須田ほか，

2001）ことがわかっていることから，丹沢でも増え

たシカが他の動物に与える影響について注目し，早

急に対策を講じる必要がある。今後は， 生物間の関

わりや生物の生態を十分に考慮して， シカの個体数

を的確にコントロールすることや植生の保全対策を

進めていくことが望まれる。
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小田原市の旧烏帽子岩｜隆道で、見つかったコキクガシラコウモリと

ユビナガコウモリ

山口喜盛・志村尚子

Yoshimori Yamaguchi and Naoko Shimura: Notes on the Rhinolophus cornutusto 

and Minioptθrus Fuliginosus Found in the Old Eboshiiwa Tunnel in Odawara City 

はじめに

コキクガシラコウモリ Rhinolophuscornutustoと

ユピナガコウモリMiniopterusful iginosusは国内に

広く分布し，洞穴を昼間のネグラにしている（阿部，

1994）。神奈川県では，かつて鎌倉や三崎の洞穴にこ

れらの姿が多く見られたが （Shibata& Teraj ima, 

1958），現在は消滅しており（寺島・柴田， 1986），近

年の記録では，コキクガシラコウモリは，丹沢山地

の宮ヶ瀬（山口ほか， 2002）と札掛（山口未発表），

箱根山地の湖尻水門と仙石原（石原龍雄氏私信）で

確認され，ユピナガコウモリは，箱根山地の箱根用

水と湖尻水門から早川上流で少数が（石原龍雄氏私

信）、丹沢山地の隆道内では稀に単独個体が確認され

る（山口ほか， 2002，山口未発表）程度である。こ

のようにこの2種は，全国的には広く分布している

ものの，神奈川県においては近年，確認例が少ない

ことから，県内では希少なコウモリ類といえる。

筆者らは県西部を中心に，このような数少ないコ

ウモリ類の生息状況を調べているが，今回は小田原

市にある農業用水の旧烏帽子岩隆道においてこの2

種を確認したので，ここに報告する。

なお，捕獲に関しては，学術研究目的で環境省（5

155号）と神奈川県 （211号）より許可を受けて行った。

図1 旧烏帽子岩｜磁道の位置
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コウモリが見つかった旧烏帽子岩隆道

この隆道は江戸時代に掘られた農業用水で，荻窪

用水の一部である。荻窪用水は早Jllから水がヲ｜かれ

ており，取入口の箱根湯本から出水口の小田原市荻

窪まで全長10.3kmにおよび（小田原市教育委員会作

成パンフより），その途中には開渠と隆道（暗渠）が

連続している。今回，コキクガシラコウモリとユピ

ナガコウモリが見つかったのはそのうちの旧烏帽子

岩隆道（図 1, 2）と呼ばれる部分で，現在は利用

されず、水が20～30cmくらいの深さでたまっていた。

この隆道の開口部は高さ130cm，幅（底部） 180cm 

で，隆道の内壁は手掘りのままの状態であった。開

口部は海抜約lOOmの位置にあり，南斜面の竹林内に

あった。周辺はシイやカシなどの常緑広葉樹林，コ

ナラやクヌギなどの二次林，スギやヒノキの植林地，

ミカン畑などが入り混じっていた。

コキクガシラコウモリの確認

2003年10月8日の夕方，隆道開口部で出巣前に飛

び回るコウモリの発する声をパットデイテクター

(BAT D町E口OR, MINI 3 , Ultra Sound Advice , 

U. K.）で聞いたところ，周波数は105キロヘルツ前

後で，「ピピピポパポポ・・－」というふうに聞こえ

た。これはコキクガシラコウモリが利用している周

図2旧烏帽子岩隆道



おわりに

神奈川県において，現在，洞穴性コウモリ類の利

用が確認されている洞穴や隠道はきわめて少なく，

当地の他には，稀にユピナガコウモリの単独個体が

入洞し，少数のモモジロコウモリが利用する丹沢山

地玄倉のl隆道（山口ほか， 2002），少数のコキクガシ

ラコウモリが冬眠する丹沢山地宮ヶj頼の洞穴 （山口

ほか， 2002），モモジロコウモリとユピナガコウモリ

の集団が利用する箱根山地の箱根用水 （石原龍雄氏

私信）が知られているくらいである。

今回，コキクガシラコウモリとユビナガコウモリを

確認した旧烏帽子岩｜控道は，大集団とはいえないが複

数頭の集団が定住しているとみられたことから， 当地

は県内における本種らの貴重な生息地といえるだろう。

今後は，これらのコウモリ類がこの隆道を繁殖に

利用しているのか，冬眠に利用しているのか，また

総個体数などを調べる必要があるだろう。なお， 筆

者らは，今後も荻窪用水周辺にある他の隆道も調べ，

当地のコウモリ類相を明らかにしたいと考えている。

波数帯と聞こえ方であった（三笠， 2002）。 また，10

月17日の夕方，隆道関口部にカスミ網を設置して，

このような声を発して出巣するコキクガシラコウモ

リ1頭を捕獲した（表l，図3）。その時，パットデイ

テクターと目視により 10数頭の出巣を確認した。

表1コキクガシラコウモリの捕獲記録

前腕長

4.03cm 

体重

5.7g 

性

♀ 

捕獲日

2003年 IO月 17日

謝辞

観察地の情報をご教示いただいた県立生命の星 ・

地球博物館の今永勇氏 ならびに箱根山地のコウモ

リ類についてご教示いただいた箱根町立森のふれあ

い館の石原龍雄氏に心から感謝申しあげる。

-~~＇ 
図3 捕獲されたコキクガシラコウモリ

ユピ、ナガコウモリの確認

2003年8月25日と 10月17日の夕方， l弦道関口部
にカスミ網を設置して出巣するユピナガコウモリ 5

頭を捕獲した（表2，図4）。またその時，パットデイ

テクターと目視により，本種と思われる 10数頭の出

巣を確認した。 引用文献

永 ・石井信夫金子之史 ・前田喜四雄 三浦慎悟・米国

政明，l994.日本の晴乳類， l95pp.東海大学出版会，東京．

三笠映子 ＇2002.コガタコウモリの観察 コウモリ観察ブァク

pp.IOO-l25，人類文化社，東京

Shibata, T & K. T巴l勾ima,l 958. Bats of Miura Peninsula, Japan. Sci 

R巴pYokosuka City Mus., (3):44-52. 

寺島浩一 柴田敏隆， 1986.鎌倉市の晴乳動物相鎌倉市文化

財総合目録， 地質 ・動物 ・植物編， pp.8292.鎌倉市教育

委員会

山口喜盛・ 曽根正人・ 永田幸志 滝井暁子，2002.丹沢山地にお

けるコウモリ類の生息状況神奈川自然誌資料，（23):19-24 

阿部

丹沢湖ビジターセンター，

志村：県立生命の星・地球博物館友の会）

（山口

図4捕獲されたユピ、ナ力、コウモリ

表2ユピ、ナガコウモリの捕獲記録

捕獲日

2003年 8月25日

2003年 10月 17日

2003年 10月 17日

2003年 10月 17I'! 

2003年 10月 17日

前腕長

4.83cm 

4.60cm 

4.6lcm 

4.78cm 

4.65cm 

体重

17.0g 

12.Jg 

14.8g 

12.Sg 

12.lg 

性

一

♂

♂

♂

早

♀
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酒匂川流域で、発見されたヤマコウモリの冬眠樹洞について

山口喜盛

Yoshimori Yamaguchi: Notes on a Hollow-tree for hibernation of Nyctalus aviator 

Found in Sakawa Basin,Kanagawa Prefecture 

はじめに

ヤマコウモリNyctalusaviatorは，日本，中国東

部，朝鮮半島などで生息、が知られており，日本で、は九

州、｜から北海道にかけて広く分布しているが，本州中部

以南では少ない （阿部ほか， 1994）。神奈川県では確認

例が少なく， 川崎市 （吉行・木下， 1986），小田原市

（吉行，1990），相模原市 （青木， 2002）で集団ねぐら

の記録，南足柄市で採集記録（田代，1969），小田原市

で死体の拾得記録（落合，1996）があるくらいである。

ヤマコウモリのように，樹洞をねぐらとするコウ

モリ類は大木の減少とともに激減していると考えられ

ており（前田 ・松村， 1997），ヤマコウモリは環境省

編レッドデータブックで絶滅危倶 II 搬境省，2002)

に，神奈川県レッドデータ調査（神奈川県立生命の

星 ・地球博物館， 1995）で減少種に挙げられている。

このようにヤマコウモリは，確認例が少なく，絶

滅が心配されていることから，現在の生息状況を調

べる必要がある。

筆者は，神奈川県西部の酒匂川流域でヤマコウモ

リの死体を手に入れ，利用している冬眠樹洞を確認

したので，ここにその状況を報告する。

ヤマコウモリの確認

コウモリ類の発する超音波を人の可1隠音に変換す

るパットデイテクター（BATDETE口OR, MINI 3 , 

Ultra Sound Advice, U.K.）を用いて酒匂川流域で

ヤマコウモリを探したところ，2001年5月12日の午

後7時頃，酒匂川にかかる松田町と開成町を結ぶ橋

の上で，ヤマコウモリの発する音の周波数20kHz前

後で「ピュッ ピッ」と聞こえる強い音を確認した。

音の大きさと方向から，外灯の上を数頭が飛んでい

るようであった。そして，その翌日の午後6時頃に，

橋の下で待機していたところ，橋のたもとにある寒

田神社の方から，地上20mくらいの高さを比較的

ゆっくりした速度で直線的に飛んできて，橋の横で

しばらく採餌飛矧を行うヤマコウモリと思われる個

体を目撃した。この個体は，半径20mくらいの狭い

7 

範囲でターンを繰り返しながら飛朔昆虫を補食してい

た。そして，5分ほどしてからどこかに消えた。そこ

で翌日，寒田神社で聞き取りを行ったところ，本年の

3月5日頃に家の前でコウモリの死体を拾ったとのこ

とであった。それは松田町自然館で種が同定されずに

保管されていたので筆者が確認したところヤマコウモ

リであった（図1）。寒田神社の薮田神主によれば，そ

の一ヶ月後くらいにも同じ場所でl頭，5月10日には

境内の別のところでl頭の死体を見つけたとのことで

あった。また，これまでに境内周辺で種不明のコウモ

リの飛朔を見たことはあるが，実際に死体を見たのは

今回が初めてだそうである。さらに，翌年の2002年3

月4日にカヤの木の根本で，何者かに内臓を食べられ

た死体が神主によって見つけられた（図2）。 その後，

図1 2001年3月5日頃拾得された死体①

図2.2002年3月4日拾得された死体②



表1寒田神社で拾得されたヤマコウモリの築死体

拾得日 拾得場所 性別 体 重 前腕長 確認状況

① 01.3.5頃 建物の前 6.1 c皿 筆者が確認したときはミイラ化していた

② 02.3.4 カヤの根本 6.39 cm 内臓がほとんど食べられていた 後頭蓋骨損傷

③ 02.3.31 カヤの根本 ♂ 35.8g 6.04 CID 外傷なし昼間落ちたと思われる後頭蓋骨損傷

④ 03.3.15 時のウヤキの複本 ♂ 32.4g 5.85 cm 外傷なし昼間落ちた可能性あり

3月31日にも同じカヤの木の根本で外傷のない死体が

拾得された（図3）。これは午後に発見されたもので，

朝はそこにはなかったそうである。そして，その翌年

の2003年3月15日には，後に冬眠樹洞が確認された

ケヤキの根本で外傷のない死体が拾得された（図4）。

以上のように，2001年3月から2003年3月までの

問，寒田神社において4個体の死体が拾得され（表

1 ），目撃したが拾得されなかった2個体も含める

と，この神社の境内で6個体のヤマコウモリが死ん

でいたことカfわかった。

また， 2003年5月20日には，右翼を裂損して衰弱

した個体（♀，体重34.6g，前腕長6.15 cm）が，寒

田神社の隣の小学校付近で保護され，それを翌日筆

者が預かったが2日後に死亡した（図 5）。

図3.2002年3月31日拾得された死体③

図4.2003年3月15日拾得された死体④
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※空欄は死体の状態により識別、 計調lj不可能

見つかった冬眠樹洞

ヤマコウモリは社寺林の大木や老木の樹洞をねぐ

らに利用する例が多い（佐野， 2002）ことから， 2001

年5月以降，境内においてパットデイテクターを使

用して探したが，上空を通過する個体はあったもの

の出巣と思われる音や姿は確認されなかった。しか

し， 10月16日の17:35頃，姿は見られなかったが，

l頭の出巣したと思われる断続的な強い音がパッ ト

デイテクターを通して聞かれた。そして，翌年の2002

年3月22日の17:30頃から 18:15頃にかけて，ケヤ

キの洞から次々と出てくるヤマコウモリを目撃した。

このケヤキは，樹高約25m，胸高直径約120cmで，

神社の大木の中でも最も太くて大きな木であった

（図6）。出入りする洞は2箇所あり，地上約15mの

図5.2003年5月20日拾得された死体

図6ヤマコウモリの樹洞のあるケヤキとその位置



／／「

図7ヤマコウモリの樹洞2箇所

位置にあった （図7)。ひとつは枝の折れたあとにで

きたと思われる円形の穴で，目測で直径15cmくらい

であった。そのすぐ上にもうひとつの穴があり，そ

れは太い枝が折れたあとの樹皮の隙間であった。ま

た，地上から洞までの聞に枝はなかった。

図8寒田神社の位置

国9寒田神社の森
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この神社の森は酒匂川の中流左岸に位置し，海抜

約50mの平坦地であった （図8）。周囲は住宅地や小

学校に固まれおり，西側は高架橋に接していた。境内

はケヤキ，カヤ，ムクノキ，シラカシ，タブノキ，イ

チョウなどの高木や亜高木が設蒼としていた（図9）。

冬眠聞けの行動

2002年4月2日の夕方，樹洞から出てくるヤマコ

ウモリを観察したところ，正確には数えられなかっ

たが十数頭の出巣を確認した（図10）。翌日の3日（17:

30～18:40）は18:05にl頭が出巣し （周辺の上空で

は別の数頭が飛んで、いた）' 4月30日 （18:10～ 19: 

00）は出巣個体がなかった （19:00頃，橋の周辺では

数頭が飛んでいた）。

2003年2月17日の18:02にはl頭の出巣音があっ

た。3月2日の18:03にはl頭が出巣し，その後15分

間で4頭が1頭ずつ出巣したのを確認した。

図10.樹洞から出てきたヤマコウモリ



超えるようになるとほとんどの個体が出巣するように

なり，その後少しずつ冬眠樹洞を利用しなくなって分

散していったことが伺える。 図12によると，出巣

開始時間は，活動を始めた3月末頃（日没前後1分）

と分散を始めたと思われる 4月末頃（日没前6分， 4

分）は日没時間とほぼ同じくらいであったが，活動の

ピークは日没よりも早かった（日没前15分と 17分）。

出巣開始から帰巣開始時間は，帰巣個体数が出巣

個体数の90%以上を確認できた3.26 (12/16), 3. 30 

(13/15) ＝活動開始期， 4.7 (28/28), 4.14 (26/29) = 

ピーク期，をみると （図12），出巣が始まってからほ

とんどの個体が帰巣するまで，活動開始期は52分

（出巣開始～帰巣開始＝23分）と 53分（出巣開始～

3月26日から5月6日まで，出巣状況を調べるた

めに個体数調査を行った （図11,12）。

概ね日没前30分から日没後1時間30分まで出巣個

体と帰巣個体を数え，日没時の気温を記録した。個体

数の記録の精度については， 目視確認ができないほ

ど暗くなってから出巣する個体はなかったので出巣

個体数の誤りはほとんどないものと思われたが，帰

巣個体の確認は暗閣の中でナイ トショッ ト付きビデ

オカメラとパッ トデイテクターを併用して記録した

ので，数個体の誤差は免れなかったものと思われる。

この結果，出巣個体数の最大は4月14日の29頭で

あった。この図11から，外気温15℃以下の3月末は

一部の個体しか出巣せず，外気温が上昇して 15℃を
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図12.ヤマコウモリの出巣時間と帰巣時間



図13.ヤマコウモリの頭骨 右は2の個体，左は図4の個体

帰巣開始＝32分）で，ピーク期は1時間43分（出巣

開始～帰巣開始＝48分）と 1時間59分（出巣開始～

帰巣開始二50分）であった。このように，活動開始

期は1時間弱，ピーク期は2時間弱の短時間でほと

んとミが戻ってきていたことがわかり，活動開始期よ

りもピーク期の方が2倍くらい活動時間が長くなっ

ていた。なお，出巣確認個体数と帰巣確認個体数の

数がほぼ同じであったことから，他のねぐらから来

るものや，このねぐらの個体がここに帰巣しないこ

とはないものと判断した。また，出巣終了時間と帰

巣開始時間は重なっていなかった。

このように，冬眠聞け時期のヤマコウモリは短時

間で採餌また摂水し，再びねぐらに戻ると休息して，

効率よく体力を回復させているものと思われる。採

餌場所はよくわからないが，神社の直ぐ前の橋の上

においてパットデイテクターで複数個体の反応があ

ることから，川のそばにある外灯に集まる飛期昆虫

類を採餌しているものと思われる。

おわりに

冬眠聞けの時期である春先に出巣を確認したこと

から，この樹洞はヤマコウモリの集団が冬眠に利用

しているものと思われる。また， 今回確認する以前

は死体が拾われていないことから， 最近になって当

地で冬眠するようになった可能性がある。

春先に樹洞下で死体が発見されるヤマコウモリの

死亡原因として， 前田 (1973）の報告では体重の減

少による衰弱死と推測しているが，今回，体重の計

測ができた2頭は35.Sgと32.4gで， 東京都あきる野

市において， 3月21日に伐採されたケヤキの樹洞か

ら保護された冬眠中のヤマコウモリ10個体 （♂4，♀

6）の体重 （浦野ほか， 2002）の平均は33.9士2.8g
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(n=lO）であったことから，これと比較すると衰弱に

よるものとは考えにくい。内臓を食べられ （図2),

頭蓋骨を損傷している個体もあったことから （図

13），樹洞のあるケヤキによく止まっているハシボソ

ガラスなどの外敵による攻撃も考えられる。また，

周辺には常にネコが俳個しているので，確認した個

体の他にも死んで落ちている可能性がある。今後は

死亡原因についても調べる必要があるだろう。

はじめに述べたように，ヤマコウモリの記録は，こ

れまでに小田原市（2例）と南足柄市 (1例）であり，

今回その上流域である松田町で、見つかったことから，

酒匂川流域の足柄平野に広く分布していることが考え

られる。したがって，今後はこの流域におけるヤマコ

ウモリの生息状況を明らかにする必要があるだろう。

謝辞

寒田神社の薮田神主御一家には，ヤマコウモリの死

体を発見するたびに連絡をいただき，夜間の観察にも
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相模川で捕獲された力ラフ卜マス

今井啓吾

Keigo Imai: First Record of a Pink Salmon, 

Oncorhynchus gorbuscha, from Sagami River 

はじめに

カラフトマス印co泊四chus 
gorbuscha (Walbaum）が恒常

的に遡上するのは， 岩手県北

部と朝鮮半島北部～北太平洋

沿岸各地を経てカリフォルニ

ア北部にいたる河川であ り

（井田，2000），宮城県の大川

（帰山・疋田， 1984）や栃木県

の那珂川 （手塚， 1988）など

の捕獲例は，迷入と推察され

ている（真山， 1989）。

相模川における記録

今回，相模川河口より約29

km上流において，カラフトマ

ス（図 1）が捕獲され，これ 図1力ラフトマス Oncorhynchusgorbuscha (Walbaum) 

は神奈川県内並びに相模湾流

入河川からの初記録になるの

で報告する。なお，捕獲地点

は図2に示した。また， 種の同定，学名，諸形質の

測定方法は中坊 (1993）に従った。

2003年7月26日夜，神奈川県相模原市田名の相

模川 （高田橋付近）にて，雄のカラフトマス 1個

体が，岡市在住の菅原靖宏氏により手網で捕獲さ

れた。当時，河川敷には， 大雨による氾濫で出来

た水溜りが数ヶ所存在し，アユをはじめ，オイカ

ワ，ニゴイなどが多数取り残されており， 標本は

これらと混泳しているところを発見された。冷蔵

庫内で半日経過した標本は，相模原市立相模川ふ

れあい科学館に寄贈され，生物資料 （EASG11）と

して登録，保管されている。

相模湾

外観と諸形質の測定結果

標本は，本種の成熟した雄特有の背隆起が認め

られ，頭部と各鰭が黒褐色，背体側は青味がかっ

た褐色で腹部は白く，側線下部にはう っすらと黄図2捕獲地点
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図3欠損した吻端

色帯があり，前鯉蓋骨付近の黄色は特に明瞭であっ

た。10%ホルマリン液固定後，体色は白く薄れてし

まったが，尾鰭の黒色斑紋は明瞭に認められた。

EASG-11：全長483mm，尾叉長471mm，体長425mm, 

頭長123mm，吻長49mm，眼径13mm，体高109mm, 

尾柄高32mm，体重llOOg，背鰭14軟条，瞥鰭16軟

条， 胸鰭16軟条，腹鰭ll軟条

なお，標本は吻端が欠損しているため（図3），測

定は欠損部を基点にして行った。

付記

天竜川漁業協同組合からの聞き取り調査によれば，

2002年9月15日に，静岡県天竜市渡ヶ島の天竜川 （河

口より 25km上流）にて，全長527mm，尾叉長503mm, 

体重lllOgの雄I個体が捕獲されている。この捕獲例

が目下のところ本種の最南記録である。また， 2003年

7月17日に栃木県小川町の那珂川にて，全長約500mm

の雄l個体が発見されている （加賀豊仁氏私信）。こ

れらの迷入個体はいず、れも雄で、あった。今回発見され

た個体もまた，同様に雄であったが，独立行政法人さ

け・ます資源管理センターからの聞き取り調査によれ

ば，北海道の河川に遡上し，人工鮮化のために捕獲さ

れたカラフトマス親魚、の性比は， 2002年（雄66万尾，

雌52万尾）' 2003年（雄64万尾，雌54万尾）で，恒

常的に遡上する河川においても雄の比率が高かった。
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酒匂川水系鮎沢川の魚類

粛藤和久

Kazuhisa Saitou: Fish Fauna of Ayusawa River, a Branch of the Sakawa River 

はじめに

流程約15kmの鮎沢川は源を富士山の東山麓に発

し，静岡県御殿場市と小山町を主な流域としている。

神奈川県山北町谷峨で丹沢山地から流れてくる河内

川と合流し酒匂川となる。本河川の南側の分水界は，

御殿場市の市街地にあり，東に向かつて流れる鮎沢

川と南に流れる黄瀬川に分かれる。また，河川の一

部は両水系に流れているところもみられる（酒匂川

水系保全協議会， 2001）。 御殿場市内は， 富士山の山

腹が地震や噴火の影響で大きく崩れてなだれ落ちた

と考えられる泥流堆積物（御殿場泥流）による扇状

地状の裾野を形成しているのが特徴であることから

（環境アセスメントセンター， 1997），このようなな

だらかな水系の境を形成したものと考えられる。

これまでこの地域の淡水魚類については， 静岡県

内の調査の一部として行われたもの（板井， 1982；板

井ほか1990；板井ほか， 1999）と御殿場市（環境ア

セスメントセンター， 1997）や山北町（山崎・ 石原，

2002）によって行われたものがある。しかし，鮎沢

川水系の本・支川で詳細に行われた調査はない。

今回，鮎沢川水系で、魚類調査を行う機会を得たの

で，そこで明らかになった魚類相と周辺環境の状況

について報告する。なお，本調査は，酒匂川の水生

動物調査の一環として， 2000～2002年度に酒匂川水

系保全協議会（事務局 ：小田原市）の依頼を受けて

実施したものである。

調査場所及び調査方法

調査場所は，鮎沢川本川及び合流後の酒匂川を含

む8地点，鮎沢川左岸又は富士山域の支川26地点と

鮎沢川・酒匂川右岸又は箱根山域の支川 12地点の合

計46地点で、行った （図I及び表1）。 調査は20CD年9

月から2003年4月にかけて延べ17日行った（表1）。

採集は，タモ網 （目合い約3mm），サデ網（目合

い約3Illlll），投網 （26節），ピンドウ （プラスチック

製直径0.2m×長さ0.3m），エレクトロフィシャー（ス

ミスルート杜12型，400W）及び釣りで、行った。採集
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した資料は，現地で10%のホルマリン液で固定して

持ち帰り，後日同定を行った。なお，資料は，調査

地点と出現種を網羅する形で神奈川県立生命の星 ・

地球博物館に登録保管する予定であるが，本報告で

図示される標本及びそれらと同時に採集された標本

については，利便性を考慮し，先に登録作業を進め

た。I官M-NIは同博物館の魚類資料であることを示す。

また，種の同定，和名学名及び分類学的配列は中坊

(2000）に従った。

調査河川及び調査地点の概要は，次のとおりであ

る。河川形態区分は，可児(1944）を用いた。

調査地域内の河川の流路勾配は，富士山麓では急

峻であるが，御殿場市内では本川及び支川とも比較

図1鮎沢川水系の位置と調査地点数字は調査地点を表し、表1

のSt.NO.と同じ



表1調査河川・地点名と調査日

調査河川・地点名 調査年月 日 採集方法 備 考

鮎 St. 1暢気父橘 2000/12/2 丁、N

沢 2 もみじ橘 2000/12/2, 2001/3/28 丁、E

Jll 3 向田橋 2001/10/23 丁、E
． 
4 富士見橋 2000/12/2 丁、N

酒
匂 5 山北町透間 2001/10/23, 2003/3/14 T 

Jll 6 山北町諸淵 2002/1/18, 2003/3/14 丁、 E

本 7 河内川合流後 2002/1/18 丁、N、E

JI I 8 山北町谷蛾 2002/12/20 N、E

9 沢の湯川 2001/9/16 T 

10 五郎作川・中畑 2000/12/2, 2001/3/28 丁、 E

11 前川・前川橋 2000/12/2 T 

12 抜川・西村 2001/6/30 T 

13 竜良川・竜良川橋 2000/10/21 T 

14 つつじ川・栢の木橘 2000/10/21 T 

15 立沢川・立沢橋 2000/9/20 T 

鮎 16 馬伏川・北久原 2000/10/21, 2001/3/28 丁、S、E
沢 17 馬伏川・深沢 2000/10/21 T 
J II 18 海苔川・三石研修所裏 2000/9/20, 2001/3/28 T、E
左 19 海苔川・一色 2000/9/20 丁、N
芹
20 小山佐野川・北郷 2000/9/20, 2001/3/28 丁、E 探集魚なし

又
21 菖蒲沢川・用沢 2000/9/20 T 

1立
富
22 須川・須川本流ダム上流 2000/9/20 T 

士 23 須Jll・ワサビ闘機 2002/1/18 E 

山 24 上野川・上野 2002/12/20 巨

域 25 上野川・中日向 2001/9/16 T 

支 26 湯舟川 2003/2/26 E 

JI I 27 小野畑沢 2000/9/20 T 探集魚なし

28 野沢川・不老橋 2000/9/20 T 

29 野沢川・日影橋 2003/2/22 E 

30 中島川・八重桐の池上流 2001/8/2 T 採集魚なし

31 中島川・八重桐の池 2001/8/2 
／ 
N、B、F

32 中島川・八重桐の池下流 2001/8/2, 2001/11/28 T 

33 頓沢川 2003/3/14 E 

34 西沢川 2003/3/14 E 

35 地蔵川 2001/3/28 丁、E
鮎 36 池の沢川 2003/4/17 T 
沢 37 金時川・桑木水源下流 2001/11/28, 2003/2/26 E 
箱JII 38 金時川・金時向平橋 2001/10/23 丁、 E

根j酉 39 山沢川・せせらぎ橋 2001/10/23, 2003/2/26 丁、 E

山匂 40 山沢川・溶合河原橘 2001/11 /28, 2002/1/18 T 

域JII 41 地蔵堂川・銚子ヶ淵 2001/10/23, 2002112120 丁、E

支 42 地蔵堂Jll・神回繍 2001/10/23 丁、E
JI I右 43 大沢川・東名陸橋 2001/10/23 T、E
岸
又 44 大沢川・鮎沢川合流前 2002/12/20 E 

lま 45 畑沢・イカリガ沢合流 2003/2/22 E 

46 畑沢・酒匂川合流前 2003/2/22 E 

採集方法欄のアルファベットの表示は次のとおり。T：タモ網、S：サデ網、N：投網、B：ピンドウ、E：工レヲトロフィシヤヘ F：釣り
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図2主な調査河川の流程と流路勾配

鮎沢川

50 

的緩やかに下る。その後小山町から県境を越え河内

川と合流し，酒匂川となる。酒匂Jllは足柄平野を緩

やかに下る（図2）。 しかし，富士山麓の河川のほと

んどは，通常水が流れていないといわれている。ま

た，小山町内の地蔵堂川，野沢川，大沢川などの支

川は， 金時山や三国山などの山地を流れるため，鮎

沢川本川に比べ急峻で、ある。

St. 1：暢気父橋 （図3）～St.2：もみじ橋
御殿場市と小山町の境近くで，御殿場市の郊外にあたる。
河川形態はAa型であった。川幅約20rn，流幅3～！Ornで，水
量は豊富で、あった。両岸は，コンクリート護岸が王体である
が，一部石積み護岸も見られた。底質は砂礁が主体で，所々
に岩も見られた。大型水生動物ではカワニナが見られた。も
みじ橋のすぐ上流には，地蔵川が合流する。

St. 3：向田橋（図4）～ St.4：富士見橋
川幅は30～60m，流幅 10～40mで，両岸はコンクリー
トの護岸で，底質は砂泥と砂礁であった。河川形態はAaBb 
移行型であった。向田橋は町の郊外にあるが，富士見橋は小
山町の中心街にある。富士見橋の落差工には中央突出型の魚
道が設けられていた。

St. 5：山北日｜］透問（図 5）～ St.6 ：山北町諸i~IJ
鮎沢川が神奈川県山北町に入り，河内Jllと合流するまでの
間にあたる。河川形態は主にAaBb移行型で，川幅は 15～50
m，流幅 10～20mである。川は国道に沿って流れており，両
岸ともコンクリー卜護岸であった。底質は砂磯と岩であった。

St. 7：河内川合流後～ St.8：山北町谷11成
鮎沢川が河内川と合流した後の酒匂川で，川幅は約50m, 
流幅2～15mである。両岸はコンクリートで護岸されてい
た。河川形態は Bb型で，底質は砂礁であった。

St. 9：沢の湯川 （図6)
御殿場市郊外にあたり，川幅約 lm，流111高約 lmの水田地
帯を流れている小河川であった。右岸は石積み護岸が施され
ていた。底質は主に砂泥と砂礁である。大型の水生動物では
サワガニが見られた。

St.10 五郎作川 ・中畑
鮎沢川の上流域にあたる。 川幅は2～5m，流幅2～5m
で，両岸はコンクリートで護岸されていた。所々に落差工が
見られた。底質は主に砂礁で，周辺は木々に夜われていた。
大型水生動物はサワガニが見られた。

St.I I .前Jll.前川橋（図 7)
御殿場市街地のはずれにあたる。両岸はコンクリート護
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岸で，川幅は3～5m，流隔も川幅と同じである。所々に落
差工が見られた。底質は砂1尼と砂礁であった。

St.12：抜川 ・西村
馬伏川の支川で，川1p]ji0.3～0.5 m，流幅0.2～0.3mの小
河川である。底質は砂泥ないし砂礁であった。水田の中を流
れ，護岸は施されていないが， 川の土手に沿って樹木が植林
されていた。大型水生動物はカワニナとサワガニが見られ
た。

St.13：竜良川 ・竜良川橋（図8)
国道に架かる橋で，交通量は多いが，周辺には田畑も見ら
れた。 川11届は約Sm，流幅2～5mで，底質は砂礁が主体で
あるが，落差工や根回工も見られた。大型水生動物ではカワ
ニナが見られた。

St.14 つつじ川 ・栢の木橋
御殿場市の郊外にあたり，周辺には水田が見られた。川幅
は約 6m，流幅は 2～6mで，両岸はコ ンクリ ート護岸で
あった。底質は砂礁が主体であった。大型水生動物で、はサワ
方ニとカワニナが見られた。

St.15：立沢川 ・立沢橋
馬伏川の支流の一つで，川幅3～4m，流幅2～4mの小
さな川である。周辺は人家と畑が主であった。 大型水生動物
ではサワガニとカワニナが見られた。

針。16：馬伏川・北久原（悶 9)
御殿場市の郊外に位置し， 周辺には水田が見られた。川幅
2m，流幅0.5～2mで， 両岸はコ ンクリー卜護岸であった。
底質は砂泥ないし砂磯で， 草に覆われた洲が形成されている
ところもあった。 大型水生動物ではサワガニ，カワニナが見
られた。

St.17：馬伏川・深沢
上記の下流にあたる。調査地点の直下では護岸工事が行
われていた。工事か所以外は河畔林に覆われ，周辺には水回
が見られた。川幅10～15m,ifit幅2～Smで，底質は砂礁
が主体であった。大型水生動物ではサワガニが見られた。

St.18：海苔川 三石研修所裏
御殿場市と小山町との境を流れ，川幅約 5m，流幅2～5
mで，一音IIを除き護岸は施されていなかった。底質は砂礁
で，岩も多く見られた。河川形態はAa型であった。川の！協
には，農業用水用に地下から揚水された水が放流されてお
り，水量は豊富であった。

St.19 海苔川 ・一色
小山町の郊外にあたり，上記の下流にあたる。川I幅約5m, 
流幅2～5mで，両岸はコンクリート護岸であった。底質は
砂機で，所々に岩も見られた。また，短い区間に落差工が多
く存在していた。大型水生動物ではカワニナが見られた。

St.20：小山佐野川・ 北郷（図 10)
小山町の郊外に位置し，海苔川の本川にあたる。川I幅約5
m，流111,ji3～5mで，両岸はコンクリート護岸であった。底
質は砂礁が主体で，コンクリートの根回工や落差工が多く 見
られた。水は清浄で、，水量も豊富であるが， 魚類は採集でき
なかった。

St.21：菖蒲沢川 ・用沢
海苔川の支川で， 小山町の郊外を流れている。 川崎約3
m，流幅 l～2mで，両岸はコンクリート護岸であった。大
型水生動物ではサワガニが見られた。

St.22：須川 ・本流ダム上流 （図 lI) 
本流ダム滞水域の上流に位置し，周辺は森林であった。川
幅10～15m，流幅約 5mで，水は緩やかに流れていた。底
質は砂礁で，護岸は施されていなかった。

St.23：須川・ワサビ田横
上記ダムの下流にあたる。川11癌約15m，流幅5～Smで，
底質は砂礁が主体であった。コンクリー トの根回工が見ら
れ，中洲なども形成されていた。周辺はワサビ田や水菜が栽
培されており ，それらの流れ込みが流入していたO



図3. St.1：暢気父橋

図4. St.3：向田橋

図5. St.5：山北町透間

図6 St.9：沢の湯川

St.24：上野川・ 上野
須川の支川で， Jllill,'I;約7m，流rlr,'1;2～4mで，底質は砂礁
であった。 両岸はコンクリ ート護岸で，落差工も多くみられ
た。訓lも多く形成されていた。
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St.11前川・前川橋

図8.St.13：竜良川・竜良川橋

図9 馬伏川・北久原

St.25：上野川・中日向 （図 12)
小山町の郊外に位置し， 上野川の支川に流れ込む， 川q1jl;
0.2～0.5 m，流幅0.1～0.3mの細流であった。底質は砂泥
で， 周辺は水田が多く見られた。調査場所の水は湧き水に
よって維持されており，水路は素堀であった。周辺のほとん
どは，コンクリートの水路で，水量も多かった。大型水生動
物ではイモリとアメリカザリカニが見られた。

St.26: i易舟イII
小山町の郊外に位置し，周辺は園場整備が行われていた。
川崎3～ 5m，流幅約2.5mで，底質は砂泥ないし砂様であっ
た。両岸はコンクリート護岸で，落差工も所々で見られた。



図10. St.20：小山佐野川・北郷

戸空空事，
一一ーー一一...... 】 E孟色ぷ

図11. St.22：須川・本流ダム上流

図12. St.25：上野川・中日向

St.31：中島川・八重桐の池

St.27：小野畑沢
野沢川の支川で，調査場所は更にその支川にあたり，川幅
0.5～I m，流帽0.2～0.5rnの細流であった。水深も浅く ，
水量も少なかった。底質は砂泥で，周辺には放棄田と思われ

る湿地帯が見られた。魚類は採捕できなかった。

19 

St.34：西沢川

図15. St.36：池の沢川

忘忍翠喪認議補 正y;,r-－ーー一匹必ず『？世

図16. St.37：金時川・桑木水源下流

St.45：畑沢・イ力リガ沢合流

St.28.野沢川 不老橋
野沢川の上流にあたり，周辺は森林地帯であった。川崎3
～5 rn，流幅0.5～2rnで，底質は砂礁であった。 調査場所
は護岸整備されていなかったが，コンクリートの落差工は見

られた。大型水生動物はサワガニが確認できた。



St.29：野沢川・ 日影橋
上記の下流に位置する。川幅約！Sm，流rjr]ll2～ 7mで，底
質は砂礁ないし砂泥であった。周辺では園場整備が行われて
いた。

St.30：中島川・八重桐の池上流
池には二本の河川が流入していた。一本は姥滝からのも
ので，水量がほとんどなかった。もう一本は川幅 1～ 1.5m, 
流I幅0.1～ 0.5mの細流で，水量も少なく途中で伏流してい
た。魚類は確認できなかった。大型水生動物はサワガニが見
られた。

St.31：中島川・八重桐の池 （図 13)
外周が約400mの農業用のため池て、あるが，釣り人が多く
見られた。聞き取りによれば，様々な魚種が放流されている
という。

St.32：中島川・八重桐の池下流
池の下流直下にあたる。川幅約！Om，流幅l～ 2mで，底
質は砂磯ないし砂泥であった。

St.33：頓沢川
小山町の東側に位置する。川幅約 5m，流幅2～ 3mで，
県道から鮎沢川合流までの下流は，コンクリートの落差工と
根固工が施されていた。県道から上流は，底質は砂泥ないし
砂礁で，採集もこの場所で行った。

St.34：西沢川 （図 14)
頓沢川の約400m東隣にあたるが，県道から下流でも河川
形態は異なっていた。護岸や根回工は施されていなかった。
川幅 3 ～ 5m，流幅 1 ～ 2mで，底質は砂語~であった。

St.35：地蔵川
もみじ橋て、鮎沢川と合流する川幅3～ 5m，流幅約 2m
の河川で，底質は砂礁であった。両岸はコンクリート護岸
で，務差工も見られた。

St.36：池の沢川 （図 15)
山久荘脇を流れる川幅約3m，流l幅1.5～ 2mの小河川で
ある。鮎沢川とは大きな落差工によって隔たっていた。底質
は砂礁ないし砂泥で，下流の一部にはコンクリート護岸が施
されていた。上流は河川形態Aa型であるが，更に上流はゴ
ルフ場で，河川は大きな堰堤によって遮られていた。大型水
生動物はサワガニとカワニナが見られた。

St.37：金時川・ 桑木水源下流（図 16)
金時川の上流に位置する。川幅 10～ 15m，流幅 1～ 5m
で，河川形態はAa型であった。底質は砂燥が主体で，岩も
多く見られた。

St.38：金時川・ 金時向平橋
上記の下流にあたる川幅約5m，流幅3～ 5mで，両岸は
コンクリート護岸が施されていた。底質は砂礁で，落差工も
見られたo

St.39：山沢川・せせらぎ橋
金時川の北側を流れる川幅5～7m，流幅2～3mの河
川である。底質は砂磯で，両岸はコンクリート護岸であっ
た。この橋よ り下流はゴルフ場の中を流れていた。

St.40：山沢川・落合河原橋
上記の下流にあたる川幅約 10m，流幅l～3mで，両岸
はコンクリート護岸であったO 底質は砂礁が主であったO 大
型水生動物はサワガニが見られた。

St.41：地蔵堂川・銚子ヶ淵
小山町郊外の山林を流れる河川で， JR足柄駅近くで鮎沢
川と合流する。川幅約 15m，流幅2～5mで，護岸は施さ
れていない。河川形態は Aa型。底質は砂礁が主体であった
が，一部に土砂の堆積が見られた。

St.42：地蔵堂川神田橋
上記の下流にあたる。川幅約 15m，流幅3～15mで，底
質は砂礁が主体であるが，根回工や落差工などが多く存在し
た。
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St.43：大沢川・ 東名陸橋
小山町の最も西側を流れる河川で，川幅約 ！Om，流幅2
～4mで， 調査場所は護岸が施されていなかったが，下流直
下には落差工が連続して存在していた。底質は砂礁で，洲の
形成も見られた。

St.44・大沢川・鮎沢川合流前
上記の下流に位置し，JR御殿場線の鉄橋近くである。川
幅 10～ 15m，流幅3～ 15mで，両岸は護岸が施されてい
た。底質は砂礁が主で，岩も多く見られた。また，鉄橋付近
は，河床もコンクリー卜で根固めされていた。

St.45：畑沢・イカリガ沢合流 （図 17)
神奈川県域の箱根山域から流れている河川で，上流には，
ゴルフ場と採石場がある。川幅約！Om，流幅 l～ 5mで＼河
川形態は Aa型を示していた。調査場所では護岸は施されて
いなかった。底質は砂礁ないし砂泥であった。

St.46・畑沢・ j酉匂川合流前
川幅10～15mと広いが， iiiE幅は3～6mであった。底質
は砂礁ないし砂泥であった。酒匂川とは勾配はあるが，積み
重なった砂磯や岩で合流していた。川の上を道路や鉄道が通
過するので，その近くはコンクリート護岸であった。

結果及び考察

今回の調査では， 6科16種の魚類が確認された

（亜種を含む）。後藤(1987）及び塚本(1994）の報告に

従って，この16種を生活史型で区分すると，純淡水

魚、は一次的淡水魚がコイ科の6種， ドジョウ科の3

種，ブラックパスの計10種，陸封性j炎水魚、がカジカ

のI種で合計11種であった。通し回遊魚、は遡河田遊

魚、がサケ科の4種（いずれも河川型個体群），両側回

遊魚はトウヨシノボリ（偽糧色型）のI種で合計5

種であった。ただし，トウヨシノボリ（偽桂色型）が

採集されたのは，酒匂川であるから，鮎沢川水系と

しては純淡水魚、と遡河回遊魚、だけが採集された。こ

のうち遡河回遊魚のサケ科4種は，いずれも河川型

個体群であるため，多くは一生を淡水域で、過ごすこ

とができる。鮎沢川の出現魚種の生活史型は，鮎沢

川が河口から約22km上流にあることから，純淡水魚、

と遡河回遊魚、の河川型個体群の2区分であったと考

えられる。

地点別に採集された魚種を表2に示した。出現地

点の多かった魚種は，アブラハヤが46調査地点中の

38地点に出現した。鮎沢川の本川及びほとんどの支

川に出現しており，鮎沢川の優占種であると考えら

れる。次いでヤマメの 17地点，ウグイの13地点で

あった。逆に，トウヨシノボリは1地点，モツゴ，キ

ンギヨ，ホトケドジョウ及びブラックパスの4種類

は， 2地点のみの出現であった。一方，魚種が多く

見られた地点は， 8種類のSt.8が最多で，次いで

6種類のSt. 1と6, 5種類のSt. 4, 31及び46で

あった。これらの地点の多くは鮎沢川・酒匂川本川

の地点で，他は本川合流前の地点と池であった。本

川合流前の地点では，本）｜｜からの進入も考えられる

ので，本川とその周辺で魚種が多くなったと思われ
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鮎沢Ill・酒匂川本川 鮎沢川左岸又！ま富士山域支川 鮎沢川・酒匂川右岸又は箱根山減支川
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暢も向富山山河山 沢五前綾竃つ立属馬海君臨小菖須須上上湯小野野中中中頓西 地池金金山山地地大大畑畑
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出現

魚 種 名編橋
縁遠路合谷 川川前西. Jll 野川須ワ・ j尺・ 川. . . . Ill Ill ..イ漕

魚種
間潟流餓 川村竃・立北深三一川・川サ上中 不自八八八 桑金せ落・・.鮎カ匂 数
後 中指 良栢沢久 j尺右色・用本ビ野日 老影重重量 木時せ合銚神名沢リ川

畑 川ノ福原 研 北沢流図 向 橘機桐綱綱 水向ら河子園笹川ガ合
機木 修 郷 ダ機 ののの 源平ぎ原ケ織機合沢流
橋 所 ム 池池池 下橋繍橋淵 流合前

裏 上 上 下 流 前流
流 流 流

1 コイ ． ． ． ． 4 

2オイカワ ．．． ． ． 5 
3アブラハヤ ．．．．．． ． ． ．．．．．．． ． ．．．．．． ． ．．．． ．．．． ．．．．．．． 38 

4 ウグイ ．．．．．．．． ． ． ． ． ． 13 
5モツゴ ． ． 2 

6キンギョ ．． 2 

7 ドジョウ ． ． ． ． ． 5 

8 シマドジョウ ．．． 3 

9 ホトケドジョウ ． ． 2 

10ニジマス ． ． ． ． ． 5 

11ニッコウイワナ ．． ． 3 
12ヤマメ ． ． ． ．． ． ． ． ．． ． ． ． ．．． ． 17 
13アマゴ ． ． ． ． ． ． ． ．．． ． 11 

14カジカ ．．． ．． ． ．．． ．． 11 

15ブラックパス ．． 2 

16 トウヨシノボリ ． 
（偽纏色型）
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る。また，St.31の池での出現魚種は，ほとんどが放

流されたものと考えられる。支川の出現魚種は，本

川に比べ少なく ，多くても 4種であった。

なお，ilJJIJ奇・石原（2002）は，今回の調査で確認さ

れた魚種以外に，神奈川県域の鮎沢川に酒匂川水系

に放流されたアユがそ上していると報告している。

本調査で採集確認された魚種を各科ごとにまと

め， 以下に示した。記載は，科名， 種名の順である。

採集リスト （採集個体数，採集地点，採集年月日， 採

集者及び採集方法）は石綿（2001），石綿・粛藤（2002)

及び石綿 ・粛藤（2003）に示した。

コイ科 Cyprinidae
1 コイ Cyprinus c01p10 
鮎沢川及び酒匂川の本川 （以下， 本JI！という）と山沢川の
4地点から採集された。御殿場市ではコイの稚魚、 （ニシキゴ
イ）を放流しているという。板井（1982），環境アセスメント
センター（1997）及び山崎 ・石原（2002）の記録にも見られた。
St. 3の向田橋で採集された個体は体長約60rnmの幼魚であっ
た。放流された個体か自然繁殖した個体かは不明であった。

2 オイカワ Zacco platypus 
本川と畑沢の 5地点で採集されたが，個体数は少なかっ
た。板井（1982）から も記録されていた。鮎沢川左岸又は富士
山城支Jll（以下，左岸支川という）からは採集されなかった。
オイカワは 1995年頃から見られる ようになったという （山
橋私信）。山崎 ・石原（2002）の記録にも見られた。

3 アフラハヤ Phoxinus !agowskii steindachnen 
最も多くの38地点と，ほとんどの河川で出現していた。
支川では，本川に比べ個体数も多く採集され，優占種であっ
た。板井（1982）， 環境アセスメン トセンター（1997）及び山崎
石原（2002）の記録にも見られた。

4 ウクイ Tribolodon hakonens1s 
本Jllと鮎沢川 ・酒匂川右岸又は箱根山域支川 （以下，右岸
支川という）の13地点から採集された。オイカワと同様に
左岸支川からは採集されなかった。St.40山沢川・落合河原橋
で採集された個体を図 18に示した。鮎沢川本川にはウグイ
の永年禁漁区があり，このためか鮎沢川本川ではウグイが多
く採集され，最も個体数が多い魚種と思われる。本川では，
ウグイが優占種と考えられる。板井（1982）， 環境アセスメン
トセンター（1997）及び山崎 ー石原（2002）の記録にも見られた。

5 モツコ Pseudorasbora parν。
本川の2地点から採集されたが，支川からは採集されな
かった。採集個体数は少なかった。板井ほか(1990）の記録に
も見られた。

6 キンギョ Carassws sp 
中島川の八重桐の池とその下流の2地点から採集された。
池には多くの個体が観察された。聞き取りによれば，この池
にはキンギョをはじ，め多く の魚種が'it.'放流されているという。

ドジョウ科 Cobitidae 
7 ドジョ ウ Misgurnus onguil!icaudatus 
本！｜｜ と左岸支川の5地点で採集された。右岸支）｜｜からは
確認されなかった。板井（1982），板井ほか（1990）も本川と左
岸支川から記録していた。流れが緩やかな泥底を好むドジョ
ウが確認できなかった理由としては，右岸支川の周辺環境に
7)( EE¥やそれに速なる用水路あるいはそれに類似した環境が少
ないこ とが考えられる。環境アセスメン トセンター（1997）の
記録にも見られた。

8 シマドジョ ウ Cobitis b1wae 
本川，それも神奈川県域の的~沢川の 3 地点で採集さ れた
が，個体数は少なかった。採集地点はシマ ドジョウの好む砂
泥底であった。板井(1982）は，今回確認できなかった静岡県
側の鮎沢川で記録していた。山Iii奇・石原（2002）の記録にも見
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られた。

9 ホ卜ケドジョウ Lefi1a ecl11gonw 
左岸支川の2地点で採集された。同地点とも採集場所は
水団地帯の細流で，生息個体数はいずれも少ないと恩われ
る。繁殖水域として重要な場所と考えられる。過去には板井
ほか（1990），板井ほか（1999）及び環境アセスメントセンター
(1997）も報告していた。いずれも水田用の小水路で確認され
たが，生息地は減少傾向にある （板井ほか， 1999）。
本種は，静岡県レッドリスト（静岡県環境森林部自然保護
室，2003）では，県全体で絶滅危倶日類 （絶滅の危機が増大
している種），県東部の地域評価でさ らに厳しい絶滅危倶I
A類 （ごく 近い将来における野生での絶滅の危険性が極めて
高いもの）に位置づけられてお り，鮎沢川水系での生息の柿ー
だ、は，県東部での貴重な存在といえる。

サケ科 Salmonidae
10 ニジマス Oncorhynchus 111yk1ss 
本川と左岸支川の5地点で採集された。鮎沢川漁業協同
組合及び小山町の釣友会によって放流されている。聞き取り
によれば，St.40山沢川 ・落合河原、橋ではニジマスが自然繁
殖しているという。しかし，今回の調査では確認できなかっ
た。環境アセスメントセンター（1997）及び山崎 ー石原（2002)
の記録にも見られた。

11 二ッコウイワナ Salvelinus /eucomaenis pluvii s 
左岸支川と右岸支川の3地点から採集され，鮎沢川では初
記録となるが，鮎沢川漁業協同組合，小山町観光協会及び釣
友会によって，放流はされていない。St.26湯舟川で採集され
た個体を図 19に示した。聞き取りによれば，密放流されてい
るという。特に， St.25上野川・中日向では，水田の中を流れ
る＊ll流て、採集され，ニァコウイワナの生息環境としては不適
切な場所である。また，神奈川県の畑沢でも確認されている
が， 1闘匂川漁業協同組合によって， 放流されていないという。

12 ヤマメ Oncorhynchu 
アフやラハヤに次いで多〈の 17地点で、採集された。St.24上

野川・ 上野で採集された個体を図 20に示した。小山町観光
協会と釣友会によって町内河川に放流されている。2001年
3月28日にSt.18海苔川 ・三石研修所裏で採集されたものは，
体長20～30mrnと小さい個体だけで，これらは放流された
個体と考えられる。環境アセスメントセンター（1997）の記録
にも見られた。

13 アマコ Oncorhynch山 川 副 ouishikawae 
本川及び両支川のll地点から採集された。鮎沢川では，鮎
沢川l骨、業協同組合によってiJ主流されている。St.16馬伏川・北
久原で採集された個体を図21に示した。この個体は銀化し
ていた。馬伏川には昔からアマゴが生息していたという （山
橋fl信）。 板井（1982）及び環境アセスメントセンター（1997) 
の記録にも見られた。また，過去には神奈川県の畑沢からも
記録されていたが，放流された個体と考えられる （山崎 石
原，2002）。
ヤマメとアマゴの分布に関しては，大島（1930; 1957a, 
I 957b; 1957c）によれば，本州太平洋岸における両亜種の
地迎的分布境界が酒匂川付近にあるとしている。鮎沢川水系
にアマコが分布し， 酒匂川水系にヤマメが分布しているとい
う。しかし，その後の酒匂川文化財調査委員会（1973）の調査
では， 酒匂川水系にも アマゴが広く分布し，ヤマメと混桜し
ているという。また，近年の放流事業や釣り人などによる密
放流により人為的な撹苦しが起こっている と推測される。この
ため，ヤマメとアマコ与の雑種と思われる個体が出現する とい
う （石原， 1992）。 今回の調査結果から，両亜種の特徴的な
分布は特に見られなかった。

カジカ科 Cotti dae 
14 カジカ Coituspollux 
過去にカジカの大卵型と呼ばれていたもので，本川 と支
川のll地点で採集された。St.8山北町谷峨で採集された個
体を図22に示した。本川では，神奈川県域でのみで，静岡
県域では採集されなかった。左岸支川では，須川水系と野沢
川だけであった。須川水系では多く採集されたが，野沢川で
は落差工と滝の区間で採集したため，個体数は多くなかっ
た。右岸支川で採集されたのは，池の沢川，金時川水系及び
J:m沢水系で、あったが，聞き取りによれば，山沢川，地蔵堂川



図18. 山沢川・落合河原橋で採集されたウグイ
KPM-NI12875.体長約160mm

図19. 湯舟川で採集されたこツコウイワナ
KPM-NI12888.体長約280mm

図20. 上野川・上野で、採集されたヤマメ
KPM-NI12883.体長約170mm

などその他の河川でも生息しているという （山橋私信）。 金
時川ではカジカが最も多く採集され，その中には幼魚、も見ら
れた。板井(1982）及び環境アセスメントセンター（1997）の

記録にも見られた。
本種は，静岡県レッドリスト（静岡県環境森林部白然保護

室，2003）では，県全体で準絶滅危倶種 （存続基盤が脆弱な
種），県東部の地域評価では，さらに厳しい絶滅危倶E類に
位置づけられており，今後も生息環境の変化などを追跡調査

する必要がある。
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図21 馬伏川・北久原で採集されたアマゴ
KPM-NI12864.体長約210mm

キ

図22. 山北町谷峨で採集された力ジ力
KPM-NI12909.体長約100mm

。毎・ ． ． 

中島川・八重桐の池下流で採集された
ブ、ラックパスKPM-NI12866.体長約220mm

サンフィッシュ科 Centrarchidae
15 7ラッワr＇：ス Micropterus salmoides 
左岸支川の中島川水系の八重桐の池とその下流で確認さ
れた（図23）。 鮎沢川水系からは初記録である。採集された
池て、は，多くの個体が遊i君、しているのを倖認した。池下流の
個体は，池からの流出したものと思われる。いずれも密放流

されたものと思われる。

ハゼ科 Gobiidae 
16 卜ウヨシノボリ （偽極色型） Rhinogobius Sp.OR 
河内川と合流した酒匂川の山北町谷峨でのみ採集された。



鮎沢川水系の魚類相の特徴は，

一つはウナギやハゼ類などに代表さ

れる通し回遊魚 （河川型個体群は，

除く）が確認されなかったことであ

る。これは小山町に発電用の大きな

ダムが存在し，魚類のそ上を阻害し

ていることによるものと考えられる。

もう一つは，鮎沢川本川での魚

類相はウグイが主体で、あったことと

そのウグイが左岸支JI［からは確認さ

れなかったことである。鮎沢川で

は，支川が本川に合流する前に落差

の大きな堰堤などが存在しており，

この堰堤などによって本川と支川と

の行き来ができなくなったことも大

きな理由と考えられる。

注1)今回の鮎沢川及び酒匂川の出現魚種と過去に鮎沢川で確認された魚種を示 アブラハヤはほとんどの河川で

す。 O~Dは鮎沢川だけの出現魚種、。印は鮎沢川及び酒匂川の両方に出現した 確認された。特に支川では，下流の
魚種，〈〉印は酒匂川だけに出現した魚種を示す。

本川合流前から上流の渓流域までの
j主2）坂井（1982）ほかには，坂井ほか（1990）と坂井ほか（1999）を含めた。
注3）鮎沢側と酒匂川の分岐境は『神奈川県の山北町谷峨とした。 広い範囲に見られ， 支川での｛憂占干重

注4）山崎・石原（2002）は，神奈川県域の鮎沢川で出現した魚種とした。 と考えられる。更に，鮎沢川の魚類

相にはニジマス，ヤマメ及びアマゴのサケ科の放流

魚、が大きな位置を占めていた（表4）。特に左岸支川

では，これらの放流魚を除くと，主にアブラハヤだけ

の単純な魚類相になるので，この放流魚、が魚類相の大

きな位置を占めていた。今後魚類相を維持するために

は，放流だけに頼らず放流魚、が再生産を行えるだけの

河川環境などの要件を備えているのか，調査検討も必

要と考えられる。

鮎沢川水系で、の魚類相は，コイ科， ドジョウ科な

と守の純淡水魚、とニジマス，ヤマメなどの放流魚、が主

体であり，周辺の河川のそれと比べて特徴のある魚

f重は見られなかった。

表3鮎沢川及び酒匂川の出現魚種

山崎・石原（2002）今回の調査結果
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0
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魚種名

1コイ

2オイカワ

3アブラハヤ

4ウグイ

5モツゴ
6キンギョ

7ドジョウ
8シマドジョウ
9ホトケドジョウ
10アユ

11ニジマス

12ニツコウイワナ

13ヤマメ

14アマゴ
15カジカ

16ブラックパス

17トウヨシノボリ
種類数 9 

今回鮎沢川水系て、は採集されなかったが，過去には板井ほか
(1990）によって記録されていた（この中には，種色類似型と
記載されていた。）。 合流後の酒匂川では，これまでに勝呂ほ
か(1998）によっても確認されていたので，河内川合流前の鮎
沢川のSt.5～ 6の短い区間で エレクトロフィシャーも用
いて調査を行ったが，ヨシノボリ類は確認できなかった。河
内川合流後とこの区間には，そ上を阻むような大きな堰堤な
どは存在しなかった。ヨシノボリ類の酒匂川における分布や
生活史の詳細は，不明な点が多く，特にトウヨシノボリは，
その型が細分化され，分類上の混乱が起こっている。湖沼の
流入河川に生息するトウヨシノボリは，海に流下することな
く，湖沼などの止水域でも繁殖することが知られている（越
川， 2001）。トウヨシノボリは，本調査水域以外では，河内
川の上流にあたる丹沢湖上流の玄倉川で確認されており （勝
呂ほか， l998），これらの流下した個体がこれまで記録され
ていた可能性がある。一般にトウヨシノボリは緩やかな流を
好むため（上原，l996），流下した個体は，流の急な酒匂川
や鮎沢川をそ上する可能性が少ないと考えられる。

鮎沢川の周辺環境の特徴

富士山域の鮎沢川上流域は，泥流などが発生しや

すいため，その下流の御殿場市や小山町の郊外や市

街地の河川｜は， 護岸整備されているところが多かっ

た。このようなところの河川では，主にアブラハヤ

と放流魚という単純な魚類相であった。

箱根山域を流れる河川の周辺環境は，急峻な山地

を流れる渓流が特徴である。魚種もアブラハヤ，カ

ジカ，放流魚、という魚類相であった。また，御殿場

市郊外と小山町の丘陵地には，水田地帯が多く見ら

れたが，ここでも水路はU字溝によって整備され，

水量は多かった。小山町の水田地帯の一部で、は，湧

7］＼.を主体とした素堀の水路があり，ここでホトケド

ジョウが生息していた。しかしながら，このような
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鮎沢川の魚類相の特徴

鮎沢川水系の魚類については，これまで板井

(1982），板井ほか (1990），板井ほか (1999），環境ア

セスメ ントセンター（1997）及び山崎・石原（2002）の報

告がある。このうち，山崎・石原（2002）の報告は，神

奈川県域の鮎沢川だけである。これらの結果をまと

め表3に示した。今回鮎沢川で初めて記録された魚

種は，キンギヨ，ニッコウイワナ及びブラックパス

の3種であったが，全て放流されたものと考えられ

る。逆に確認されなかったのは，神奈川県域の鮎沢

川におけるアユの l種だけであった。過去には，作

中(1983）によっても河内JI［と鮎沢川の合流付近で，

アユを確認していたので，今回は，調査時期の関係

で確認できなかったとも考えられる。



表4サケ科魚種の採集個体数と放流魚種

調査河川・地点名

鮎 St. 1暢気父橋
沢 2 もみじ桶
Jll 3 向田橋． 
4 富士見橘

j酉

匂 5 山北町透問

Jll 6 山北町諸淵
本 7 河内川合流後

Jll 8 山北町谷峨
9 沢の湯川

10 五郎作川・中畑
11 前川・前川橋

12 被川・西村

13 竜良Jll・竜良川橋
14 つつじ川・栢の木構

鮎 15 立沢Jll・立沢橋

沢 16 馬伏川・北久原

Jll 17 馬伏川・深沢

左 18 海苔川・三右研修所裏

岸
19 海苔川・一色

文
20 小山佐野川・北郷

lま
21 菖蒲沢川・用沢

富
22 須川・須川本流ダム上流

士
23 須川・ワサビ田横

山
24 上野川・上野

域
25 上野川・中日向

支
26 湯舟川

27 小野畑沢
JI I 
28 野沢Jll・不老橋
29 野沢川・日影橋事

30 中島川・八重桐の池上流

31 中島Jll・八重桐の池
32 中島Jll・八重桐の池下流
33 頓沢川

34 西沢川

鮎 35 
地蔵川

沢
36 池の沢川

箱Jll
37 金時川・桑木水源下流

38 金時川・金時向平構

根酒• 39 山沢川・せせらぎ構
山匂 40 山沢川・落合河原橋

域Jll 41 地蔵堂川・銚子ヶ淵
支 42 地蔵堂川・神田橋
Jll右 43 大沢川・東名陸橋
岸
44 大沢川・鮎沢川合流前

又
45 畑沢・イカリガ沢合流

Iま
46 畑沢・酒匂川合流前

＋＋＋かなり多い。＋＋多い，＋ 少ない，ー採集なし

※ 下流の穴合橋で、はニジマスが放流されている。

ニジマス こツコウイワナ ヤマメ
＋＋＋ 一 一
一 一 一
一 一 一
＋＋ 一 ＋ 

一 一 一
一 一 一
一 一 一
一 一
一 一 一
一 一 ＋ 

一 一 一
一 一 一
一 一 一
一 一 一
一 一

一 一
一 一 一
一 一 ＋＋ 

＋ 一
一 一 一
一 一 一
一 一 一
一 一 ＋ 

一 一 ＋＋ 

一 ＋ 一
一 ＋ ＋＋ 

一 一 一
一 一 一
一 一 ＋ 

一 一 一
一 一 ＋＋ 

＋ 一 一
一 一 ＋ 

＋＋ 一 ＋ 

一 一 ＋＋ 

一 一 一
一 一 ＋ 

一 一
一 ＋ 

一 一 一
一 一 ＋ 

一 一 ＋ 

一 一 ＋ 

一 一 一
一 一 ＋ 

一 ＋ 一

アマゴ
＋ 

一
一
一
一
一
一
一
一
＋ 

ー

＋ 

一
一
＋＋＋ 

一
一
一
一
一
一
＋ 

一
一
＋＋＋ 

一
一
一
一
＋ 

一
一
一
一
一
＋ 

＋ 

＋＋＋ 

＋＋ 

一
一
一
一
一
一

注1)御殿場市内の主要河川にl 鮎沢川漁業協同組合によってニジマスとアマコいの2種類が放流されている。

注2）小山町内の主要河川に，小山町観光協会と釣友会によってニジマスとヤマメの2種類が放流されている。

放流魚種

ニジマス，アマゴ
ニジマス，アマゴ
ニジマス，アマゴ
ニジマス，ヤマメ

ニジマス，アマゴ

ニジマス，アマゴ

ヤマメ
ニジマス，アマゴ
ニジマス，アマゴ
ヤマメ
ヤマメ
ヤマメ
ヤマメ
ヤマメ
ヤマメ
ヤマメ
ヤマメ
ヤマメ
ヤマメ
ヤマメ
ヤマメ

ヤマメ
ヤマメ
ヤマメ

数年に1回アマゴ
数年！こ1回アマゴ
アマゴ
アマゴ
ヤマメ
ヤマメ
ヤマメ

；主3）放流魚種欄の魚種は1 よ記放流事業によりほぼ毎年同じ場所に放流されており T 放流場所と調査場所が近い場合に放流魚種を記

載した。
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場所を流れる細流は，環境の変化を受けやすいため，

容易に消失してしまう可能性がある。今後，ホトケ

ドジョウの地域個体群の保護のためには，周辺環境

と生息する魚類との関連などを詳細に調査検討を行

うことが重要であると考えられる。

まとめ

酒匂川水系鮎沢川の魚類相の調査を2000年9月か

ら2003年4月まで、行った。 6科16種（亜種を含む）の

魚類を記録したが，そのうち純淡水魚が11種，通し

回遊魚、は遡河回遊魚、が4種（いずれも河川型個体群）

と両側回遊魚、がI種（酒匂川での採集）で、あった。一

生計炎水域で過ごす魚種は，コイ科主体の純i:k水魚と
通し回遊魚、の河川型個体群で約9割を占めていた。

多くの地点に出現した魚種はアブラハヤ，ヤマ

メ，ウグイの）｜｜頁で， 4寺にアブラハヤは，ほとんどの
地点に出現した。また，多くの魚種が出現したのは

本川の水域で， 優占種はウグイであった。支川の水

域では，出現魚種は少なかった。

鮎沢川流域の周辺環境は，本JI！と左岸支）11は御殿

場市や小山町の郊外や市街地を流れる河川のほとん

どが護岸されていた。水田地帯の一部に，絶滅危慎

種のホトケドジョウの生息する細流が見られた。右

岸支Jllは，急峻な山地を流れる渓流が特徴であった。
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三崎魚市場に水揚げされた魚類－xm

山田和彦・工藤孝浩

Kazuhiko Yamada and Takahiro Kudo: 

Landing Fishes of Misaki Fish Market Landed from Sagami Bay, X III 

Summary: Ichthyofauna of Sagami Bay has been researched , and 553 species has been recorded since 1986. In 

the present pap巴r,fiv巴speciesare additionally recorded. Pempheris nyctereutes (Pernpheridae )is of rar巴occurrence

in the Bay. 

はじめに

筆者らは相模湾の魚類相を明らかにするために，

三111奇魚市場において周辺海域の漁獲物調査を継続し

ている。これまでに553種を記録したが （山田 ・工

藤，2003），新たに記録された5種について報告する。

調査方法

三崎魚市場に水揚げされる魚類のうち，相模湾で

採集されたものについて，種類，採集場所，採集方

法を記録した。調査期間は2002年10月から2003年

9月までの 1年間である。1ヶ月平均3回，合計33

回の調査を行った。ここでいう相模湾とは，伊豆半

島石廊崎と房総半島洲崎を結んだ線以北のうち，観

音崎一富津岬以北の東京湾を除く海域である。採集

場所の名称を図 1に示す。標本として採集した魚、は，

新鮮なうちに写真撮影したのち10%フォルマリンで

固定した。標本は横須賀市自然 ・人文博物館に魚類

• Ofuna 

資料（YCMP）として登録し保存した。

海況について

調査期間中の相模湾付近における海況は概略次の

とおりであった。

黒潮は， 10～1月に直進・接岸型で三宅島付近を

流れたが，この流路は2001年1月から 1年以上持続

した。2～7月は直進基調ながら数度にわたり小蛇

行が通過し， 6月には2002年5月以来久しぶりに八

丈島の南側を流れた。8' 9月には再び直進型に戻

り， 三宅島付近を流れた。

相模湾の水温は2月まで平年に比べて2℃以内の

幅で高温 ・低温を繰り返していたが，3月上旬に小蛇

行の東進に伴って湾内に暖水が波及し，平年比3℃以

上の高温となり，5月上旬～7月上旬は継続的に平年

比1～2℃高めで経過した。また，8月中旬には冷夏

の影響で平年を3℃近く下回る22℃台が記録された。

4-

図 1採集地点 (Map showing collection localities in Sagami Bay.) 
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調査結果

新たに記録された魚類について，通し番号，和名，

学名，図版番号，採集年月日，採集場所および採集

方法，体長 （SL），登録番号，分布記録などの順に記

載した。 和名， 学名および一般的な分布記録は中坊

編（2000）に従った。

554. ウグイ属の一種 Tribolodonsp. （図21) 

2003年5月14日， 三戸定置網， SL;670mm,

YCM P42163 

ウグイ属の魚類は，偲蓋下顎管と眼下管が連続す

るか否かにより識別される。しかし，感覚管は大型

個体であってもかなり細い。本個体は，固定後に観

察したため，感覚管が不連続なのか，粘液が固まり

管を塞いで、いるのか確定できなかったため，ウグイ

属の一種とした。相模湾からはウグイ属魚類の記録

はないが，相模湾に流入する相模川の汽水域からは

ウグイの記録がある（長峯・山口， 1980）。 また，近

年東京湾に流入する多摩川に遡上するマルタが増え

ていることがテレビなどで報道されている。

555.アサヒアナハゼ Pseudoblenniuscottoides 

（図22) 

2003年3月30日，毘沙門定置網， SL;32.Smm, 

YCM-P42169 

北海道南西部以南に分布する。相模湾では，潮間

帯の岩礁でふつうに見られ，毘沙門 （中村， 1970)'

三浦半島南西部 （工藤 ・阿部，1991)，荒崎（中村，

1970），天神島（林，1995），芝崎（萩原・長谷川， 1990)'

田ノ浦（東ほか， 1989）などから記録がある。定置

網で漁獲されることは稀である。

556. ミ工ハタンポ Pempherisnyctereutes 

（図2-3)

2002年10月6日，毘沙門定置網， SL;104. 6mm, 

YCM-P39989 

相模湾以南に分布するとされる。しかし，相模湾

からはTαninaga(1963）が油壷および真鶴産の標本を

報告したのみである。著者らによるこれまでの調査で

も記録がなく，相模湾では極めて稀な種と思われる。

557.イトベラ Suezichthysgracilis （図24) 

2003年3月30日，藤沢定置網， SL;126. 2mm, 

YCM P42176 

沖縄県を除く南日本から，朝鮮半島，オーストラ

リア南東部に分布する。相模湾では天神島（林，

1995）， 剣崎沖 （工藤 ・山田， 2001）から記録がある。

28 

558.イ卜ヒキハゼCryptocentrusfi 1 if er 

（図2-5)

2003年7月13日， 藤沢定置網， SL;61. Smm, 

YCM-P42168 

千葉県から九州，インド・西太平洋に分布する。相

模湾からは天神島（林， 1995）から記録がある。

補足

ツポ夕、イ Pentacerosjaponicus （図2-6)

2003年6月15日，三戸定置網， SL;61. 3mm, 

Y日fP42177 

山田 (1990）で報告したものは，キンメダイ漁で

釣獲されたTL約20cmの個体であった。今回の個体

は，定置網で漁獲されたもので，本種の幼魚、特有の

斑紋が見られる。

おわりに

本報告を作成するに当たり，標本登録の便を図っ

てくださった横須賀市自然、・人文博物館の萩原清司

氏，ハタンポ類の文献をご教示いただいた横須賀市

自然・人文博物館館長林公義氏，ウグイ類につい

てご教示いただいた相模湾海洋生物研究会の木村喜

芳氏，資料収集にご協力いただいた丸タ丸，丸共丸，

共栄丸，諸磯丸，万七丸， 三崎沿岸漁業協同組合ほ

かの方々に深く感謝する。
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3 -16 
図2.2-1ウグイ属の一種 Tnbolodonsp., YCM P42163, SL670mm; 2-2：アサヒアナハゼ Pseudoblenniuscottoides, YCM P42169, SL32.8mm, 

2 3：ミエハタンポ Pempherisnyctereutes, YCM-P39989, SL 104.6mm; 2-4：イトベラ Suezichthysgracilis YCM P42176, SL 126.2mm; 2 5：イト

ヒキハゼ Cryptocentrus仙台円 YCM-P42168,SL61.8mm; 6：ツボダイ Pentacerosjaponicus, YCM-P42177, SL61.3mm 

（山田：相模湾海洋生物研究会，

工藤：神奈川県水産総合研究所）
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三浦半島・南下浦（東京湾口）産ナマコ類

池田等・倉持卓司

Hitoshi Ikeda and Takashi Kuramochi: 

Holothuroidea Collected from Minami-shitaura (Mouth of Tokyo Bay), 

Coast of Miura Peninsula, Central Japan 

はじめに

日本周辺海域に生息するナマコ類の分類学的な報

告は，Mitsukuri (1912）やOshima(1915）などにより行

われ， 190種類以上が生息していると推測されてい

る。本報告では，筆者らが東京湾口三浦市南下浦周

辺海域において1963年以降継続して行っている生物

相調査の結果から，ナマコ類について報告する。本

報告に当たり，試料採集にご協力いただいた南下浦

周辺の漁業関係者に感謝申し上げる。

調査方法

1963年4月から 2003年10月までの期間に， 東京

湾口南下浦周辺海域（図1）において漁業者が水深5-

250 mの底質環境の異なる環境において行ったシロギ

ス（510 m），クルマエピ(10-30m），イボダイ （20100 

m），マコガレイ （3080 m），タチウオ（30-120m），ヒ

ラメ（30200 m），アカムツ（200250 m）などを漁獲対

象とした底刺網，および潮間帯における磯採集によ

り得られた試料をもとに種の同定を行った。また，

図1調査海域（③）

Mi tsukur i (1912), Oshima (19日， 1919）の文献をも

とに，過去に同海域より記録された種を含め目録を

作成した。なお，採集された標本の一部は，葉山し

A おさい博物館 （標本番号HSME）に保管されている。
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結果および考察

本調査により， 12科22属33種が調査海域より採

集 ・記録された。 今岡 (1998,2000）は，千葉県沿岸

I或より，ジイガセキンコ，イシコ，グミ，イシワタ

ナマコ，テツイロナマコ，フジナマコ，ニセクロナ

マコHolothuria (Mertensiothuria) Jeucospi iota 

Brandt, 1835, トラフナマコ，イソナマコ，アカオ

ニナマコ Stichopusoshimae Mi tsukuri, 1912，マナ

マコ，ヒモイカリナマコPatinapltaooplax (von 

Merenzeller, 1882），ムラサキクルマナマコ

Polycheira ruf1θscens (Brandt, 1835）の13種を報告

している。また，佐波ほか（1982）は伊勢湾および熊

野灘北中部海域より 8科25種を報告している。これ

らの海域の種に比べ本海域より記録された種数は多

いが，これはMitsukuri (1912）をはじめ，古くから

相模湾周辺海域を中心としてナマコ類の分類学的研

究がなされていたためと考えられる。また，記載以

後採集されていない種も多く含まれ，このうちいく

つかの種については，分類学的に混乱している可能

性が考えられ，分類学的再検討が望まれる。三浦半

島東京湾口部における糠皮動物相については，池

田・倉持（2001,2002）によりウニ類およびヒトデ類

が報告され，種組成に関しては三浦半島相模湾側に

比べ内湾的な要素が強いこと指摘されている。本報

告のナマコ類も，ウニ・ヒトデ類とほぼ類似し，相

模湾岸では少ないグミ Pseudocnusechinatus (von 

Marenzel ler, 1881）など内湾的な環境に見られる種が

優占してみられる特徴があげられる。



2 3 

5 

図2東京湾口より採集されたナマコ類

1グ．ミPseudocnusechinatus (vo円 Marenzeller,1881); 46.3 mm, 

2イシコ Eupentactachronh司／elmi(Theel,1886) L: 31.3 mm, 

3ジイガセキンコ Psolussquamatus (Muller, 1788) L: 11.8 mm, 

7 

4イシワタナマコAcolochirusinomatus ( von Marenzeller, 1881) L: 34.1 mm, 

5オキナマコ Parastichopusnigripunctatus (Augustin, 1908) L: 190.8 mm, 

6. トラフナマコ Holothur.坦（Mertensiothuria)pervicax Selenka, 1967 L: 139.5 mm, 

7フジナマコ Holothuria( 7乃•ymiosycia) decorata van Marenzeller, 1882 L: 133.5 mm, 

8イソナマコ Holothuria(Lessonothuria) pardalis Selenka, 1867 L: 54.5 mm, 
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三浦半島・南下浦（東京湾口）産ナマコ類目録

凡例ナマコ類の分類体系および学名は今岡 （1995)1こ従ったo

HSM-Eで示される標本番号は，葉山しおさい博物館赫皮動物類資

料として登録された標本の番号。

ナマコ綱HOLOTHUROIDEA
樹手目 Dendrochirtida

マツカサキンコ科FamilyPoslidae 
Genus Psolus 

LジイガセキンコPsolussquamatus仰uller,1788) 
Mi ts此uri,1912; Psolus squamatus 例uller,1788) 
HSM-E-0131; 2003. 9.1，ヒラメ底刺網

グミモドキ科FamilyPhyllophoridae 
チピフクロナマコ属GenusAllothyone 
2.チピフクロナマコAllothyonemultz》es(Augustin, 
1908) 

Oshima, 1915; Thyone multi）フesAu思lS白1,1908 

グミ モドキ属GenusPhyllophorus 
3グミモドキPhyllophorus(Phy/lothuria) 

hypsipyrgα（vonMarenzeller, 1881) 
Mitsukuri, 1912; Phyllophorus hyps伊yrga

( von Marenzeller, 1881) 

4. PhJレ1lfophorusjaponicus v恥1areneller,1881 
Mitsukuri, 1912; Phyllophorus japonicus 

v. Mareneller, 1881 

Family Semperiellinae 

Genus Pentadactyla 
5.モグラナマコ Pentadactylajaonica (von 

Marenzeller, 1882) 

Mitsukuri, 1912; Phyllophorus japonica (von 

Marenzeller, 1882) 
Oshima, 1912; Phyllophorusjaponica (von 

Marenzeller, 1882) 

スクレロダクテイラ科Family

Sclerodactylidae 

Genus Eupentacta 
6.イシコEupentactachronhそjelmi(Theel, 1886) 
2003.4. HSM-E-0130シロギス ・クルマエ

ピ底刺網

キンコ科FamilyCucumariidae 

Genus Pseudocnus 
7.グミ Pseudocnusechinatus (von Marenzeller, 
1881) 
Mitsukuri, 1912; Cucumaria echinata v. 

お1arezeller,1881 
2003.3. HSM-E-0122クルマエピ底刺網
8. Pseudocnus capensis (Theel, 1886) 

Mi tsukuri, 1912; Cucumariαcapensis var. 

parva Mi tsukuri, 1912・
備考：Mitsul叩ri(1912）は，城ヶ島沖より得られ
た標本をも とにCucumariacapensis var. parva 

を記載したが，本種は， Pseudocnuscapensis 

そのものと考えられる（Oshima,1915）。
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Genus Cucumana 

9. Cucumaria squamulosa Mitsukuri, 1912 

Mitsukuri, 1912; Cucumaria squamulosα 
Oshima, 1919; Cucumaria squamulosα 
Mitsukuri, 1912 

備考：Mitsukuri(1912）は，浦賀水道275mより
得られた標本をも とにCucumariasquamulosaを
記載した。
10. Cucumaria chron勿elmiTheel, 1886 
恥1itsukuri,1912; Cucumaria chronhjelmi Theel, 

1886 

Genus Acolochirus 

l l.イシワタナマコAcolochirusinornatus (von 
Marenzeller, 188 l) 

Mitsukuri, 1912; Colochirus inornatus von 

Marenzeller, 1881 

Oshima, 1915; Colochirus inornatus von 

Marenzell巴r,1881 
2003.5. HSM-E・0123イボダイ底刺網

Genus Colochirus 

12. Colochirus dolioum (Pallas, 1766) 

Mitsukuri, 1912; Colochirus dolioum (Pallas, 1766) 

Genus Amphicyclus 
13.オキナグミモドキAmphicyclusjaponicus Bell, 
1884 

Oshima, 1915; Amphicyclusjaponicus Bell, 1884 

楯手目 ASPIDOCHIRTIDA
クロナマコ科FamilyHolothuriidae 
クロナマコ属 GenusHolothuriα 
14.トラフナマコ Holothuria(Mertensiothuriα） 
pervicax Selenka, 1967 
HSM-E-0124: 2003.5.クルマエピ底刺網
15.テツイロナマコHolothuriα（Selenkothuria)

moebii (Ludwig, 1883) 
16.フジナマコ Holothuria(Thymioηcia) 

decorαtαvon Marenzeller, 1882 
HSM-E-0125: 2003.4.クルマエピ底刺網
17.イソナマコHolothuria(Lessonothuria) 
pardalis Selenka, 1867 

HSM司E・0126:2003.5.クルマエピ底刺網

シカクナマコ科FamilyStichopodidae 

オキナマコ属 GenusParastichopus 
18.オキナマコ Parastichopusnigripunctatus 
(Augustin, 1908) 

HSM-E-0119: 1993.6.ヒラメ刺車問
HSM-E-0127: 2003.4.ヒラメ刺高岡
HSM-E-0128: 2003.5.ヒラメ刺網

マナマコ属 Genus Apostichopus 
19.マナマコApostichopusjaponicus(Selenka, 1867) 
HSM-E-0129: 2003.5.クルマエピ刺網

ミツマタナマコ科FamilySynallactidae 
モモイロソコナマコ属 Genus Bathyplotes 



20.モモイロ ソコナマコ Bathyplotesgoldenhindi 

Mitsukuri, 1912 
Ohshima, 1919; Bathyplotes goldenhindi 

Mitsukuri, 1912 
付記：Mitsukuri(1912）は，浦賀水道594mより
得られた標本をもとにモモイ ロソコナマコを

記載した。
21.ゴ、マフソコナマコBathyplotesmosel.砂i(Th田 1,

1886) 
Mitsukuri, 1912; Bathyplotes moseleyi (Theel, 

1886) 
Ohshima, 1915; Bathyplotes moseleyi （百1eel,1886) 

Genus Mesothuria 
22.クマサカナマコ Mesothuげaparva（百1巴巴1,1886)

Mi ts叫curi,1912; Mesothuria deani Mitsuk:uri, 1912 

Ohshima, 1915; Mesothuria parva （百1eel,l886)

板足目 ELASIPODIDA
オニナマコ科FamilyDeimatidae 

Genus Laetmogone 
23.カンテンナマコ Laetmogoneviolacea (Theel, 

1886) 
24.ヒメカンテンナマコLaetmogonemaculata （百1eel,

1886) 
備考．上記2種はヒラメ底刺網により採集され
る。
25. Laetmogone parava恥1itsukuri,1912 

Oshima, 1915;Lae附 ogoneparava Mitsukuri, 1912 
26. Laetmogone seenkai Mitsukuri, 1912 

Oshima, 1915; Laetmogone seenkai Mitsukuri, 

1912 

Genus Iyodaemon 
27.イイジマカンテンナマコ砂odaemonijimai 

Mitsukuri, 1897 

Oshima, 1915；今odaemonijimai Mitsukuri, 1897 

28. Iyodaemon miurensis Oshima, 1915 

Oshima, 191土砂odaemonmiurensis Oshima, 1915 

無足目 APODIDA
イカリナマコ科FamilySynaptidae 

Genus Oestergreni 
29.ウチワイカリナマコ Oestergreniavariabilis 

(Theel, 1886) 

Ohshima, 1915; Leptosynapta dubia (Semper, 

1868) 
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クルマナマコ科FamilyChiridotidae 
Genus Taeniogyrus 
30.クルマカギナマコ Taeniogyruscidaridis 

Ohshima, 1915 

Ohshima, 1915; Taeniogyrus cidaridis Ohshima, 

1915 

隠足目 MOLPADIDA 
イモナマコ科 Family Molpadiidae 

31. A例。diaroretzi倒的由巳lier,1877) コモンイモ
ナマコ
Oshima, 1915: Molpadia similis (Augus白1,1908) 

カウデイナ科 Family Caudinidae 

32.Caudina simile (Augustin, 1908) 

Oshima, 1915; Caudina simile (Augustin, 1908) 

引用文献
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天神島および周辺海域産ヤドカリ類

倉持卓司・池田等・高橋清人

Takashi Kuramochi, Hitoshi Ikeda and Kiyohito Takahashi: 

Anomura (Crustacea: Decapoda) Collected from Tenjin-jima and Adjacent Water, 

Miura Peninsula, Kanagawa Prefecture 

はじめに

三浦半島西岸に位置する天神島および周辺海域は，

1965年以後，神奈川県指定天然記念物指定区域に指

定され，保全区域として多様な生物相を保っている。

これまで本海域のヤドカリ類については報告はなく，

i4ii:産無脊椎動物についても環形動物（川瀬， 1974),

軟体動物（河辺， 1974）があるのみである。

本報告では，1992年以降筆者らが継続して行ってい

る三浦半島相模湾沿岸部の海産無脊椎動物相調査の一

環として，分類整理の終了した天神島および周辺海域

より得られたヤドカリ亜日のうちヤドカリ科・ホンヤ

ドカリ科について報告する。本報告にあたり，調査に

ご協力いただいた横須賀市自然・人文博物館付属天神

島自然教育園の山本健一郎氏，馬場正氏，田中雅宏

氏，鈴木裕氏， 増田美奈子氏らに感謝申し上げる。

調査方法

調査は， 1992年4月から 2002年10月までの期間

に，天神島および周辺海域（図1）において主として大

潮時における潮間帯～潮下帯での磯採集および，高

橋・倉持（2003）の調査の際に，笠島佐島間水深3-

Smよりエピ網 （イセエピの底刺し網）で採集された

ヤドカリ類を中心に目録を作成した。

結果および考察

調査期間に得られたヤドカリ類を表1.に示す。本

調査の結果から2科17種のヤドカリ類が天神島周辺

海域より採集された。

三宅(1978），朝倉(1984）は，三浦半島広域の潮

間帯からケブカヒメヨコパサミPaguristesortmanni 

Miyake，イソヨコノfサミClibanariusvirescens 

(Krauss），ヤマトホンヤドカリ Pagurusjaponicus 

(Stimpson），ホンヤドカリ Pfilholi (De Man），ケア

シホンヤドカリ Planuginosus De Manの5種を記

録している。

今回得られた， 2科17種は，これまでに相模湾か

ら報告された2科60種（三宅，1978）の泊施にあたる。
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図1調査海減（．）

池田・倉持（2003）は，三浦半島東京湾岸に生息す

るヤドカリ類について報告し， 2科21種を報告して

いる。このうち水深20m以浅に生息する種に関して

は，テナガツノヤドカ 1)Diogenes nitidmanus Terao，カ

イメンホンヤドカリ Pαguruspectinatus (Stimpson）の2

種を除く， 15種すべてが共通している。本海域では，

東京湾岸では多くみられるイガグリホンヤドカリ

Pゅ1rusconstans (Stimpson) （池田・ 倉持， 2003）は，

本海域での生息数は少ない状況にある。また，村田

ほか(1991）が房総半島から報告したサンゴヤドカリ

類は，本海域から記録されなかった。

引用文献

朝倉彰， 1984.三浦半島潮間帯のヤドカリ類横須賀市立博

物音官官官報，31:14 19 

池田 等 ・倉持卓司，2003.三浦半島・南下浦沖（東京湾口）産

ヤドカリ類神奈川自然誌，（24):33 36. 

川瀬ツル， 1974.天神島の環形動物横須賀市博物館雑報，（20):

23 

河辺訓受， 1974.天神島 笠島周辺の軟体動物横須賀市博物

館雑幸~， (20): 27-37 

三宅貞祥， 1978.相模湾産甲殻異尾類 200+ 161 pp. 保育f」：，大
｜荻

村田憲要渡透精一 ・朝倉彰， 1991.房総半島のサンゴヤド

カリ類（Crustac巴aAnornura: Diogenidae）.千葉中央博物館

自然、誌研究報告， 1(1):21 23 

高橋清人 倉持卓司，2003.相模湾におけるイシダダミ ヤドカ

リの宿貝選択（予察）．相模貝類研究談話会研究報告 み

fこまき，40:16-18 



表1天神島および周辺海妓より採集されたヤドカリ類

軟甲綱 Class Malacostraca 
十脚目 OrderDecapoda 

ヤドカリ亜日 SuborderAnomura 

ヤドカリ上科 Superfamily Coenobitoidea 

ヤドカリ科 Family Diogenidae 

lホンドオニヤドカリ Aniculus mり1akeiForest 
HSM-Cra-0150; 2003.9.3 エピ綱
2ケブカヒメ ヨコノfサミ Paguristes ortmanni Miyake 
HSM-Cra-0137; 2003.9.3 エピ網
3.トゲツノヤ ドカ＇） Diogenes eζiwc 

HSM-Cra 0134; 2003.8.25 エピ網
4.トゲ トゲツノヤドカリ Diogenes spinが・ans(De Haan) 
5.イソヨコパサミ Clibanarius virescens (Krauss) 
HSM-Cra 0135; 2003.9.8 磯採集

6コブヨコパサミ C/ibanarius infi官・spinatusHilgendorf 
HSM-Cra-0136; 2003.6. 磯採集
7ヨコスジヤドカリ Darda nus w rosor (Herbst) 

HSM-Cra 0138; 2003.8.25 エヒ綱
8ソメ ンヤ ドカリ Dardanus pedunculatus (Herbst) 
HSM Cra 0139; 2003.9.3 エピ網
9イボ、アシヤドカ リ Dardanus impressus (De Haan) 

-a 

図2天神島周辺海域より得られたヤドカリ類（スケールバー：10mm).

aトゲツノヤドカリ Diogenesedward(De Haan): HSM-Cra--0134 

bコフ、ヨコパサミ 11banan'us infraspinatus Hilgendrof HSMーCra--0136

cヨコスジヤドカリ Dardanusatrosor(Herbst): HSM-Cra--0138 

dソメンヤドカリ Dardanuspedunculatus (Herbst）： トfSM-Cra-0139

HSM-Cra 0140; 2003.8.25 エピ網

HSM-Cra 0149; 2003.9. エビ綱
10.イシダタミヤドカリ Daradnus crassimanus (E. M. Edwards) 
HSM-Cra-0141; 2003.8.25 エピ綱
1 lアカボシヤドカリ Daradnus aspe1古川（Berthold)
HSM-Cra-0142; 2003.8.25 エビ網

ホンヤドカリ上科 Superfamily Paguroidea 

ホンヤドカリ科 Family Paguroidae 
12.イガグリホンヤドカ リ Pagurus cons/ans (Stimpson) 

13.ベニホンヤドカ リ Pagurus similis (Ortmann) 
HSM-Cra 0143; 2003.9.2 エピ網
HSM-Cra-0148; 2003.9.8 エピ網
14.ヤマトホンヤドカリ Pagurus japonicus (Stimpson) 

HSM-Cra-0144; 2003. 9.2 エビ網
15.ホンヤドカリ Pagu口1sfllho/i(De Man) 

HSM-Cnト0145;2003.9.8 磯採集

16.ケアシホンヤドカリ Pagurus lanuginosus de Man 
HSM-Cra-0146; 2003.9.8 磯採集

17. Pagurus maculosus Kornai & lmafuku 

HSM-Cra 0147; 2003.9.8磯採集

ーc

eイボアシヤドカリ Dardanusimpressus (De Haar、）：HSM-Cra--0140 

fアカボシヤドカリ Daradnusaspersus (Berthold）：。HSM-Cra--0142

Eイシダヲミヤドカリ Daradnuscrassimanus (E. M. Ewdards): HSM Cra--0141 

hベニホンヤドカリ Pagurvssimilis ( 0代mann):HSM-Cra-0143 

lヤマトホンヤドカリPagurvsjapoηicus (Stimpson, 1858):HSM-Cra 0144 
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（倉持葉山しおさい博物館気付， 池田：葉山しおさ

い博物館，高橋：横須賀市芦名ト15-2)
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野島公園（横浜市）のササラダニ類

小菅皇夫

Kimio Kosuge: Oribatid Mites in Nojima Park (Yokohama City) 

はじめに

ササラダニ類をはじめとする土壌動物の種類組成

や量は地理的要因， 土壌の物理化学的要因（水分，空

気成分，土性，有機物，pH，温度，光条件など）お

よび生物的要因 （植物，微生物，動物など）が複雑

にからみあって決定されている（青木， 1973）。腐食

性，すなわち落ち葉などの植物遺体を分解するササ

ラダニ類は種類，個体数ともに自然界では最も優勢

なグループであり，人為的な環境変化，特に植生の

変化に敏感に反応して，その群集組成を変えること

が知られている（青木，1995）。

今回， 筆者らは自然、海岸とそれに接する樹林を有

することで，横浜市内では貴重な存在である野島公

園で，そこに生息するササラダニ相を調査した。今

回の調査では種組成と植生の関係を明らかにするこ

とを主目的とした。なお，本調査は横浜市環境衛生

業務研修会の研究課題として行った。

調査地の概要

野島公園（横浜市金沢区）は横浜市の南東端に位

置し東京湾に面した面積176.536ぱの総合公園で、

ある （図1）。 その歴史は古く，江戸時代には物見遊

山の客で賑わった。第二次大戦中に巨大な地下基地

が日本海軍により構築されたが，戦後横浜市によ っ

て整備され，昭和31年4月に開園した。

横浜市に残された唯一の自然海岸を有し，公園のほ

ぼ中央には海抜57mの野島山があり， 昔の地形の特徴

を残している（図2）。また，海岸と野島山の聞にはキャ

ンプ場や運動場などがあl人市民に利用されている。

植物相を概観すると，海岸部やキャンプ場等の周

囲にはクロマツ等がまばらに植栽されているにすぎな

いが，野島山の斜面には樹林が良く発達している。ク

ロマツ，コナラ，エノキ，ケヤキ，ヤマグワ，アカメ

図2シーサイドライン・野島公園駅より見た野島山

ガシワ，ミズキ，ムクノキ，シロダモ，タブノキ，サ

ンコ、、ジ、ユ等が高木層を形成し，クロマツ，コナラ，エ

ノキは特に数が多い。中低木層にはアオキ，イヌピ

ワ，ガマズミ，ヤブツバキ，ウツギ， トベラ，クサ

ギ，エノ シマキブシ，フジ等が分布している。

調査およびデータの解析方法

試料の採取は拾い取り法 （青木， 1978）に準じて

行った。すなわち， 任意に選定した 1箇所，約5m

×5mの範囲内から土壌表層堆積有機物（落葉落枝

を含む）と上層土を合わせて約2リットル拾い取り

試料とした。なるべくさま ざまな植生を含むように

場所を選定し，12箇所より試料を得た。試料の採取

は2002年8月から12月の聞に4回行っ

た（図3）。

試料はその日のうちにツルグレン装

置に投入し， 60ワット白色電球を72時

間照射して，ササラダニ類を約80v/v%

エチルアルコール中に抽出した。得ら

れたササラダニ類をガムクロラール液

にて封入し，プレパラート標本とした

後同定した。現在， 標本の大部分は著者

ド
／

図1神奈川県における野島公園の位置。
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図3野島公園の採集位置とf采集テーッ

が， 一部は青木淳一氏および大久保憲秀氏が保管し

ている。

ササラダニ類による自然性の評価法として，関東地

方南部における調査結果に基づき，環境選択の範囲が

比較的はっきりしていて環境診断に使えそうな 100種を

選定し， これらを環境区分毎に5群に分類し，調査地

に生息する種をこれと比較して評価する方法が提唱され

ている（青木， 1995）。この5群とは， A群：自然林や

神社林を主体に生息する種 （25種）' B群 自然林か

ら二次林にかけて生息する種（22種），c群 ・二次林を
中心に生息する種（21種）， D群・ さまざまな環境に幅

広く生息する種（20種）' E群 ：人工的環境に多く生息

する種（12種） である。当然のことながら，A群の種が

多い環境は最も自然度が高く， B群＞C群＞D群＞E群

の）｜頃に自然度が低下した環境を指標することになる。

そこで，それぞれの群の種に，A群の種＝5点，

B群の種＝4点， C群の種＝3点， D群の種ニ2点，

E群の種＝l点の点数を与えることにする。このとき，

「自然性」を表す評価点は，

{(A群の種数× 5)+ (B群の種数× 4)+ (C群
の種数× 3)+ (D群の種数×2)+ (E群の種数×
1) ｝÷（A～E群の合計種数）

の式によって計算された値を用いることとする。 すなわ

ち，種の多さ ・少なさは度外視し， 「自然性」の評価

としたものである。 この評価点が5に近づくほど調査し

た場所の自然性がたかく， 0に近づくほど自然性が低

いとし、うことになる。

結果および考察

調査結果を表1に示した。表Iには種のレベルま

で同定が完了したもののみを示した。現在までに3

3科61種のササラダニ類が確認された。

2002年8月2日 沿岸部のススキ群落

2002年8月28 沿岸部のススキ群落

2002年8月2a 沿岸部のクロマツ植栽地

2002年9月12日 野島山東斜面上部の樹林

2002年9月12日 野島山南東斜面上部の樹林

2002年9月12日 野島山南西斜面上部の樹林

2002年IO月4日 クロマツ等の植栽地

2002年JO月4日 クロマツ、ツバキ等の植裁地

2002年IO月4日 野島山南斜面下部の樹林

2002年12月6日 沿岸部のクロマツ値裁地

2002年12月6日 沿岸部のクロマツ植栽地

2002年12月6日 野島山北斜面下部の樹林
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神奈川県のササラダニ類は神奈川県産ササラダニ

目録としてまとめられ， 209種が報告されている （原

田・青木，1984）。 また1981年から 1982年にかけて，

4箇所の神奈川県指定天然記念物地域が調査され，

その結果22種 （種のレベルまで同定されたものに

限る）が追加された（伊藤 ・青木， 1987）。 さらに都

市部から記録された2種（青木， 2000）を加えると

233種の生息が確認されている。

今回採集された種の中で，本県において過去に報告

がないものは9種（表l中で、は通し番号の前に＊印を付

けて示した）である。この9種のうち， ジュズ、ダニ科のワタ

ゲ、ジュズ、ダ二，オハラメジュズ、ダニ， セスジジュズ、ダニお

よび、マド、ダニ科のアオキマド、ダニ，アミメタワシマドダニの

5種は神奈川県産ササラダニ目録が報告された 1984年

以降に新種記載された種である（Enami& Aoki, 1988 ; 

Enami & Fujikawa, 1989; Enami, 1992; Chinone, 2003）。

過去に報告のない9種を既知の種に加えると，本県

産のササラダニ類は242種となる。これは東京都より

報告された230種（新島 ・水谷， 2003）を若干上

回る数である。また、野島公園においては神奈川県

より報告された種の約25%が確認されたことになる。

ササラダニ類の中で，各地においてしばしば優数種

となる科として，15科（ツブダニ科，コイタダニ科，イレ

コダニ科， へソイレコダニ科，フリソデダニ科，クワ

ガタダニ科，ジ、ユズダ、ニ科，クモスケダニ科，マドダ

ニ手ヰ，ヒワダニ手ヰ，ヒワダニモドキ科，コパネダニ干ヰ，

コソデ夕、ニ科，イカダニ科およびセマルダニ科）が示

されているが （青木， 1973），今回の調査で、はセマルダ、

ニ科に属するダニはl種も採集されなかった。

採集調査を行った12箇所を植生の類似性により，沿

岸部のススキ群落（図3のaおよびb），クロマツ（あるい

はクロマツを主とした）植栽地（同c,g, h, jおよびk)



表1野島町のササラダニ類

ヒワダ二科 Hypoch曲。凶銅器
l.フトゲ、ナガヒワダ、ニ ＆hypochthoni出町市問団gerA味i:d,e,f 

ヒワダニモドキ科 Eni吋 1th剖Iii白e
2ヒワダニモド、キ Eniochthoniusminutissima (Be加 e):f 

チョウチンダニ科 Sp！田町副主thoniidae
3＿チョウチンダニ や•haerιhthonius乎l印刷凶（Berlese):e,f 

イレコダニ科 Ph血m曲ridae
4＿クゴウイレコダニ P/onaphacarnskugoi(Aoki) :b,d 
5ヤマトイレコダニ Phthira岬包括japonicusA依ij,I 

タテイレコダニ科 Oribot討tiidae
6ジャワイレコ夕、ニ Ind的制jav側目（Sellnick):d,i 
7 オクヤマイレコダ‘ニ M目。·tr•加 okuyamaiAoki・：d,1

へソイレコダニ科 Euphthirac国対ae
8ヒメヘソイレコダニ的問同国a油 a(C.L.K剖）
:b,c,e,f.九ij,k,I

ツツJ、ラダニ科 Lorn加問泌dae
9フトツツノヴダニMixa同月町田bAoki :I 

ハラミゾダニ科 Epilohma回世idae
10.オオノヴミゾ、ダ、ニ Epilo加世間aovata Aoki :f 

11.ヒメハラミゾダニ E.pa／／，山 pacificaAoki :f 

アミメオニダニ科 Nothridae
12.ハナピラオニダ‘ニ Nothrnsbiciliat山 CLK吋 1:b,c,g,h,ij,k.I 

ツキノワダニ科 Nanhern凶nniidae
13.オバケツキノワ夕、ニ Ma始。抑制叩h師U臼（Hartm剖）:d 

ジュズダニ科 Damaei伽e
*14.ワタゲジュズ夕、ニ Epida1r回eusj均gi/isEnami et F可1kawa
:d,e,f,h,i,I 
牟15.オノ＼ラメジュス、タキ二五oharens店Enami:f 
牟16.セスジジュズ、タ守ニ Teet副おn回目ISstri.at回Aoki:e,f,iJ 
17.ヨロイジュズ夕、ニ 主annat町Aoki:d,e,f,i 

マンジニLウダニ科 Cep恥idae
18.サドマンジュウダニ S庇iixepheiιundulat山 Aoki:e 

ヤッコダニ科 Mi<.To:retidae
19.ヤッコダ、ニMicrozel国atιilia/usGrandje釦：e,f

イチモンジダニ科 Erem叫idae
20.イチモンジダニfr，白山l師 aveniferBerle配：d,e,f

クモスケダニ科 Eren曲 elbidae
21.ヤマトクモスケ夕、ニEremobelbajap日前aAoki:e,f,i,I 

モリダニ科 E回n蹴 i也e
22.ホソゲモリ夕、ニ Ere1naeustenuisetiger Aoki :I 

ザラタマゴダニ科 X回世lidae
23.ザラタマゴ夕、ニXenilluslegι>eranus(Hermann) :e 

イブシダニ科 Carabodidae
24.ヒビワレイフ＼ンダニ Carabodesrim四回Aoki:f 

クワガタダニ科T倒闘が悶dae
25.クワガタ夕、ニ Tectocepheus velat山仰ichael):b品 h,i
26.トゲクワガ‘タタeニ主 C凶;pid.倒 d山 Knlille:b,e品h,I
27.カコイクワガタダニ主 elegansOhkubo :b,d,e,f 

1）科の配列、科、種の名称および学名は青木(1999）に従った。
2）関3の採集位置を学名の後ろに示した。

イカダニ科 Ot眠 pheidae
28.ヤマトオオイカダニ Megゆ附epheusj呼>anicusAoki・1
29.コンボウイカダニ Fissicepheusclaνa1us (Aoki) :e,(I 
30.カンムリイカダニ Fcoronari.us Aoki :e,f,i,k,l 
31.ヒョウタンイカダニ Dolicheren岡田ue/ongat山 Aoki:d,e,f,I 
*32.ノくローイカダニD.balogんAoki:d 

イカダニモドキ科 Tokun附 pheidae
33.イカダニモドキ Ta知n町eph甜 smiz，凶a附iAoki:f 

ツブダニ科 ~iidae
34.タモウツブ夕、ニMult回>ppiabrevipec.伽ataSu四ki‘f
35.スジツフ‘タマニ Striatoppiaopuntiseta Balogh et MahW1ka :g 
36.コブ、ヒゲ、ツブタ守ニArcoppiaviper回（Aoki）。：b,d,f,h,i,k 
37.ノゲツブ、夕、ニMediaxyoppiaacuta (Aokり：e,f
38.ヨーロツノぞツフ、夕、ニLauropp叫，1eerlandica(Oudemans) :d,e,(i,I 
39.ナミツフe夕、ニ Oppiellanova (Oudemans) :c,f 
キ40.ホソトゲ、ツフ、ダニ Subi凶 el/a即 urva(Aoki）・d
41.ズ、ンツブダ、ニN即trichoppiazushi(Aokりf
ホ42.＂ルカタツ ブ夕、ニ Ne，岬 meri.oppiaventrosquamosa (H抑制） :I 

マドダニ科 Suctobelbidae
43.ナギナタマドダニ ふ1dobellbe/la問＇ginata(Aoki) :e,(i 
*44.アオキマドダ、ニ S.aokii Oiin叩 e:f 
本45.アミメタワ、ンマド夕、ニ Srel，削 lataOiinone :e,f 
46.コン州、ウマドダニ S.singulari.s (S廿-enzke）丸f

モンガラダニ科 Licne同町田ei也e
47.モンガラダニ Licnerema副 snovaeguin剖eBaJ噂h:e,f,l 

シダレコ‘ノデダニ科 Xylobatidae
48.ナガコソデ夕、ニXy!obat白 lophotrich凶（Berl田e):d,j 

コイタダニ科 Oriba組lidae
49.サカモリコイタダニ Eporih山 lasakamori.i (Aoki) :a 

コソデダニ科 Haplo:retidae
50.ケノミマノレコソデダニ Pelori.bat酉 barbatusA改i:a,c,e,iJ 
*51.ペルーマルコソデ夕、ニ Rmuscicola Hammer扶

52. ツノコソデダニ R目的•zd百四剖l附（Berlese) :b 

オトヒメダニ科Schei回batidae
53.コン付ミウオトヒメダニ Scheわ・ribat百latipes( C. L. K剖カ1):c,g,h 
54＿ノ、ノミビロオトヒメタニSlaeν・ig.叫日（CL.Koch):g,hjJ 

コパネダニ科 Cerato:retidae
55.ヤマトコパオペダニ Ceratozet百jrJJ回n回isAoki :f 
56.キュウジョウコパネダニ仁町：peratorius(Aoki):f 

J＼ナスジダニ科 Hu蹴：robatidae
57.ハナスジ夕、ニ Humerobatesvar叫sOhkubo・：a,c

エンマダニ科 Pheno戸lopidae
58.ネンネコダニ Pe!optulus四nericanus(Ewing) :a,c 

フリソデダニモドキ科 Galumndlidae
59.フリソデ‘ダニモドキ Galumnellanipponica Suzuk et Aoki :d,e,f 

フリソデダニ科 Galumnidae
60.チヒ、ケ、フリソデダニ T町hogal.凶・nnaniPJ.却，iica(Aoki)

:b,c,d,(g,h付，k,I
61.ハルナフリソデ夕、エRaltera (Oudem拙）ば

3）過去に神奈川県内における報告がない種（新記録種）は、通し番号の前に＊印を付けて示した。
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表2調査地聞の共通種とJaccardの共通係数

調査地 ススキ群落 クロマツ植栽

（種数） (14) (18) 

樹林 10 13 

(54) 0. 17 0. 22 

9 
クロマツ植栽

0. 39 

1)太枠内については、共通種数を上段に、 ’Jaccardの共通係数を

下段に示した。 2)Jaccardの共通係数は二つの種聞の類似度を表

し、二つの群集が全く同じ場合は1、全く異なる場合は0となる。 a

A 地域の種数、 b: B地減の種数、 c両地減の共通種数の時にc

(a+b c）で表される。

および野島山斜面の樹林（同d,e, f, iおよび1）の3

グループ。に分類し，各植生から得られた種を比較した

（表2）。

樹林部分からは 54種と最も多くのダニが確認さ

れ，このうち 38種が樹林からのみ採集された。この

3 8干重のうち，ジャワイレコダニ，フトツツハラダ

ニ，イカダニモドキ，ヒビワレイブシダニ，ホソゲモ

リダニおよびフリソデダニモドキは自然度の高い林

に生息する種である （青木，1995）。ススキ群落とは

10種，クロマツ植栽地とは 13種が共通で、，類制度は

小さかった。 100種法により計算した自然度評価点は

3.00であった。また，ホソトゲツブダニは奄美大島，

マルカタツブダニは小笠原父島より報告された種で

あり （青木， 1999），本調査で確認されたことは興味

深いが，これら2種も樹林部分からのみ採集された。

クロマツ植栽地からは18種が採集され，スジツブダ

ニ，ペルーマルコソデダニおよびコンボウオトヒメダ

ニの3種はこの植生のみから確認された。このうち，

スジツブダニは二次林を中心に生息する種，コンボウ

オトヒダニは人工的環境に多く生息する種である（青

木， 1999）。ススキ群落との共通種は 9種で，類似度は

比較的大きかった。自然度評価点は 1.32で、あった。

ススキ群落からは 14種が採集され，サカモリコイ

タダニおよびツノコソデダニの2種はこの植生のみか

ら確認された。前者は人工的環境に多く生息する種，

後者はさまざまな環境に適応し，幅広く生息する種で

ある （青木， 1999）。自然度評価点は 1.75であった。

一方， 全ての植生より得られたのは7種であっ

た。これらのなかでヒメヘソイレコダニ，クワガタ

ダニ， トゲ、クワガタダニ，コブヒゲツブダニ，ケノt

マルコソデダニおよびチビゲフリソデダニの6種は

さまざまな環境に幅広く生息する種 （青木， 1999）で

ある。野島公園全域より採集された種から計算した

自然度評価点は2.85であった。

県内で野島公園と同様に海に面した広葉樹林を有
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する大磯高麗山では， 79種（種のレベルまで同定さ

れたものに限る）のササラダニ類が採集され（伊藤・

青木， 1987），自然度評価点は3.34であった。野島公

園の種数，評価点はともに高麗山の値より小さいが，

高麗山公園の面積 140.Shaに対し野島公園の面積が

200 dに満たないこと，植生に関しても常緑広葉樹

林，コナラ林，スギ林などを持つ高麗山と比較して

単純であることなどを考慮すれば妥当な値であると

思われる。特に野島山斜面の樹林帯は，市内に残る

貴重な緑地で，市民の身近な利用地として，現状の

まま保存されることが強く望まれる。

最後に，ダニの同定にご尽力いただいた三重県病害

虫防除所の大久保憲秀先生，滋賀県農業総合センター

の江波義成先生，同定ならびに貴重な御助言をいただ

いた神奈川県立生命の星・地球博物館の青木淳一先生，

また本稿の作成にあたり多くの御指導をいただいた横

浜市衛生研究所の金山彰宏先生に厚くお礼申し上げる。
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小田原山神神社のササラダニ類

青木淳一・矢野倫子・矢野清志

Jun-ichi Aoki, Michiko Yano and Kiyoshi Yano: 

Oribatid Mites of Sanshin Shrine in Odawara 

Summary: Fi丘yspecies of oribatid mites were collected from the soil of a small shrine forest located in 

Odawara City of C巴ntralJapan. Many rare speci巴Swer巴foundamong them such as Neoribates pallidus Aoki, 

Neoribates rimosus Suzuki, Eulohmannia ribagai Berlese, Cultrobαtes nipponicus Aoki, Allosuctobelba grandis 

(Paoli). It is also noteworthy that they contain some inhabitants of natural forests such as Cosmohermanniα 

frondosa Aoki & Yoshida, Fissicepheus mitis Aoki,Eremaeus tenuisetiger Aoki, Galumnella nipponica Suzuki & 

Aoki, etc. 

はじめに

小田原市入生田の里に山神 （さんしん） 神社とい

う小さな神社がある。生命の星・地球博物館友の会の

オ プンラボでは，毎年この神社の境内において土

壌動物の観察会を開いている。その際に採集された

ササラダニ類 （落ち葉などを栄養源とする自活性の

ダニ類）の中に比較的珍しい種が発見されたので，こ

れを機会に更に詳しい調査を続け，山神神社の境内

に生息するササラダニ類の種名リストを完成させた。

神奈川県のササラダニ類に関しては原田・ 青木

(1984）による種名目録があるが， 小田原市内の記録

は載っておらず，その後も記録されていなし、。今回

採集された50種はすべて小田原市から初めて記録さ

れるものであり，その中にはいくつかの注目すべき

種が含まれていたので，ここに記録し，報告してお

くことにした。

本調査を行うにあたり，土壌試料の採取を快く許

可して下さった入生田自治会の会長の上村信幸氏な

らびに神社総代の山田悟氏に厚くお礼申し上げる。

調査場所および方法

山神神社は箱根登山鉄道の入生田駅の北方山側に

130 mほとぞ上がったところにあり，標高64m，神社

の面積は約1,900dあり，平成8年2月に「小田原
市緑と生き物を守り育てる条例」に基づいて「小田

原市指定保存樹林」に指定されている。土壌試料の

採取をおこなった小さい塚状の場所にはスダジイ 3

本（胸高直径75-100cm）、クスノキ l本（同100c 

m）、カヤ l本（同60cm）などの大木が生じ、林

床にはオカメザサが密生している。ササラダニ抽出

のための土壌採取は2002年9月1日， 9月13日， 2003
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年3月30日， 4月6日， 5月1日， 8月1日、 9月

25日の計7回にわたっておこなった。採取方法は林

床の落ち葉，枯れ枝，落果，落皮，腐葉，腐植，表

層土などを拾いとり，約2リットルの試料として持

ち帰った。試料はただちにツルグレン装置に投入し，

60W白熱電球で2日間照射し，試料中のダニを80%

エタノール中に分離抽出した。ササラダニは種ごと

にガムクロラ ル液で封入してプレパラート標本と

し， 150～400倍で検鏡し，種の同定をおこなった。

結果

種名同定の結果，合計33科47属57種のササラダ

ニ類が確認された。それらを以下のリストに示す。

種名の次には採集年月日を記した。注目すべき種に

ついては，簡単な添え書きを加えた。また，それら

については採集された標本に基づいた図（図3）ま

たは写真 （図4）を示した。

考察

ヒワダニ手ヰHypochthoniidae

1 .ヒワダニ HypochthoniusrザulusC.L.Koch, 1836 

03ふ3003ふ l全国的に分布するが，本種が出現す

るのはほとんど良好な自然が保たれている環境

に限られている （図4B）。

2.フトゲナガヒワダニ Eohypochthonius

crassisetiger Aoki, 1959 02-9・103-3-30 03-9-25 

ヒワダニモドキ科 Eniochthoniidae

3.ヒワダニモドキ Hypochthoniellaminutissima 

(Berlese, 1904 )02-9-13 03ふ30北海道から九州、｜まで広

く分布するが，自然性の高い森林に生息する種。



図1 山神神社の位置

ツツノ＼ラダニ手ヰLohmanniidae

4. フトツツハラダニ Mixacarusexilis Aoki, 1970 

03-3・3003-5・1日本の暖温帯に広く分布するが，自

然性の高い環境に生息する （図4A）。

ユウレイダニ科 Eulohmanniidae

5. ユウレイダニEulohmanniaribag.αi Berlese, 1910 

03ふ 30体色が淡く ，第1脚を幽霊の手のように曲

げているので， この名がある。ヨーロッパ原産の種

で，日本の冷温帯にも分布するが，採集個体数は大

変に少ない。今回も 1頭が得られたのみ （図3）。

イレコダニ科’Phthiracaridae

6. オオイ レコ ダニ Phthiracarussetosus 

図3
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図2 山神神社の境内の景観 （矢印採集場所）

(Ba此s,1895)03-3-30 03-5-1 03-9-25イレコダニ属中で

最大の種で，背毛が非常に長い。北海道から四固ま

で分布するが， 自然性の高い森林にしか生息しない。

7.ハナピラ イレコダニ Atropacaruscucullatus 

(Ewing ,1909) 03-9・25

ヘソイレコダニ科 Euphthiracaridae

8. ヒメヘソイレコダニRhysotririaardua (CL.Koch, 

1841) 03-3-30 03・9・25

コナダニモドキ科Malaconothridae

9.チピコナダニモドキ Malaconothruspygmaeus 

Aoki ,1969 03-9-25 



アミメオニダニ科Nothridae

1 0 .ハナビラオニダニ Nothrusbiciliatus 

C.L.Koch, 1841 03-3-30 03-5-1 

ツキノワダニ科A N anhermanniidae 

1 1. コノハツキノワダニ Cosmohermanniajrondosα 

Aoki et Yoshida, 1970 02-9-13 03『3-3003-5-1 03-8-1 03 9-

25ツキノワダニ科のなかで最大の種で，がっしりし

た体に木の葉形の背毛を生ずる。最初，屋久島から発

見された暖地系の種で（Aoki& Yoshida, 1970）分布の

北限は東京都。神奈川県では石老山などから見出ださ

れている（青木， 1983）。今回は一つの場所から多数の個

体カ守来集されたれこのようなことは珍しい（図4C）。

ドピンダニ干ヰHermanniellidae

1 2. フサゲドピンダニ Hermanniellaaristosa 

Aoki, 1965 03-3-30 03-9-25 

1 3. ドピンダニの一種Hermanniellasp. 03-3-30 

03-5-1 03-8-15 

アナメダニ科Pedrocortesellidae

1 4. アナメダニ Hexachaetoniellajaponica (Aoki 

& Suzuki,1970) 03-9 25 

ジュズダニ干斗Damaeidae

1 5. コブジュズダニ Belbαverrucosa japonica 

Aoki,1984 03-5-1 

1 6.エボシジュズダニBelbαcarアnopus(Hermann) 

03-9-25 

1 7.ササカワジュズダニBelbasasakawai Enamiラ

1989 03-9-25 

1 8. ワタゲジュズダニ Epidamaeusfragilis Enami 

et Fujikawa, 1989 03-5-1 

1 9. セスジジュスダニ Dαmaeusstriatus (Enami 

et Aoki, 1988) 03-3-30 03-4-6 03-5-1 03-9 25 

2 0.ヨロイジ、ユズダニDamaeusam在成JS(Aoki) 03-9-25 

2 1. ジュズダニの一種Damaeidaesp. 03-5-1 

トゲマンジュウダニ科Compactozetidae

2 2.サドマンジュウダニ Sadocepheusundulatus 

Aoki,1965 03-5-1 

エリナシダニ科Ameridae

2 3.ミナミエリナシダニDφctameruscrassiset恕er

Aokil984 03-5-1 

ホソクモスケダニ科Damaeolidae

2 4. ヨツクボダニ Fosseremusquadripertitus 

Grandjean,1965 02-9-13 

クモスケダニ科Eremobelbidae

2 5. ヤマトクモスケダニ Eremobelbajaponicα 
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Aoki, 1959 03-3-30 03-5-1 03-9-25 

イチモンジダニ科Eremulidae

2 6. イチモンジダニ Eremulus avenifer 

Berlese,1913 02 9-13 03-9-25 

モリダニ科Eremaeidae

2 7.ホソゲモリダニEremaeustenuisetiger Aoki, 1970 

03-3-30 03-5-1 03-8-15北海道および本件｜の自然がよ

く保全された環境にのみ生息する種（図4D）。

セマルダニ科Metrioppiidae

2 8. セマルダニ MetrioppiatricuspidatαAoki & 

Wen,1983 03-5-1 

2 9. ヒメリキシダニ Ceratoppiaquαdridentata 

(Haller,1882) 02θ－13 

ザラタマゴダニ科Xenillidae

3 0. ザラタマゴダニ Xenillustegeocranus 

(Hermann,1804) 03-4-6 03-5 1 03-9-25 

イブシダニ科Carabodidae

3 1.コノハイブシダニ Gibbicepheus斤ondosus(Aoki, 

1959) 03-5-1 

3 2. ヒピワレイフゃシダニ Carabodesrimosus 

Aoki, 1959 03-5-1森林性の種で，それほど多くな

い。神奈川県下では箱根の仙石原，姥子，川崎市

東高根，横浜市富岡町などから得られている。

3 3. コガタイブシダニ Carabodespeniculatus 

Aokiラ197003-5-1 03-9-25 

イカダニ干ヰOtocepheidae

3 4. ヒョウタンイカダニ Dolicheremαe us 

elongatus Aoki,1967 02-9-13 03-9-25 

3 5. ヤマトオオイカダニ Megalotocepheus

japonicus Aoki,1965 03-5-1 

3 6. ツシマイカダニ Fissicepheusmi tis Aoki, 1970 

03ふ 103θ－25自然の豊かな環境にのみ生息し，今

のところ原産地の対馬のほか，千葉県，東京都，神

奈川県，三重県，山口県，隠岐などからのみ知ら

れ，採集例は多くない（図4E）。

ツブダニ手ヰOppiidae

3 7.ナミツブダニ Oppiellanova (Oud巴mans,1902)

02-9-13 03-3-30 03-5-1 

3 8. コフョヒゲ、ツフゃダニ Are opp lα viperea 

(Aoki,1959) 02-9-13 03-5-1 

3 9. タモウツブダニ Multioppiabrevipectinαta 

Suzuki,1975 02-9-13 03ふ 3003ふ 103ふ 1503-9-25 

4 0. ヒロズツブダニ Processoppiarestαta 

(Aoki,1963) 02-9-13 

4 1.サガミツブダニ Goyoppiasagami (Aokiヲ1984)



G 

図4 注目すべきササラダニ類の種 A フトツツハラダ二 Mixacarusexilis Aoki B ヒワダニ Hypochthoniusrufulus C.L.Koch 

c －コノハツキノワダニ CosmohermanniaかondosaAoki & Yoshida D ：ホソゲモリダニ EremaeustenuisetiぽerAoki E ツシマイカダ
二月ssicepheusmitis Aoki F：マルガオフリソデダニ Neoribatespa/lidus Aoki G ヒピフクロフリソデダニ Neoribates円初osusSuzuki 

H フリソデダニモドキ Galumnellanipponica Suzuki & Aoki （図中のJ¥ は0.1mm)
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03 3-30 03 9-25 

マドダニ科Suctobelbidae

4 2. オオマドダニAllosuctobelbagrandis伊aoli,1908)

02-9-13北海道・本州に分布するが、多くない。神奈

川県下では大楠山などから知られる （青木， 1983）。

4 3. ナギナタマドダニ Suctobelbellanaginata 

(Aoki,1961) 03-,9-25 

4 4.マドダニの一種Suctobelbellasp. 02-9-13 03-9-25 

スッポンダニ科 Cymbaeremaeidae

4 5. ヤマシタスッポンダニ Scapheremaeus

yamαshitai Aoki, 1970 03-4-6樹上性の種で、土壌中

から得られることは希である。

コソデダニ科Haplozetidae

4 6. マルコソデダニPeloribatesacutus Aoki,1961 

02-9-13 

4 7. ケパマルコソデダニ Peloribatesbarbatus 

Aoki, 1977 03-3-30 03-5-1 03-9-25 

ケタフリソデダニ科Parakalummidae

4 8. フクロフリソデダニ Neoribatesroubali 

(Berl es巴，1910)02-9-13 03-3-30 03-5-1 

4 9.マルガオフリソデダニ Neoribatespallidus 

Aoki, 1988 03-5-1高知県室戸山1￥と徳島県阿南市の良

好な状態に保存されたスダジイ林を最初の産地と

して記載されたもの （Aoki, 1988）。四国以外から

は知られておらず、神奈川県から発見されたのは

意外であった。本州新記録となる （図4F）。

5 0. ヒピフクロフリソテゃダニ Neoribatesrimosus 

Suzuki,1978 03ふ l栃木県を原産地として記載され

て以来（Suzuki,1978) 報告がなかった。今回の

発見は大変貴重である（図4G）。

オトヒメダニ科P Scheloribatidae 

5 1. オトヒメダニの一種 Scheloribatessp. 02-9-

13 03-4-6 

シダレコソデダニ手ヰXylobatidae

5 2. シダレコソデダニの一種砂lobatessp. 02 9 

13 03-3-30 03-5-1 03-8-15 03-9-25 

コノt；ネダニ干ヰCeratozetidae

5 3. キュウジョウコノT不ダニ Ceratozetes

imperatorius Aoki, 1963 02-9-13 03-5-1 03-8-15 

ツノフリソデダニ科 Ceratokalummidae

5 4. ケタノてネダニ Cultrobatesnipponicus 

Aoki.1982 02-9-13原産地は奄美大島（Aoki,1984) 

で，その後福岡県沖の島（久保田， 1983），神奈川

県大山のモミの原生林（伊藤・青木， 1987），千葉
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県長生郡高滝のスダジイ林（青木， 1991）から記

録されているが，採集例が少ない。

フリソデダニモドキ手ヰ Galumnellidae

5 5. フリソデダニモドキ Galumnellanipponica 

Suzuki etAoki,1970 02-9-13 03 3-30 03-5-1暖温帯の

自然の豊かな環境に代表的な種である （図4日）。

フリソデダニ手ヰ Galumnidae

5 6. アラゲ、フリソテ、夕、、ニ Pergalumnaintermedia 

Aoki,1963 02-9-13 03-5-1 03-9-25 

5 7.チピゲフリソデダニ Trichogalumnanipponica 

(Aoki, 1966) 03-3-30 03-5-1 

1 種数の多さ

まず意外であったのは計57種という出現した種

数の多さである。比較のためにいくつかの数値を示す

と横浜市常盤台にある横浜国立大学の広大な構内の

1 5群落の調査（原田・押尾・青木， 19 7 7）では，

最も種数が多かったのがクスノキ林の43種，アカマ

ツ林41種，コナラ林41種，スダジイ林の36種な

どで， 7つの異なった森林群落をすべて合わせても，

6 8種であった。神奈川県下のさまざまな植生のもと

で行われた調査 （青木・原田・ 宮脇， 1 9 7 7）に

おいても，最も多いところで箱根山のヒメシャラ林4

6種，仙石原のブナ林43種，横浜市富岡町のスダジ

イ林39種，横浜市善行寺のミズキ林37種などで

あった。今回の調査が行われた山神神社の社叢は面積

も小さく，植生も豊ではなく，周囲は畑や村ー落に固ま

れている。そのような環境から，これだけ多くのササ

ラダニの種が見出だされたことは注目に値する。

2.採集記録の少ない種

さらに注目すべき種が多く含まれている。マルガ

オフリソデダニ Neoribatespall idus Aoki （図4

F）は本州未記録，ヒピフクロフリソデダニ

Neoribates rimosus Suzuki （図4G）は神奈川県

未記録の種であった。両種とも採集記録がきわめて

少なく，日本で第2の記録となる。ユウレイダニ

Eulohmannia ribagai Berlese （図3）、ケタノtネダ

ニCultrobatesnipponicus Aoki ，オオマドダニ

Al losuctobelba grand is (Pao! i）、アナメダニ

Hexachaetoniel la japonica (Aoki金Suzuki）、エボ

シジ、ユズ夕、、ニBe1 ba corynopus (Hermann）なととも採

集記録の多くない種である。

3. 良好な自然を指標する種

コノハツキノワダニ Cosmohermanni a frondosa 

Yoshida & Aoki，フトツツハラダニ Mixacarusexilis 



Aoki （図4A），ヒワダニ Hypochthoniusrufulus 

C.L.Koch （図4B），オオイレコダニ Phthiracarus

setosus (B却水s), フサゲドピンダニ佐rmanniella 

ari stosa Aoki, ツシマイカダニ Fissicepheusmi 

tis Aoki （図4E），サガミツブダニ白1yoppiasagami 

(Aoki), ホソゲモリダニ Eremaeustenu i set iger 

Aoki （図4D），ヒワダニモドキ Hypochthoniella 

minutissima (Berlese），フリソデダニモドキ

Galunmel la nipponica Suz山i& Aoki （図4H）など

は暖温帯の自然林を主要な生息、の場とする種であり，

自然が良い状態、で保たれていることを物語る指標種

である。特に，普通は発見される個体数の少ないコ

ノハツキノワダニがこれほど多く生息している場所

を他に知らない。

以上のような考察結果からも，山神神社の杜叢は

小さいながらも貴重な自然を残した場所と考えられ，

現在の状態が保たれるよう慎重な配慮が望まれると

ころである。
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鎌倉・逗子沿岸の干潟に産する多毛類（環形動物門）

西栄二郎

Eijiroh Nishi: 

Polychaetous Annelids from Sandy Tidal Flat of Kamakura and Zushi, Sagami Bay 

要旨

2002年から 2003年にかけて，鎌倉材木座海岸か

ら逗子の干潟に産する多毛類 （環形動物門）の調査

を行った．計19科32属36種が見いだされた。

両梅岸の砂質底には，スゴカイイソメとイソタマシ

キゴカイがもっとも多く，ついでスピオ科の多毛類

が多く見いだされた。近年希な種となりつつあるツ

パサゴカイも両海岸に見いだされた。田越川河口の

干潟域に汽水域特有の種が出現した。

相模湾東岸の江ノ島から三浦半島にかけては，多

くの生物相調査が行われている （例えば工藤， 1999;

植田ほか， 2003）.多毛類についても小田和湾を中心

に様々な報告がなされている（例えば西・工藤，2003:

今島， 1968：大和田， 1988）。 しかし，鎌倉や逗子の

砂浜海岸においては，これまで多毛類についてのま

とまった報告はない。そこで，今回，鎌倉材木座海

岸から逗子湾において，調査を行ったので，ここに

その成果を報告する。

採集地と方法

調査地は，鎌倉材木座海岸から南下し，逗子湾の

田越川河口，渚橋付近の潮間帯干潟においてである。

2002年3月12日， 6月17日， 2003年5月15日， 6

月1日， 6月30日に，潮間帯の砂浜域と河口部の泥

底干潟において，徒歩による調査を行った。目視観

察による調査と，大型種の採集，また個体密度の高

い場所においては， 50センチ四方の方形枠内の泥

を0. 5ミリの簡でふるって，その中の出現種を採

集する方法を採用した。材木座海岸の北東岸におい

ては，方形枠内の優占種の個体数も算出した。

標本は10%海水フォルマリンで固定し， 70% 

エタノールで保存した。今回報告する多毛類の標本

は，すべて千葉県立中央博物館海の博物館に登録 ・

保管しである （C削H-ZW01529,-01631-1645）。

結果と考察 （表1) 

計19科32属36種が採集された。もっとも種

数が多いのは，材木座海岸の北東岸と田越川河口

（渚橋の下から上流側）で、あった（表 1）。

材木座海岸東岸 （豆腐川の東南側）では，砂浜干

潟とれき底が混在し，かつ転石もあることから，それ

ぞれの生息場所に出現する種類が混在して，出現種

数が多くなったと考えられる。その場所では，イソタ

マシキゴカイとドロオニスピオカ吋憂占し， 2 0 0 3 

年5月15日， 6月30日における密度は，前者は 12 

0 1 0 0 0個体以上／m2(N=4），後者は90 -

3 4 0個体／m2(N=4）であった。また，その場

所においては，ツパサゴカイの分布も確認された。

材木座海岸の岸よりの砂浜（前浜）干潟においては，

スゴカイイソメとイソタマシキゴカイが優先していた。

汽水域を含む田越川河口の泥底で、は，カワゴカイや

アシナガゴカイ，コケゴカイなどのゴカイ科が多く見

いだされた。

由民 今担主

，春、

グ 蝿倉市

、＼ 〆／雪主唱動小

相複障

0 c 
和賀江島

逗子市

逗子暗

図1 調査地 A-Fは調査地点を示す‘スケールは200m.

スケールは200m。
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主宰1.鎌倉・直子i斤海に産する多毛額

出現種
ホソミサシパEteonect. Jonga (Fabrlc!us, 1780) 
コケゴカイ Ceratonerefserythraeensfs Fauvel, 1918 
ヤマトカワゴカイ Hedfstecf. dfadroma Sato & Nakashima, 2003 
アシナガゴカイ Neanthessuccfnea (Frey et Leuckart, 1847) 
オウギゴカイ NectoneanthesJatfpoda Palk, 1973 
イシイソゴカイ Perine凶 snuntia vafia句（Grube,1857) 
コアシギボシイソメ Seo」etomanfpponfca ImaJlma et Hlguc凶， 1.975
スゴカイイソメ Diopatrasugokai Izuka, 1907 
ヤチウロコムシLepidonotuseiongatus Ma陀 metier,1902 
ヤスリウロコムシHarmo的oepraeciara (Haswell, 1883) 
コクチョウシロガネゴカイ Nephtysほlifo灯JiensisHartm釦 ，1938
ミナミシロガネゴカイM旬htyscf. po/ybranchia S凶 them,1921 
ヤマトスピオPrlonosplo(Mfnuspio) Japon/ca Okuda, 1935 
イトエラスピオPrionosplo(Mlnuspfo) pulchra lmaJlma, 1990 
エラナシスピオSplophanesbombyχ（Claparede, 1870) 
エラスピオsp. Scolelepls sp. 
ドロオニスピオPseudopolydoracf. kempi (Southern, 1921) 
オニスピオ Pseudopolydoraantennnata （αaparede, 1870) 
ツパサゴカイ Chaetop陪ruscautus Maremeller, 1879 
ツツオフエリアArmandfaamakusaensfs Sal to，百makl& ImaJlma, 2000 
シダレイトゴカイ Notomastuscf. latrlcens Sars, 1851 
イトゴカイ科の1積Heteromastuscf. flliformls (Claparede, 1864) 
イトゴカイ Capftellacf.旬以tataspecies comi;lex 
イソタマシキゴカイλbarenlcolapaclflca Healy and Wells, 1959 
チマキゴカイ O肌en/afusf目。rmlsdelle Chia!巴， 1841
ウミイサゴムシLag/sbockl (Hessle, 191η 
クシカギゴカイ SJgambraphuketensls Ucher & Westhelde, 1997 
チロリ G/ycera n化obariαGrube, 1868 
チロリ属の1種Gケceramaclnt，口sh!Grube, 1877 
ミズヒキゴカイ Cfrrfformfacf.cαη0喧aMa陀mell町、 1979
ニッポンフサゴカイ Th巴lepuscf. setosus (Quatr，巴fag巴S,1866) 
ナヤリムシ科のIZ置Sabellastertesp. 
エゾカサネカンザシゴカイ Hydroldesezoensfs Okuda, 1934 
ヤッコカンザシ丹り＇matolefoskraussll Baird, 1865 
サキプトカンザシゴカイ Salmacfnadysterl (Hux！巴：y,1855) 
ウズマキゴカイ科の1積 Neodexlosplrabras/11ens/s (Grube, 1872) 

蝋点A Rは閲 JS照．

＋ 

ることが確認された （例えは西ほか， 2004）。近海の

江ノ島周辺や小田和湾との共通種も多く見つかった。

観光地として知られる鎌倉や逗子の砂浜域に，多様

な生物相が確認されたが， 一方で，大型のツパサゴ

カイなどが生息域を狭めている可能性も指摘された。

今回調査した両海岸では，海水浴やサーフイン，

ボートなど，遊具の種類によって，利用する海域を

分けているが，そのような海岸の利用方法によって，

底生生物への影響が生じるのかどうか，今後の課題

として重要であると思われる。
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出現種の中で最も広い範囲に見いだされたのはス

ゴカイイ ソメと イソタマシキゴカイであった（表

2）。共に砂浜域に広く見いだされ，密度は最大で5-

1 0個体／mzで、あった。逗子海岸では，スゴカイイ

ソメは釣り餌として，捕獲されており， 20 0 2年

4月から7月の調査においては，干潮時に 10-3 2 

個体／時間／人で、あった（N=1 2人翌のべ数）。そ

の際の捕獲成功率は， 1-1.35/3回で、あった（N

= 1 5 2）。概算すると，波打ち際での成功率が岸よ
りよりも高く，干出した棲管内では，管の奥深くにい

て，水没している棲管内では，管の上部に定位してい

ることが予想される。これらのスゴカイイソメの採

捕確率は，堀子と呼ばれる人の経験によるものと推

測される。

ツパサゴカイの棲管は田越川河口から逗子湾に注

く＼干潟の縁部にも見いだされた。材木座海岸での

分布域は，海水浴客のほとんどこない場所（東南側

は，ボートやウインドサーフイン用とされている）

であり，逗子海岸でも，海水浴客の分布の縁部にあ

たる場所であった。横浜野島近海でも，ツパサゴカ

イの分布域は潮干狩り場の縁部であり，潮干狩り場

内では，頻繁に底質の砂泥が撹枠され，また，底質

が踏み荒らされるので，終生U字状の棲管内に棲む

ツパサゴカイは，人の出入りの激しい場所の外側に

追いやられたと思われる （西ほか， 2004）。

今回，砂浜干潟や河口域の多毛類を総合的に調査

し，東京湾三番瀬や多摩川河口，横浜野島海岸など，

他の海域と比較しても遜色ない多様性を保持してい
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三浦半島小田和湾の海草藻場におけるポリドラ類

（多毛綱スピオゴカイ科）

西栄二郎・工藤孝浩

Eijiroh Nishi and Takahiro Kudo: Polydorids (Polychaeta: Spionidae) Occurring at 

Odawa Bay, Miura Peninsula 

Summary: We report 6 species ofpolydorid species (Polychaeta: Spionidae) from the Odawa Bay, Miura 

Peninsula, Kanagawa Prefecture. In seagrass bed, Polydora cornuta Bosc, 1802, Pseudopolydora cf. kempi, 

Pseudopolydora paucibranchiata (Okuda, 193 7), and Pseudopolydora antennata (Claparede, 1870) occurred 

abundantly. In oyster beds in the S勾imaport, Boccardia proboscidea Hartman 1940 and Boccardiella hamata 

(Webster, 1879) were found. 

小田和湾の海草藻場は関東近海で最大規模を誇

り、アマモやタチアマモ、コアマモ、ウミヒルモで

構成されている （工藤， 1999）。古くよりこの海草藻

場では多くの研究が行われており、生物相の解析も

すすんでいる。底生動物の中で種数・現存量ともに

最大となる多毛類について、西・工藤（2003）はこ

の海草藻場から 37科10 2種を報告している。今

回、そのサンプルを再度検討し、特に個体数の多

かったスピオゴカイ科20種中のポリドラ類4種に

ついて分類学的検討を行ったので、それらの種群に

ついて報告する。さらに、佐島漁港内で、採集された

2種のポリドラ類についてもあわせて報告する。

調査地と方法

小田和湾内の海草藻場のサンプルについては、 2

0 0 1年5月28日， 10月12日， 20 0 2年5月23

日に行われた採泥器による調査のサンプルを用いた。

さらに、佐島漁港内のブイや係留ロープに固着して

いたマガキを採集し、その殻に付着していたポリド

ラ類をピンセットを用いて採集した。虫体は10% 

海水フォルマリンで固定し、 70%アルコールで保

存した。今回解析した標本はすべて千葉県立中央博

物館分館海の博物館に登録・保管してあり，登録番

号はCM!'田ZW0153601545である。

結果

Polydora cornuta Bose, 1802 

形態．体長1.0-2.5 mm，体前部に黒い点が見ら

れることがある.Prostomiumの先端は2つに分かれ、

肉冠caruncleは第3節まで伸びる。眼点は2対。鯉、
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は第7節から始まり、体後半部まで続く。第5節は

他の節より長く、大剛毛を備える。旺節は大き く、

カップ状。

特記．西 ・工藤（2003）のPolydoridsp. Aは本種

である。

Pseudopolydora cf. kempiドロオニスピオ

形態．体長10-20mm，体幅1.0-2. 0 mm，体前

部の体節聞や肉冠caruncleの周囲に斑点がある．

Prostomiumの先端はくびれ、肉冠は第3節に達し、眼

点は2対。偲は第7節から体中部にある。第5節は

他の節とほぼ同じ長さ、大剛毛は2列に並び、 J字
状に配列。月工節先端は盤状に広く開く。

特記．西 ・工藤 （2003）のPolydoridsp. Bの一

部は本種である。海草藻場のサンプルでは、下記の

コオニスピオと共に優占種として出現する。

Pseudopolydora paucibranchiata (Okuda, 1937) 

コオニスピオ

Polydora (Carrazia) paucibranchiata Okuda, 1937: 

231-233. 

形態．体長1015 mm，体幅0.50.8 mm，体に

斑点はない.Prostomium の先端は丸く、肉冠caruncle

は第3節に達し、眼点は2対。鯉は第7節に始まり、

第16 -1 8節にある。第5節は他の節とほぼ同じ

長さ、大剛毛は2列に並び、 U字状に配列。虹節先

端はカ ップ状で、短い突起が1対ある。

特記．西・工藤 （2003）のPolydoridsp. Bの一

部は本種である。海草藻場のサンプルでは、上記の

ドロオニスピオと共に出現する。



Pseudopolydora antennata (Claparede, 1870) 

オニスピオ

形態．体長15-25mm，体幅1.5 2. 0 mm，体に

斑点はない.Prostomiumの先端は深くくぴれ、肉冠

caruncleは第6節に達し、眼点は2-3対。鯉、は第

7節に始まり、体後半部まで続く。第5節は他の節

とほぼ同じ長さ、大剛毛は2列に並ぶ。旺節先端は

2葉または4葉に分かれる。

特記．西 ・工藤 （2003）のPseudopolydorasp.は

本種である．

Boccardia proboscidea Hartman, 1940 

トキワスビオ

形態．体長1012 mm，体幅0.8-1. 0 mm，肉冠

の周囲に斑点がある.Prostomiumの先端は丸いかわ

ずかにへこむ、肉冠caruncleは第3節に達し、眼点

は2対。鯉は2, 3, 4, 6, 7節とそれ以降にあ

り、細長く扇平．第5節は他の節より長く 、太い鈎

状剛毛がある。旺節先端は4葉に分かれる。

Boccardiella hamata (Webster, 1879) 

カギ、ノテスビオ

Polydora uncata: Okuda, 1937, 238-240 

形懇．体長1020 mm，体幅1.0-2.0 mm，体に

斑点はない.Prostomiumの先端はくびれ、肉冠

caruncleは第3節に達し、 眼点は2対。鰐は2' 3' 

6' 7節とそれ以降にある。第5節は他の節よ り長

く、先端がわずかに曲がった大剛毛がある．体後部

の背流足には太い鎌型の剛毛がある。 目工節先端に2

葉のlappetがあり、ぞ、れぞれに小さな突起を備える。

考察

西 ・工藤（2003）の報告では、37科10 2種が記

録されているが、種まで同定されたのは63種であっ

た。今回、1種増えて計10 3種、 種まで同定された

のが67種となる。ポリドラ類は藻場や干潟に大量に
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出現し、 現存量の解析に重要な分類群である。 これま

で、Polydora ci 1 iataやP.1 igniなど、日本各地に普

通と された種群が近年分類学的再検討（Sa t o -

αwshi, 2000）により、種名の見直しが迫られている。

小田和湾近海では今島 (1968）や大和田（1988)

により 100種ほどが記録されている。今回佐島から

小田和湾に出現したポリドラ類のうち、カギノテス

ピオ、 トキワスピオ、オニスピオ、 ドロオニスピオ

(P. kempi japonica Imaj ima品Hartmanとして）は葉

山沿岸から記録されている （今島，1968）.西 ・工藤

(2003）の報告と併せると 15 0種以上の多毛類が三

浦半島西岸に分布していると予想される。

謝辞

小田和湾海草藻場のサンプjレに関しては、神奈川

水産総合研究所の方々にお世話になった。ここに記

して深謝したい。本研究の一部は、 （財）神奈川科学
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野島海岸と野島水路、平潟湾に産する多毛類（環形動物門）

西栄二郎・工藤孝浩・萩原清司

Eijir 

Nojima Coast, Hirakata Bay and Their Adjacent Areas, Yokohama. 

要旨

2000年から 2003年にかけて，横浜市野島海岸と

野島水路の干潟に産する多毛類（環形動物門）の調

査を行った．計23科61属79種が見いだされ，夏島

沿岸の磯に最も多くの種類が見いだされた。平潟湾

の汽水域においては，移入種のカニヤドリカンザシ

が広範囲に見いだされた。また，エゾカサネカンザ

シは野島沿岸に最も広く分布していることが明らか

にされた。個体数の減少が危倶されるツパサゴカイ

は，野島海岸や平潟湾に見いだされたが，その分布

は潮干狩り場の縁部から海よりであり，潮干狩り

（アサリ採取）に伴って生息地の底質が撹乱されるこ

とによる生息域の減少が見て取れる。東京湾に残る

自然海岸の多毛類相について考察した。

横浜市金沢区野島周辺の海岸は，東京湾に残され

た最後の自然海岸の一つである．野島近海において

は海をつくる会（1995,2000）や横浜市環境保全局

(2001）により継続して生物調査が行われている．こ

れまでの調査は主に魚類や大型甲殻類，軟体動物が

主であり，環形動物についての知見は少ない （例え

ば，西， 2003a;b）。そこで，平潟湾から野島海岸ま

での潮間帯から浅海の多毛類相を調査した結果を報

告し，神奈川近海の多毛類相の比較と，野島近海の

各地点でみられた希少種や移入種についてふれた。

採集地と方法

調査地は，神奈川県横浜市金沢区野島の平潟湾か

ら野島水路よりの干潟，野島海岸南東部の砂浜，平

潟湾内，夏島沿岸の野島側においてである（図2）。

2002年5月28日， 6月15,16, 27日， 7月25日，

2003年6月27日の大潮時に，潮間帯から水深lmま

での砂底，泥底，れき浜，岩礁，カキ礁，港内の杭

やブイなどの付着生物群集から採集を行った。 1998

年から2001年に行われた野島近海の底生動物相調査

の際に採集された標本群もあわせて解析した。採集

はスコップを用いて底質を掘り， lmmの目合い飾
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で￥1告すか，大型の種類は直接，手で採集した。干潟内

で個体数の多いスピオ類については， 25センチ四方

（深さ約15センチ）の泥を採取し，0.5ミリの簡でふるっ

て，密度を算出した。標本は10%海水フォルマリンで

固定し， 70%エタノールで保存した。今回報告する多

毛類の標本は，すべて千葉県立中央博物館分館海の博

物館に登録・保管してあり，登録番号は印間引01519,-

015お，－1524,-01528, -01530, -01546, -1630である。

結果（表1，図1) 

計23科61属79種が採集された。もっとも種数が

多いのは，転石ゃれき浜，岩礁，護岸を含む夏島よ

りの磯Cであった。転石の下より見いだされたフサ
ゴカイ科やウロコムシ科なとぐの出現が顕著で、あった。

汽水域を含む野島水路の泥底では，カワゴカイやイ

トメ，アシナガゴカイ，コケゴカイなどのゴカイ科

が多く見いだされた。前浜干潟の野島海岸において

は， ドロオニスピオの棲管群が多く見いだされ，密

度は103-380/ m 2 (N = 10）であった。

野島水路の鷹取川添いのカキ礁においては，アシ

ナガゴカイとミズヒキゴカイが優占し，他の種類は

出現しなかった。

t担

ケ＼ ／ 
ぜ昼

ザ＼ ρく
A~－究費 う c, 

？え

図1 調査地 A-Eは調査地点を示す。スケールは500m。



表1 野島近海に産する多毛類（地点A-Eは図1参照）
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出現種
ホソミサシパEteonecf. longa (Fabrlclus, 1780) 
サシパゴカイ科の1種 Eumldasp.
イトメ 'fylorrhynchus heterochaetus (Quatrefages, 1865) 
コケゴカイ Ceratonereiserythraeensls Fauvel, 1918 
ヤマトカワゴカイ Hedlst1巴diadromaSato & Nakashima, 2003 
ヒメヤマトカワゴカイ Hedlstecf. atoka Sato & Nakashima 2003 
アシナガゴカイ Neanthessucclnea (Frey et l.euckart, 1847) 
オウギゴカイ Nectoneantheslatlpoda Paik, 1973 
ツルヒゲゴカイ Platynereisbl伺 naliculata(Baird, 1863) 
クマドリゴカイ Pθrlnereiscultrlfera (Grube, 1840) 
ヒメゴカイ Neanthes伺 udata(delle Chlafe, 1828) 
フツウゴカイ NereispeJagJ，伺 Unnaeus,1758 
アオゴカイ Perlnerelsalbuhitensls Grube, 1878 
イシイソゴカイ Perlnerelsnuntla vallata (Grube, 1857) 
オイワケゴカイ Namane1でlslittoralls (Gru回） species group 
ヤリプスマEuni白 indicaKin国rg,1865 
イワムシMarphysasangulnea (Montagu, 1815) 
コアシギボシイソメ Scoletomanlpponica Imalima et Higuchi, 1975 
スゴカイイソメ Dlopatrasugokallzuka, 1907 + 
アカスジイソメ Dorvllleamatsushlmaensls Okuda &Yamada, 1954 
サンハチウロコムシHermilepidonotusheiotypus (Gru国， 1877)
ヤチウロコムシLepldonotuselongatus Marenzeller, 1902 
ハモチウロコムシLepidonotusdentatus Okuda, 1954 
ナガウロコムシLepldasthenlaizukal Imalima & Hartman, 1964 
マダラウロコムシ属Harmothoecf. Jmbrlcata (Unnaeus, 1767) 
ヤスリウロコムシHarmothoepraeclara (Haswell, 1883) 
ブチシリスnペposyllislunarls I町lBJima,1966 
シリス科の1種乃ヲコosy11Jssp. 
トラシリス 'fyposylllsvarlegata (Grube, 1860) 
ミドリシリス吟予osylllsnlpponi伺 Irr判lma,1966 
フクロシリスEusylllslnflata (Marenzeller,. 1879) 
オトヒメゴカイ科の1種 Ophiodromussp. 
オトヒメゴカイ科の1種Heslonldaesp. 
ケンサキスピオAonidesoxycephala (Sars, 1862) 
ヤマトスピオPrlonospio(Mlnusplo) Japonlca Okuda, 1935 
イトエラスピオPrlonospio(Minusplo) pulchra Imalima, 1990 
エラナシスピオSplophanesbombyχ（Claparede, 1870) 
エラスピオsp. Scolelepls sp. 
ヨツパネスピオParaprlonospiosp. (form N 
ポリドラ類の1種Polydoracomuta Bose, 1802 
ドロオニスピオPseudopolydoracf. kempl (Southern, 1921) 
オニスピオPseudopolydoraantennnata (Claparede, 1870) 
コオニスピオPseudopolydorapauclbranchlata (Okuda, 1937) 
トキワスピオBoccardiaproboscidea Hartm却し 1940
カギノテスピオBeむ伺rdiellah釘nata(Webster, 1879) 
モロテゴカイ MagelonaJaponJ，伺 Okuda,1937 
ツパサゴカイ Chaetopteruscautus Marenzeller, 1879 
アシビキツパサゴカイ Splochaetopteruscf. okudal Gltay, 1969 
ツツオフエリアArmandlaamakusaensis Saito, Tamaki & Ima!ima, 2000 
オフエリアゴカイ科のl種 Travlslasp. 
シダレイトゴカイ Notomastuscf. latrlcens Sars, 1851 
イトゴカイ科の1種Heteromastuscf. flllformls (Claparede, 1864) 
イトゴカイ Capltellacf.伺 1pitataspecies complex 
タマシキゴカイ Arenicolabraslliensis Nonato, 1958 
チマキゴカイ Owenlafusiformls deU巴Chiafe,1841 
ウミイサゴムシLaglsbockl (Hessle, 1917) 
クシカギゴカイ SJgambraphuketensls Ucher & Westhelde, 1997 
チロリ GJy，αra nicobarl伺 Grube, 1868 
チロリ腐の1種 GJy，白 ramacintoshi Gru国， 1877
ミズヒキゴカイ Cirrlforrniacf.come四 Marenzeller、1979
ミズヒキゴカイ科の1種 Chaetozonesp. 
クマノアシツキAcrocirruvalldus Marenzeller, 1879 
ニッポンフサゴカイ Tbelepuscf. setosus (Quatrefages, 1866) 
ヒャクメニッポンフサゴカイ Tbelepusfaponicus Marenzeller, 1884 
チンチロフサゴカイ Loimlacf. medusaSavlgny, 1818 
ムラクモケヤリムシBranchlommacf. clngulata (Grube, 1870) 
ロウトケヤリムシMyxlcolalnfundibulum (Renier, 1804) 
ケヤヅムシ科のl種Sabellastertesp. 
クビワケヤリムシ属の1種 Chonesp.
カニヤドリカンザシFlcopomatusenlgmatlcus (Fauvel, 1923) 
ヱゾカサネカンザシゴカイ Hydroldesezoensls Okuda, 1934 
カサネカンザシHydroideselegans (Haswell, 1883) 
ホソトグカシシザシゴカイHydroides fuslcola Morch, 1863 
トゲカンザシゴカイ Hydroldes multisplnosa Marenzeller, 1884 
ドングリカンザシゴカイ Verrnlliopslsinfundlburum! grandlgera-group 
ヤッコカンザシPomatoleioskraussll Baird, 1865 
ムツエダカンザシSpirobranchustetraceros (Schmarda, 1861) 
サキプトカンザシゴカイ Salmaclnadysterl (Huxley, 1855) 
ウズマキゴカイ科の1種 NeodeJI.ゴospirabraslllensls (Grube, 1872) 
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＋ 

＋ 

＋ 



A 

間帯中部でも 3個体の棲管を確認したが，

すべて棲管内に泥が入り込み，虫体は見

いだされなかった。

考察

横浜市環境保全局（2001）や海をつく

る会 (1995）などの調査では野島沿岸か

ら50種類以上の多毛類が記録されてい

る。今回，干潟やカキ礁，砂浜域の多毛

類を総合的に調査し，東京湾三番瀬や多

摩川河口など，他の海域と比較しても遜

色ない多様性を保持していることが確認

された（例えば風日田ほか， 1996）。

今回の調査において，囲内での移動が

頻繁であり，移入種と目される汚損生物エ

ゾカサネカンザシの大量出現が確認され

た。また，神奈川県内で分布を拡大してい

ると思われるカニヤドリカンザシ （西，

2003c参照）の広範囲にわたる分布も確認

された。また，釣り餌として持ち込まれた

と思われるアオゴカイとイシイソゴカイの

分布が確認された（表1）。これらの種は，

それぞれアオイソメ，ジャリメとして流

通しており，釣り客によって持ち込まれた

ものと考えられる。20 0 2年5月と 6

月には，釣り餌虫がおがくずとともに干潟

に捨てられているのを計6回（イシイソゴ

カイ 1回，アオゴカイ 5回）観察している

図2 A，ツパサゴカイの分布各点 （・）は1個体を示す B，エゾカサネカンザシ （西，未発表）。これら移入種の今後の分布に

（・）と力ニヤド＇）力ンザシ （企）の分布。各点は群体 （5 20個体またはそれ以上） ついて， f断亮した調査がi必要だと思われる。
を示すスケールは500m

平潟湾内の護岸やブイなどの人工物にはマガキや

ムラサキイガイが固着し，さ らにカニヤドリカンザ

シやエゾカサネカンザシの固着が認められた。カニ

ヤドリカンザシは，潮下帯に多く見いだされるが，

エゾカサネカンザシは潮間帯上音防、ら潮下帯まで広

く分布していた。

出現種の中で最も広い範囲に見いだされたのはエ

ゾカサネカンザシであった （表l，図2B）。 また，

この種は野島海岸の護岸沿いに厚い群体 （石灰質の

棲管群）を形成し，時に群体の厚さが50 c mを超

えることもあった。

ツパサゴカイの棲管は野島海岸から平潟湾まで広

い範囲に見いだされた（図2A）。 野島海岸の夏島よ

りでは，潮間帯上部から護岸沿いに12個体が潮間

帯に見られ，潮下帯にも分布が確認された。平潟湾

のタ照橋付近（図 1E地点）でも，潮下帯に分布し

ていることが確認された （図2A）。 E地点では， i朝
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ツパサゴカイは，国内の干潟に広く分

布する普通種であるとされていたが，近

年，その分布範囲が縮小され，個体群の現象が危倶され

る希少種である （西， 4X)2a,b）。横浜市王朝克保全局 （nll)

の報告にあるように，野島沿岸ではこれまでも分布が確

認されていたが，今回潮間帯から潮下帯域に良好な分布

を確認できた（図2A）。しかし，その分布域は，アサ

リ採取なと苛苛子われる範囲の縁部から護岸沿い（野島海

岸） か， 縁音防、ら水深2mほど（平潟湾，タ照橋付近）

と，明らかに潮干狩り場として利用される場所の外側で

ある。ツバサゴカイを釣り餌として採取することはない

と思われるので，潮干狩り場内では，頻繁に底質の砂泥

が樹宇され，また，底質丹青み荒らされるので，終生U

字状の棲管内に棲むツパサコーヵイは，潮干狩り場のタ判則

に追いやられたと思われる。
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小田原沖で採集されたミツクリウ口コムシのものと思われる巨大な吻

西栄二郎・佐藤武宏・山本貴一・久保田三喜夫

Eijir叶lNishi, Takehiro Sato, Takakazu Yamamoto and Mikio Kubota: 

A Possible Giant Proboscis of a Scale Worm Polychaete, 

Eupolyodontes gulo, Collected from off Odawara, Sagami Bay 

多毛類の中で，ウロコムシ目はその背側に鱗をも

つことで特徴づけられる特異な種群である。中でもホ

ガタウロコムシ科（＝ボウセキウロコムシ科）は大型

の種を含み（西ほか， 1999），日本沿岸からは4属4

種が知られている（今島， 2001）。同科の中でも，ミ

ツクリウロコムシEupolyodontesgulo (Grube, 1855) 

は体長50 c mを超え，その吻と思われる巨大な物体

の記録もある。これまで相模湾や東京湾沖，和歌山，

宮崎沖，徳島沖から知られている（内田， 1996；西川，

1997；西ほか，1999）。今回， 小田原沖で，アマダイ釣

りの針にかかった多毛類の吻はウロコムシ目のものと

推測される．特にその巨大さと開口部の鞭状突起，顎

の形態と歯状突起列の数などからミツクリウロコムシ

のものであると思われる。本種のこれまでの記録は三

崎から江ノ島にかけてであり，相模湾西音防、らの初記

録であった。以下に吻について報告する。

発見の経緯

2002年12月7日，久保田三喜夫は第三坂口丸にて

神奈川県江之浦沖，水深90m（底質 ：堅めの泥）にて

アマダイ釣りの際にウロコムシ類の吻と思われるも

のを釣り上げた。餌はオキアミ，針の大きさは7号

であった。採集されたのは吻のみであり，採集され

た吻は，千葉県立中央博物館分館海の博物館に登

録・保管されている（C問日－ZW01646）。

図1 ミツクリウロコムシのものと恩われる巨大な吻 側面図（左）と前方から見た図 （右）
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吻の記録

吻は全長約120mmの細長いメガホン状で，後半

部に口部に接続していたと思われる赤い表皮がある

（図1）。 2対の顎をもっ先端部の幅が約25mm，厚

さが約6mmで、ある。前端には1対の鞭状の突起があ

り，長さ約21 mm，先端は細く尖る（図1）。吻の前

端には4列（背腹にそれぞれ2列）のクチクラ化した

歯状突起がある。それぞれの突起列には19または2

0個の隆起がある（図1）。 2対の顎は大きく，茶褐色，

長さ約18mm，乳頭状の小突起の数は17である。

考察

今回，小田原沖から採集された吻は，宮崎沖から採

集された吻（長さ 12c m，幅約3mm；西川， 1997)

とほぼ同じ大きさで，西ほか (1999）が徳島沖から記

録した吻（長さ16c m，幅約3cm）より若干小さい。

ミツクリウロコムシはフェルト状の巣に棲み，その

巣は「アマダイの巣」と呼ばれているという（谷津 ・

内田， 1972）。アマダイ釣りなどで，ミツクリウロコム

シの虫体が釣れれば，これまで巨大な吻のみが海面に

あがってきた謎が解明されるものと期待される。

56 

謝辞

本研究の一部は（財）神奈川科学技術アカデミーか

らの助成を受けて行われた。ここに記して深謝したい。

参考文献

今島実， 2001.多毛類 II . 542pp.生物研究社， 東京．

西栄二郎・岡崎孝博・田辺力， 1999.徳島県沖から採集さ

れたミツクリヴロコムシのものと思われる巨大な吻．南

紀生物， 41(1):57-60

西川輝明， 1997.宮崎県沿岸で採集されたミツクリウロコムシ

（？）の巨大な吻．南紀生物， 39(1):63-64. 

内田紘臣， 1996.巨大なウロコムシ．マリンパピリオン， 25(1):

65 

谷津直秀・内田 亨， 1972.内田亨監修動物分類名辞典， 14llpp.

中山書店，東京。

（西：横浜国立大学教育人間科学部， 佐藤：神奈

川県立生命の星・地球博物館， 山本：神奈川県

水産総合研究所相模湾試験場， 久保田・小田原

市漁業協同組合）



神奈川自然誌資料（25):57-66, Mar. 2004 

標本データによる横浜市の各区の植物相の特徴

田中徳久

Norihisa Tanaka: Characteristic of Vascular plant Flora of Each Ward 

in Yokohama Based on Specimen Database 

はじめに

横浜の植物相については，「横浜附近植物目録」

（松野， 1917），『多摩正陵雌子川流域の植物』（出口，

1953），『横浜植物誌』 （出口， 1968）などにより報告

されているほか，『神奈川県植物誌1988j（神奈川県

植物誌調査会編， 1988）や『神奈川県植物誌2001』（神

奈川県植物誌調査会編， 2001）などの，より広範囲

の植物誌によっても，その概要を知ることができる。

さらに， 2003年に刊行された『横浜の植物』（横浜植

物会編， 2003）は，『神奈川県植物誌1988』の刊行後，

f神奈川県植物誌2oouのための調査と平行して準備
が進められ， 2000年時点での横浜の植物相を詳細に

言己主表したものである。

ここでは，『横浜の植物』所載の 「維管束植物誌」

（以下便宜的に「横浜維管束植物誌」と表記）に掲載

されている分布図の証拠標本として収集されたさく

葉標本のデータを用い，区ごとの植物の分布状況に

ついて概説する。なお，横浜市における植物地理区

分に関しては，田中 （2004）を参照いただきたい。

報告に先立ち，『横浜の植物』の刊行を推進された

横浜植物会会長の高橋秀男と事務局長の堀川美哉の

両氏，その基礎となった標本を収集された横浜植物

会や神奈川県植物誌調査会の方々に感謝の意を表し

たい。また，本稿の内容について，貴重なご意見を

いただいた神奈川県立生命の星・地球博物館の勝山

輝男氏にも感謝申し上げる。

対象および方法

1）「横浜維管束植物誌Jのための調査
「横浜維管束植物誌」のための調査は，『神奈川県

植物誌2oou（神奈川県植物誌調査会編， 2001）の調

査と平行し， 1994年から進められた。市内18区を調

査メ ッシュ （以下“区”と表現）とし，各区に分布

する植物を各種最低l点は採集し， 標本とする方針

で調査を進めた。なお，標本の採集地は，国土基本

メッシュ （3次メッシュ；国土地理院発行の1/25,000

地形図を10×10等分したメッシュで，約ll包囲方の
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大きさになり，横浜市は500メッシュに区分される）

で記録している。

2）対象とした分類群

「横浜維管束植物誌」では，基本的に変種以上の分

類群に番号をつけ見出しとしているが，品種でも見出

しとしたものや，逆に変種でも軽微な差異であるため

に品種相当と考え，見出しとしなかった分類群もあ

り， 1,953分類群が見出しとして掲載されている。ま

た，それ以外に雑種として60分類群， 参考種のうち，

文献上の記録のみがあって標本が確認されていない絶

滅種相当種として39分類群が掲載されており，栽培

種を除いた市内に自生する野生植物は， 2,052分類群

となる。なお，本報でいう“分類群”とは，種，亜種，

変種，品種などを区別せずに示す単位である。

一方，収集された標本データにより，例外として

分布図が掲載された品種や，見出しとはされたが分

布図が掲載されなかった雑種なども 1種類と数える

と， 1,976分類群の標本データがある。田中 （2003b)

で1,971分類群としているのは，区ごとの採集分類

群を集計したために，採集された区が不明な，サジ

オモダカ，タマヤブジラミ，ヒメハッカ，シデシヤ

ジン，ムジナオオバコが含まれていないためである。

本報告では，より詳細な解析を試みるため，分布

図では統合されている変種や品種などの85分類群を

細分し，2,061分類群を対象とした。また，田中（2003b)

は，「横浜維管束植物誌」に掲載されている分類群数

を2,052分類群，うち帰化植物を677分類群と報告し，

北川 （2003）は横浜のレッドデータ植物として， 564

分類群を抽出している。しかし，その後，北川・田中

(2004）では，各データを精査し，「横浜維管束植物誌」

では，帰化植物 （移入種）とされたヤマボウシ，レン

ゲツツジなどを在来植物とし，ヌリトラノオ，ヒトツ

ノf，スズダケ，ビロードテンツキ，ノテンツキ，イト

ハナピテンツキ，ハタガヤ，コツブヌマハリイ，ビ

ロードスゲ，ダケカンパ，オオイタピ，マタタピ，イ

ワレンゲ，ヤマアイ，ユキヨモギなどを移入種あるい



は偶産種として扱うなど，いくつかの分類群の取り扱

いを変更している。ここでは，在来 ・帰化の取り扱い

やレッドデータ植物の評価などは，より新しい北Jll・

田中 （2004）の見解に従い，「横浜維管束植物誌Jと
は変更した。なお，北川・ 田中（2004）では，同一分

類群において，「ある区では自生であるが，ある区の

記録は移入品Jと個別に判断した部分もあり，区ごと
の分布分類群数の算出では個々にその判断に従った。

なお，「横浜維管束植物誌Jの見出しの数などから
算出した2,052分類群と，収集された標本データに

より算出した2,061分類群一田中（2003b）では1,971 

分類群 では，算出の根拠が異なるので，注意が必

要である。

3）使用したデータ

「横浜維管束植物誌」のためにデータベース化され

た標本データは，横浜市こども植物園と神奈川県立

生命の星 ・地球博物館を中心に，厚木市郷土資料館，

川崎市青少年科学館，相模原市立博物館，平塚市博物

館，横須賀市自然・人文博物館，東京都立大学理学部

牧野標本館，東京大学総合研究博物館植物部門およ

び理学部付属小石川植物園，国立科学博物館などの

標本を加えた48,214件である。この中には，栽培種

や自生種を植栽したものを採集した標本のデータな

どが700件，採集された区が不明なものが12件あり，

本研究における区ごとの植物相の特徴の概説では，

これらを除いた47,502件のデータを用いた。この

47,502件のデータは，対象とした2,061分類群のう

ち，採集された区が不明なサジオモダカ，タマヤブジ

ラミ（帰化），ヒメハッカ，シデシヤジン，ムジナオ

オバコ（帰化）を含まないため， 2,056分類群のもの

である。なお，これらのデータを分類群と採集された

区で単一化した分布情報は，16,947件のものである。

結果および考察

1）区ごとの分類群数と各区の植物相の構成

区ごとの分類群数と採集標本数については，田中

(2003b）でも報告されているが，ここでは分布図で

は統合されている変種や品種などのお分類群を細分

した2,061分類群を対象とし，北川・田中 （20〔4）の

区分に従った区ごとの分布分類群数を，シダ植物，

裸子植物，単子葉植物，双子葉植物離弁芯類，合弁

花類の上位分類群ごとに表1に示した。田中（2003b)

では，絶滅した分類群数を示したが，ここでは北）｜｜・

田中（2004）によるレッドデータ植物の分類群数を

算出した。

(1）区ごとの在来植物と帰化植物

図lに， 在来植物と帰化植物を区別し，区ごとの分

布分類群数を示した。分布分類群数が多いのは，緑区

や保土ケ谷区，栄区，金沢区であるが，在来植物だけ

をみれば，緑区や栄区とともに，旭区が多い。 一方，

少ないのは，西区や港北区であり，西区は，在来植物

の分布分類群数も少ない。在来植物だけをみれば，西

区や港北区とともに，中区や神奈川区などが少ない。

また，図2に，各区の帰化率（分布する全植物の

分類群数に対する帰化植物の分類群数の割合）を示

した。西区と中区は40切近い高い帰化率となってい

るが，旭区では20切より低い。なお，全市では33.6弘

の帰化率である。

区ごとの分布分類群数は，主に在来植物の数により

決まるが，旭区では記録された在来植物の数も多い上，

帰化植物の数も少なく，在来植物の比率が高くなって

表1 上位分類群ごとの各区の分布分類群数

シダ 裸子 単子 阿佐弁 合弁

在来 帰化 在来帰化 在来 帰化 在来 帰化 在来 帰化

鶴見区 62 (2) 4 3 3 182 (24) 67 261 (20) 114 129 (22) 106 

神奈川区 49 (1) 4 4 3 153 (12) 50 243 (9) 98 114 (7) 90 

西区 34 4 2 5 126(7) 56 200 (8) 118 77 (2) 102 

中区 49 (4) 2 5 130 (7) 82 228(10) 134 98(10) 105 

南区 56 (4) 2 3 4 157(14) 51 278 (22) 92 111 (4) 75 

港南区 62 (8) 4 4 4 185 (19) 61 294 (21) 95 131 (11) 91 

保土ヶ谷区 88 (18) 4 2 4 215 (38) 86 335(35) 131 163 (37) 115 

旭区 129 (42) 5 5 (1) 3 213 (48) 39 331 (51) 81 177 (54) 62 

磯子区 63 (6) 2 3 3 158 (12) 49 276 (15) 82 129 (10) 72 

金沢区 108 (37) 4 4 4 202 (37) 74 331 (42) 122 155 (27) 103 

港北区 47 (4) 5 3 5 147 (18) 46 243 (12) 75 94 (12) 68 

緑区 146 (53) 3 3 3 239 (58) 63 346 (46) 95 175(43) 79 

青葉区 89 (17) 1 5 (1) 3 216 (49) 62 316 (37) 100 177 (53) 85 

都筑区 55 (2) 1 1 3 188(24) 62 247 (14) 89 118 (21) 88 

戸塚区 73 (9) 3 4 5 196 (27) 56 298 (28) 86 141 (18) 85 

栄区 79 (12) 4 4 5 232 (41) 70 349 (41) 123 163(30) 98 

泉区 73 (9) 2 3 (1) 3 173 (13) 52 270 (10) 88 112 (8) 77 

瀬谷区 86 (17) 3 3 4 187 (22) 67 311 (26) 135 145 (27) 99 

全市 186(82) 10 5 (1) 6 361 (137) 169 530 (140) 290 284 (118) 215 

※（）内には北川 ・田中（2004）によるレッドデータ植物の数を内数で示したの
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全体

言十 在来帰化帰化率

931 637 (68) 294 31. 6 

808 563 (29) 245 30. 3 

724 439 (17) 285 39.4 

834 507 (31) 327 39. 2 

829 605 (44) 224 27.0 

931 676 (59) 255 27.4 

1143 803 (128) 340 29. 7 

1045 855 (196) 190 18.2 
837 629(43) 208 24.9 
1107 800 (143) 307 27. 7 

733 534 (46) 199 27. 1 

1152 909(200) 243 21. 1 
1054 803 (157) 251 23.8 

852 609 (61) 243 28.5 
947 712 (82) 235 24.8 
1127 827 (124) 300 26. 6 

853 631 (41) 222 26. 0 
1040 732 (92) 308 29.6 

2056 1366 (478) 690 33.6 
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そのうち10分類群のみが帰化植物であるため，在来

植物と帰化植物の比率は，各区で大きな差はない。

全体では，旭区や緑区に多くの分類群が記録されて

いるのが顕著である一方，鶴見区や神奈川区，西区，

中区，磯子区などの沿岸に位置する区や，南区や港

南区，港北区，都筑区などでは少ない。単子葉植物

については，シ夕、、植物ほど顕著で、はないが，西区や

南区，瀬谷区などで全体の割合が低くなっているの

に対し，在来植物の比率はそれほど変わらず，都筑

区では全体の割合が高くなるともに，在来植物の割
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図2 各区の帰化率

いる。逆に，中区や西区，神奈川区では市街化が著し

く，在来植物が少ない上，港湾地域を含むために帰化

植物が多く，帰化植物の比率が高くなっている。

(2）上位分類群ごとの在来植物と帰化植物

図3に，横浜市全体に分布するシダ植物，裸子植

物，単子葉植物，双子葉植物自lt弁花類，合弁花類の
上位分類群ごとの分布分類群数に対する，在来植物

と帰化植物の割合を区ごとに示したO

シダ植物は，全市に196分類群が記録されており，
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合弁 裸子 合弁 裸子 合弁 裸子

鶴見区 神奈川区 西区

シダ シダ シダ

合弁 裸子 合弁 裸子 合弁 裸子

中区 南区 港南区

シダ シダ シダ

合弁 裸子 合弁 裸子 合弁 裸子

旭区 磯子区

シダ シダ

合弁 裸子 合弁 裸子 合弁 裸子

港北区 金沢区 緑区

シダ シダ シダ

合弁 裸子 合弁 裸子 合弁 裸子

青葉区 都筑区 戸塚区

シダ シダ シダ

合弁 裸子 合弁 裸子 合弁 裸子

栄区 泉区 瀬谷区

図3 よ位分類群別の各区の在来植物と帰化植物（績浜市全体に分布する各上位分類群の分布分類群数に対する割合）

60 



シダ

全体

合弁
鶴見区

高t弁

シダ

全体

合弁
中区

離弁

シダ

全体

合弁
磯子区

離弁

全体

保土ヶ谷区

シダ

全体

戸塚区

シダ

全体

合弁
旭区

離弁

単子 全体

子 全体

単子 全体

単子 全体

単子 全体

単子 全体

シダ

合弁 、離弁
神奈川区

合弁

シダ

南区

シダ

港北区

シダ

青葉区

シダ

栄区

シダ

金沢区

離弁

単子 全体

合弁

単子 全体

合弁

単子 準俸

合弁

単子 全体

単子 全体

単子 全体

図4 上位分類群ごとの各区のレッドデータ植物（上位分類群ごとの全レッドデータ植物数に対する割合）

61 

シダ

西区

シダ

港南区

シダ

泉区

シダ

都筑区

シダ

瀬谷区

シダ

緑区

単子

離弁

単子

離弁

離弁

単子

単子

単子



合が高くなっている。都筑区で，シダ植物相が貧困

である一方，単子葉植物相が豊富である点は特筆す

べき点であるが，その理由は不明である。

離弁花類と合弁花類については，区ごとの大きな

差異は認められないが，南区や港北区，泉区では多

少とも合弁花類の占める割合が低い。

なお，裸子植物は全市でも 11分類群が記録されて

いるだけで，他の上位分類群に比べ極端に分布分類

群数が少ないので，ここでは触れなかった。

(3）レッドデータ植物

図4に，横浜市全体のシダ植物，裸子植物，単子

葉植物，双子葉植物離弁花類，合弁花類の上位分類

群ごとのレッドデータ植物数に対する，各区のレッ

ドデータ植物の割合を示した。なお，裸子植物は全

市でも l分類群がレッドデータ植物とされているに

過ぎないために割愛し，全分類群での割合を示した。

また，レッドデータ植物の割合が区ごとに大きく異

なるため，グラフの軸の最大値を変更しであるので，

注意が必要である。

レッドデータ植物の分布が多いのは旭区や金沢区，

緑区であり，少ないのは神奈川区や西区，中区であっ

た。レッドデータ植物の多少は， 在来植物の分布分類

群数の多少と一致しているが，港北区は，在来植物の

分布分類群数の少ないのに比べ，レッドデータ植物

が多い（実数ではなく比較の問題である）。この点は，

港北区の在来植物の分布分類群数の少なさは，植物

相が貧弱であるというよりも，いわゆる“普通種”の

記録の不足に起因していると想像される。

上位分類群ごとにみると，シダ植物については，

鶴見区，神奈川区，西区，都筑区が少なく ，旭区や

金沢区，緑区が多い。旭区や金沢区，緑区でレッド

データ植物が多いのは，シダ植物の多さによるとこ

ろが大きい。また，単子葉植物は青葉区や栄区，合

弁花類は青葉区や旭区で多い。これらの区では，特

に該当分類群の在来植物の比率が他に比べて高くは

ないため，特にその上位分類群の植物相が豊富で、あ

るということではなく ，それぞれのレッドデータ植

物が生育する環境を個々に有しているのであろう。

出口 (1968）は，「植物分布上の注目種密集植生」

として，中部地域西半部，北西部地域，南東部地域

などの特殊性を指摘しているが，レッドデータ植物

の分布が多い旭区や金沢区，緑区などは，それぞれ

の地域に含まれる。横浜市において，特徴的である

と指摘されている地域にレッドデータ植物が多いこ

とは，その特徴的な植物相が危機に瀕していること

を示しており ，今後の対応が必要であろう。なお，

レッドデータ植物の標本が現存しない区でも，以前

は該当植物が生育していた可能性は否定できないが，

現状では調べる手段がない。ただし，さまざまな要

因により市内の生育環境は一様でないため，植物の

分布にも偏りがあり，それに起因する部分もある。

3）記録区数ごとの分類群数

対象とした2,056分類群が分布する区数ごとの分

類群数を在来植物，在来植物のうち絶滅植物，帰化

植物に区別し，図5に示した。もっとも分類群数が

400斗型
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図5 在来植物 （現存・ 絶滅）・帰化植物別の分布する区数ごとの分類群数
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多いのはl区のみに分布する399分類群で， 18区に分

布する 312分類群， 2区に分布する 219分類群， 3区

に分布する157分類群と続く。横浜市全体の植物相を

考えると，ある区あるいは数区にのみ分布する植物

が多い一方，全区に一様に分布する植物も多いとい

うことがいえる。さらに 1区のみに分布する 399分

類群のうち， 42.6切に相当する 170分類群は帰化植物

であるのに対し， 18区すべてに分布する分類群では，

312分類群のうち， 23.1%に相当する72分類群が帰化

植物であり， 18区すべてに分布する分類群では，在

来植物の比率が高い。特にl区のみに分布する分類群

には， 76分類群の絶滅植物が含まれるため，現存す

る在来植物では，帰化植物の割合がさらに高くなる。

田中 （2003a）によると，神奈川県の111個のメ ッ

シュで、は， l～5個のメッシュにのみ分布する植物が

もっとも多く，次いで、6～10個， 11～15個， 16～20

個と続き， 66～105個のメッシュで、は漸増するが， 106

～llO個のメッシュで、記録された分頬群数はもっとも

少なく，記録されたメッシュの数が多くなるほど，該

当する分類群数は少なくなるL字状の分布傾向にあ

る。このことは，神奈川県では，丹沢や箱根の山地か

ら，横浜を中心とする市街地や，その他の丘陵，低地

など，さまざまな環境があり，それぞれに異なる植物

が生育していることを示している。それに対し，横浜

市では， l区のみに分布する分類群に次いで， 18区に

分布する分類群が多く，凹状の分布傾向を示すのは，

環境がある程度類似しており，各区にほぼ一様に分布

する一群の植物が存在していることによると思われる。

横浜市では，これらの“基本となる植物相”があ

り，これにそれぞれの地域ごとに特殊な植物相が積

み重なり，あるいは欠如し，各区の植物相が成立し

ているといえる。なお，“基本となる植物相”は，前

述のように在来植物の比率が高いことから，おそら

くは横浜市を広く被う丘陵地の植物相が主要な構成

要素であり，市街地に広く生育する帰化植物が一部

含まれていると思われる。

4）記録された区数が少ない分類群が分布する区

l区のみに出現する 399分類群のうち，分布する

分類群が多い区は金沢区の49分類群であり，緑区の

48分類群，中区，旭区の31分類群，保土ケ谷区，栄

区の30分類群と続く。表2に各区にのみ分布する分

類群を示した。これらのうち，緑区の18分類群，金

沢区の 15分類群のシダ植物は大きな割合を占める

が，特に緑区では雑種のシダ植物が多い。また，帰

化植物が多いのは，中区の24分類群，瀬谷区の19分

類群，保土ヶ谷区の18分類群，西区の16分類群であ

り，この点は，新産帰化植物が発見される立地（港
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湾や畜産農家，土壌改良剤に使用される輸入穀物粕

など）の存在によるところが大きい。さらに，在来

の絶滅植物の数では，旭区の23分類群，金沢区の11

分類群が目立つが，この内，旭区については，出口

(1968）が指摘している「植物分布上の注目種密集植

生」地域の中核を成すとともに，その当時の貴重な

標本が多く残されていることも大きな要因であろう。

同じ2区のみに出現する分類群数が多かったのは，

旭区と緑区の16分類群，金沢区と栄区の15分類群で

あり，他の組み合わせは7分類群以下であった。旭区

と緑区だけに共通に分布する分類群は，アカフユノハ

ナワラビ，ヤシャゼンマイ，キジノオシダ，サイゴク

イノデ，ハタジュクイノデ （雑種），ヨコハマイノデ

（雑種），イヌイワイタチシダ，フジクマワラビ（雑種），

クマオシダ（雑種），コセイタカシケシダ（雑種），キ

ジカクシ，キダチノネズミガヤ，シグレヤナギ（雑種），

ミツデカエデ，サワシロギク，アズマヤマアザミで，

16分類群中，雑種が半数を占めるものの10分類群が

シタ干直物であるのが特徴的である。出口（1968）は，「植

物分布上の注目種密集植生」地域の解説において，「40

～50年生の大樹よりなるスギ林が比較的多く他より存

在する」としており，この林地が豊富なシダ植物の生

育地を提供していると考えられる。金沢区と栄区だけ

に共通に分布する分類群は，ツルデンダ，ナツズイセ

ン，シロパナツユクサ（品種），ヒメウキガヤ，ミヤマ

ウズラ，／＼ゼラン，オオツヅラフジ，ウラジロマタタ

ピ，ジャケツイバラ，シラキ，ミヤマシキミ，アズマ

カモメヅル（品種），コパノムラサキシキブ（品種），ケ

イワタバコ，ヒメガンクピソウで、あった。出口 (1968)

カf指摘しているように，「やや硬い野島層の地層が表

に現われ，更にやや急峻な地形をなす」ため，数箇所

で岩崖に生えるケイワタバコカf記録され，神奈川県内

では丹沢・箱根の山地と本地域にあるミヤマシキミ，

その他数箇所にあるオオツヅラフジやウララジロマタ

タピ，ヒメガンクピソウなどが特徴的である。金沢区

と栄区は，地形的には三浦半島の主体をなす丘陵地性

山地の北端に位置し（松島 ・平田， 2003），他の市域

とは一線を画しており，海進時に島状に陸地化したこ

とも含め，特異な植物相が形成された要因であろう。

5）多くの区に分布する種が欠如する区

多くの区に出現する分類、群が欠如する区は， l区

のみに欠如するものでは， 22分類群が欠如する中区，

20分類群が欠如する港北区， 15分類群の都筑区と西

区， 8分類群の青葉区が目立ち，残りは4分類群以下

である。該当種を表3にまとめた。



区名

鶴見区（24)

神奈川区（17)

西区（20)

中区（31)

南区（7)

港南区（7)

表2. 1区にのみ分布する分類群一覧

分類群名

→オオセキショウモ ・Tミズアオイ・→ナンカイヌカボ ・→セイヨウヌカボ ・→ミナトムギクサ ・→アフリカヒゲシパ・シロガヤツリ
. tクロカワズスゲ ・コウボウシハ ・アカガシ×アラカシ ・t＂？ノレパアカザ ・→ケシ・→コパノコショウソウ ・クロガラシ ・Tミヤ7
7ユイチゴ・↑ゴキヅノレ・→ヤマモモソウ・→ベニハナセンブリ・シロハナアキノタムラソウ ・→ホザキモウズイカ ・→ヤナギパヒメ
ジョオン・ダイコクサワギク ・→オオハンゴンソウ ・→ヒメクリノイガ

→モエジマシダ・t7-vモ・→コパナノハイゼキショウ・ →チャボノカタピラ.tヒナザサ Tナガエミクリ ・→ヤンパノレミチヤナギ
. tヤナギヌカボ・→Tセンニチノゲイトウ ・シロパナジロボウエンゴサク ・→ノレベラナズナ ・→ツキヌキサイコ ・→ナンパンノレリソ
ウ・→ミナトク7ツヅラ ・Tヒキオコシ .tイヌタヌキモ ・→↑ハイオオバコ

Tシパナ ・→アレチタチドジョウツナギ ・Tオオクグ ・→ウンリュウヤナギ・→オムナグサ ・→ホザキマンテマ ・Tハマアカザ ・→ハ
イキンポウゲ ・→ハタモウアカツメクサ ・→ダンゴツメクサ・→ジモグリツメクサ ・→キレハウマゴヤシ ・→ヒメフウロ ・→コメバミ
ソハギ ・→ゴウシュウヤブジラミ・ヒナギキョウ ・→キンセンカ ・→コウヤカミツレ ・→ベニバナ・→↑ワタゲハナグノレ7

ハマホラシノブ ・→アレチイネガヤ ・→ミノボロモドキ・→ヤクナガイヌムギ①型 ・→チャボチャヒキ・ →ホソノゲムギ ・→エダウチ
チカラシパ ・→シンクリノイガ ・ウパメガン ・→ホザキニワヤナギ ・→↑ノハラヒジキ ・→アメリカピユ ・→サジピユ ・→ トゲミゲシ
・→↑ハマピシ ・7ノレパアキグミ ・→アツハスミレ・↑ ミズユキノシタ・→ウスゲヤ7ニンジン ・→↑フランスゼリ・→↑ミツガシワ
・→オキナワクノレマパナ ・→↑コゴメオドリコソウ・→ラシャナス ・→ナガエノセンナリホオズキ ・Tノコギリ Yウ・→メリケントキ
ンソウ ・シンコウサワギク・→ヌマツノレギクモドキ・→カyコウアザミ ・Tハマコウゾリナ

カンガレイとイヌホタノレイとの推定雑種・→オオイタピ ・→トゲミノキツネノボタン ・Tオオダイコンソウ ・→ヒメウコギ ・イヌムラ
サキシキプ ・レモンエゴマ

ツツヤナギモ ・Tクサスギカズラ・キボウシノ ・→コモチナデシコ・ヤエザキカジイチゴ・アオナワシロイチゴ ・→ハリアサガオ

保土ヶ谷区 C3olI→シノブ ・→オニユリ・→サフランモドキ・→ヒオウギ ・→アメリカクサイ ・→ノテンツキ・ →イトハナピテンツキ ・ヤ-v7ゼスゲ ・
イトアオスゲ ホソパタデ・→シロミミナグサ ・カザグノレ7 ・コイヌガラシ・ヤエノモミジイチゴ→ムレスズメ ・ケカタバミ ・→ナ
ツメ ・→ハイキンコジカ・オ卜コノγスミレ・→ドクゼリモドキ・ Tアケボノソウ・→ノハラムラサキ ・ベニバナハコネウツギ ・→ム
ギワラギク・→Tイガギク ・→Tテンニンギク・ →Tダンゴギク ・→ミツバオオハンゴンソヮ ・Tノブキ.tオヤ7ボクチ

旭区（31)

磯子区（8)

金沢区（49)

港北区（12)

緑区（48)

青葉区（23)

都筑区（16)

戸塚区 (15)

栄区（30)

泉区（4)

瀬谷区（27)

オオキジノオ .tオオクジャクシダ・↑ナチクジャク ・ヒロハヘピノヰゴザ・ t.，，.ノレバオモダカ ・Tイヌノヒゲ・チャボチヂミザサ －
Tヒメミクリ ・Tコシンジュガヤ ・コイトスゲ ・→シラカンハ・↑ナガパノウナギツカミ ・↑オキナグサ .tヒツジグサ ・Tミズオト
ギリ .tハコネクサアジサイ・ ↑ノリウツギ ・シロノミナヌスピトハギ・→ヒロハノレンリソワ ・→↑ ゴシュユ・ Tミズキカシグサ .t 
ムカゴニンジン・ Tサクランウ ・↑ホソハノヨツパムグラ ・↑オオノレリソウ・↑ヒメナミキ .tサワトウガラン・ Tヒメトラノオ .t 
サワギキョウ ・Tタテヤマギク ・↑コウモリソウ

Tカワツノレモ シブヤザサ・→カンチク ・オキナワジュズスゲ ・→イワミツハ ・ミヤマタゴボウ ・ケブカアキノタムラソウ ・サワギク

コシダ・Tアオホラゴケ.tハコネyダ・ Tイワトラノオ・ミヤコヤブソテツ ・7ムシヤブソテツ ・クマモトヤブソテツ ・ナガハミヤ
コヤプソテツ ・オリヅノレシダ ・ナガノ、ノイタチシダ ・Tオオヒメワラビ・ノコギリシダ・ヒメノキシノブ ・クリハラン ・↑デンジソウ
・コアマモ ・↑スカシユリ ・→オニカラスムギ ・→テフ・↑アイアシ・イソヤマテンツキ ・Tヤガミスゲ .tヒゲスゲ・→オオシ7カ
ンスゲ・→ハ7アオスゲ シオクグ・フウラン ・→ノハラナデシコ.tオカヒジキ・フウトウカズラ・ジヤニンジン・→Tシャグ7ハ
ギ・→ネピキミヤコグサ・ Tヒロハクサフジ・ハ7 ウド ・ジョウシュウカモメヅノレ・ニセジュズネノキ ・→タマサeキフタハムグラ ・キ
クムグラ .tカリガネソウ・キランソウXセイヨウジュウニヒトエ・コハクサンボク ・ウラギク・→イワヨモギ・→ユキヨモギ ・イナ
ムラヨモギ・→イガヤグノレマギク・→ヤグノレ7ギク ・→キクニガナ

→ナギ・→カシュウコメススキ・↑ヒキノカサ .tノカラマツ ・→シラユキゲシ・ Tノウノレシ .tエキサイゼリ ・↑ハナムグラ ・→キ
ダチハリナスビ ・→↑ケカナダアキノキリンソウ ・Tサワオグノレマ ・→ワタゲツノレハナグノレ7

アカネハナワラビ・アイフユノハナワラビ ・↑オオパノハチジョウシダ・メヤブソテツ ・オオキヨズミシダ ・カタイノデ ・ハコネイノ
デ・ジタロウイノデ ・ミドリイノデ・タカオイノデ・コテンバイノデ・シノブカグマ ・ワカナシダ・ ミヤマクマワラビ ・ミヤマイタチ
シダ ・キノクニベニシダ・イワイタチシダ ・セイタカフモトシケシダ ・ヤナギモ・カタクリ ・Tユキザサ・タチコウガイゼキショウ ・
ノ、ネガヤ・→ヒメクロアブラガヤ ヒメゴウソ .tオオタ7ツリスゲ・サヤゲホンモンジスゲ ・アオスゲ×シパスゲ ・↑ クモキリソウ
・サガミラン ・ヤナギイチゴ .tヤナギイノコヅチ ・ダンコウバイ ・アズ7イチゲ ・→キパナクレス ・ヤブザクラ →イヌゴシュユ
フユザンショウ ・オニイタヤ ・カジカエデ・タカオスミレ・ウリノキ アラゲアオグモ ・フトボナギナタコウジュ ・オオヒナノウスツ
ポ・ソパナ ・サクラオグノレ7 →アレチアザミ

イトトリゲモ・エダウチチゴユリ ・→ヌカススキ・→ヒメハノレガヤ ・→ホソセイヨウヌカポ ・タマツリスゲ ・アワボスゲ ・Tカキラン
・クロムヨウラン・→マタタピ ・Tウメパチソウ .tコアジサイ・ミシマイバラ.tズミ・→ワタリミヤコグサ・アオハダ・サクラタ
チツボスミレ・ネジキ・イヌヌマ トラノオ ・キパナアキギリ ・→アレチボロギク ・→ヒメヒマワリ ・ナガノ〈ノコウヤボウキ

→セイヨウウキガヤ・→アメリカカゼクサ ・→シロカゼクサ ・→シ7 ヒゲγパ・→コップヌマハリイ・→Tスジヌマハリイ ・イセウキ
ヤガラ ・ヒロハハンノキ・→サケパミミイヌガラシ ・カワチハギ ・ニシキミヤコグサ ・アカハグミ ・ヒカゲスミレ・ミドリタチツボス
ミレ ・→コ卜プキギク・→シロタエヒ7 ワリ

↑ホッスモ ・ナンゴクカワラスガナ・→ビロードテンツキ・イヌタイワンヤマイモドキ ・アカY・→ツノレノゲイトウ ・ウスアカノイバ
ラ・ツクシハギ・→シロパナゲンゲ ・ミズキンパイ .tドクゼリ・→↑カワミドリ ・→↑コテングクワガタ ・→シロノジシャ ・キレハ
ノオトコヨモギ

→ホテイアオイ ・ムラサキススキ ・アオチャガヤツり ・ンロネジバナ ・ヨウラクラン ・ヤマミズ・サワハコベ ・→ホソハツノレノゲイト
ケ・t-vツブサ・→セリパオウレン ・→Tシュウメイギク ・スハマソワ ・→サザンカ ・→カスミザクラ・→カザンデマリ・オクタ7ハ
ギ・→ヤマアイ・→トチノキ・オオナワシログミ・シロパナニオーイタチツボスミレ ・エゾミYハギ ・→ヒレタゴボウ ・／ジトラノオ ・
イヌセンブリ ・→エゾムラサキ ・↑タニジャコウソウ・→ヒメアメリカアゼナ.tレンプクソウ ・ヨメナ →キダチコンギク

→スズメヒゲシパ・トゲナシテリハノイバラ ・→ナンザンスミレ ・ナガエノフタパムグラ

リュウノヒゲモ ・→ノゲエノコロ ・→ホウキアゼガヤ ・→アレチクグ ・→ヒ 卜シベクグテンツキ・→ビロードスゲ ・ナラガシワ ・コガ
ネギシギシ ・→ニセスナジミチヤナギ・→ウスベニツメクサ ・→ヒロハ／ 7ンテ7 ・→ヒロハヒメハマアカザ ・→ヒナゲシ ・キレハヲ
ミイヌガラシ・→ホソミナズナ ・→オオバナナズナ シロイヌナズナ・キクザキヤマブキ ・→クシパツメクサ・→ショウジョウソゥモ
ドキ ・→ウスゲキダチキンパイ ↑アセビ・→ヒロハフタハムグラ ・→マノレパフタパムグラ ・→オキナアサガオ・→ニチナンオオバコ
．→ナタネタビラコ

※区名の後の（）の数字は該当する分類群数を示す。また，分類群名の前の→は帰化植物を， Tは絶滅種を示す。

64 



さらに， 2区で欠如するものでは， 9分類群が欠如

する中区と西区， 7分類群が欠如する港北区と西区

が目立つ。中区と西区で欠知するのは，オオハナワ

ラビ，ヤマホトトギ、ス，ヒトリシズカ，オランダガラ

シ，キンミズヒキ， トキリマメ，コマユミ，ウマノ

ミツバ，ウグイスカグラ，港北区と西区で欠如する

のは，リョウメンシダ，クマワラビ，コウガイゼキ

ショウ，エゾノギシギシ，ヒカゲイノコヅチ，オト

コエシ，ノハラアザミで，大部分は在来植物である。

以上のことは，そのまま，中区や西区，港北区，都

筑区，青葉区では，他の市内全域で広く普通に分布

する種が欠如していることを示すが，それぞれの要

因については， 2つのことが推察される。

まず，中区や西区については，いわゆる“普通種”

が欠知するほど，自然環境が失われていると考えられ

る。表3のうち，西区のヌスピトハギやヨツパムグラ，

中区のイヌシダやイヌシデなど，さらに調査を進めれ

ば市在認できそうな分類群もあるが，市の中心として，

古くから開発が進められた両区が持つ厳しい現実であ

ろう。また，中区は，田中 （2003a）でも，神奈川県と

いうレベルでみても， 川崎区とともに，市街地が主体

となった1虫立性の高い区であることが指摘されている。
次に，港北区，都筑区，青葉区については，行政

区界の変更（いわゆる“分区”）の影響が大きいと考

えられる。本報告のもとになったデータには，「横浜

維管束植物誌」ゃ『神奈川県植物誌2001.!（神奈川県

植物誌調査会編， 2001）』のために収集された資料以

外に，『神奈川県植物誌1988』（神奈川県植物誌調査

会編， 1988）のために収集された資料のデータも多

く含まれる。 その調査当時（1979～1987年），集中的

に調査が進められ，標本が採集された地域が，“分区”

により隣接区に含められたため，相対的に港北区，都

筑区，青葉区などの記録分類群数が減少したものと

考えられるのである。各区で採集された標本の数は

分布する植物の数とともに，調査担当者の人数によ

る影響を受けるため， 一概に比較できないが，港北区

での採集標本は， 1,352点と，神奈川区の1,813点，西

区の 1,518点に比べても少なく，特に，現「港北区」

としての調査の補足が課題である。このことは，前述

のように分布分類群数の少なさに比較してレッド

データ植物が多いことから，いわゆる“普通種”の記

録の不足が推測されることとも符合し，実際に表3に

表3. 1区にのみ欠如する分類群一覧

区名

鶴見区（I)

神奈川区（2)

西区（15)

中区（22)

南区（4)

港南区（0)

保土ケ谷区（0)

旭区（2)

磯子区（I)

金沢区（2)

港北区（20)

緑区（4)

青葉区（8)

都筑区 (15)

戸塚区（2)

栄区 （2)

泉区（4)

瀬谷区（2)

分類群名

→サワラ

ンケシダ ・イワニガナ

イワガネソウ・コウヤワラビ ・ノキシノブ ・カワラスガナ・ケスゲ ・フタリシズカ ・キジムシロ ・7ノレパヤハズソウ ヌスビ
トハギ・コマツナギ ・ゴンスイ・ヨツハムグラーナガパハエドクソウ ・→ダン ドホロギク・コウヤボウキ

イヌシダ ・ハリガヰワラビ ・ナノレコユリ ・シオデ・ノガリヤス ・アプラススキ ・アオスゲ ・イヌシデ ・ミミナグサ ・イヌショ
ウ7 ・コゴメウツギ ・クサイチゴ ・ミツバッチグリ ・→アレチウリ ・→ユウゲショ ウ・ノダケ・イヌコウジュ ・→ヒメジョオ
ン・→オオオナモミ ・ヒヨ ドリパナパイスウタイ・→アカミタンポポ・ニガナ

カズノコグサ・→イヌピユ ・ミズタ7 ソウ ヒノレガオ

→トキワツユクサ・ソクズ

ニガイチゴ

ヒメヒラテンツキ ・コブシ

ワラビ・ヤマヤブソテツ ・→ネスミムギ ・ヒメアシボソ ・ササガヤ アゼガヤツリ ・テンツキ・→オオケタデ・オオハノレタデ
・→ミチタネツケバナ ・シモツケ・サンショウ・キブシ ・ク7 ノミズキ・ヤブコウジ・オカトラノオ ・ヒイラギ・コバノカモ
メヅノレ・ツリガネニンジン ・シラヤ7ギク

ジャノヒゲ ・スズメノエンドウ ・→ヒノレザキツキミソウ ・→ヒロハホウキギク

ノハラスズメノテッポウ ・シパ ・→ミョウガ・ →ナガミ ヒナゲシ ・→ムラサキカタバミ・ モチノキ ・→コンフリー・ →キキョ
ウソウ

オオパノイノモトソウ ・オニヤブソテツ ・イヌガヤ・ニワホコリ・スズメノヒエ ・→オシロイバナ ・タガラシ・オトギリ Yウ
・→ツノレマンキングサ・オオシマザクラ・ツノレグミ・コスミレ ネズミモチ ・ハシカグサ・ハナイパナ

キンエノコロ・コメヒシパ

→イヌカキネガラシ・ →アメリカオニアザミ

→ヒメコパンソウ ・ノササゲ ・テイカカズラ ・→ブタナ

→オオウシノケグサ ・→アレチノギク

※区名の後の（） の数字は該当する分類群数を示す。また，分類群名の前の→は帰化植物を示す。
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よればワラビを初めとし 精力的に調査すれば確認

可能な分類群が欠如しているよう に思われる。

一方， l区のみに欠如するものがない港南区や保

土ヶ谷区は，市内に分布する“普通種”については，

すべて確認されている，非常によく調査された区で

あるといえる。また， l区のみに欠如する分類群が，

l分類群の鶴見区や磯子区， 2分類群の神奈川区や旭

区，金沢区，戸塚区， 栄区，瀬谷区などは，該当種

が分布しない可能性よりも，今後の調査の進展に

よって該当種が採集される可能性の方が高い。

おわりに

本報告では，『横浜の植物』の基礎となった資料に

よって，横浜市における区ごとの植物の分布状況に

ついて概説した。特徴的であるのは，帰化植物が多

く，在来植物が少ない西区や中区，“分区”の関連で，

さらなる調査が必要だと考えられる港北区，都筑区，

青葉区， 豊富な植物相を持つ一方，レッドデータ植

物も多い旭区や緑区， 金沢区などである。また，横

浜市全域の基本となる植物相の存在も重要である。

本報告が，今後の市域の植物相の保全と，さらなる

補充調査の一助になれば幸いである。
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神奈川｜自然誌資料（25):67-72, Mai. 2004 

神奈川県丹沢山塊におけるヒメコマツ （Pinusparviflora）の分布状況

逢沢峰昭・尾崎煙雄・斎藤央嗣・藤平量郎

Mineaki Aizawa, Kemrio Ozaki, Hiroshi Saito and Kazuo Touhei: 

Distribution of Pinus parviflora in the Tanzawa Mountains, Kanagawa Prefecture 

はじめに

マツ科ゴヨウマツ類の ヒメコマツ（Pi n u s 

parvif lora）は，これまで神奈川県内では丹沢山塊に

のみにその分布が確認されている （林ほか，1961；神

奈川県植物誌調査会編， 1988; 2001）。 丹沢山塊にお

けるヒメコマツの分布に関しては，林ほか（1961）にお

いて分類地理学上注目すべき樹種として取り挙げら

れ，丹沢山塊では風巻と原小屋の間，丹沢山北面，世

附にわずかに天然分布しているとある。しかし，神奈

川県植物誌編纂の一連の調査では，これらの産地の

うち最も個体数の多く見られたとされる風巻と原小

屋の聞においてもヒメコマツは確認されておらず，

大山山頂で植栽の可能性が高いとされる 1個体が確

認されただけである （神奈川県植物誌調査会編，

1988 ; 2001）。 このように， 近年丹沢山塊では天然性

のヒメコマツは確認されておらず， 同地域では絶滅

した可能性も指摘されていた（尾崎ほか，2001）。

これまでの筆者らによる踏査により，丹沢山塊で

は蛭ヶ岳北面地蔵尾根上部（逢沢，2003）および丹

沢山北東塩水川左岸支尾根 （藤平ほか，未発表）に

おいて比較的まとまったヒメコマツの個体群を確認

している。また， その際に採集した種子の平均種子

長9.4聞に対して平均種子翼長は3.2阻で、あり，種子

翼長が種子の長さより短く質がもろいことから，こ

れらのゴヨウマツ類がヒメ コマツに該当することを

確認している。そこで，本研究では神奈川県丹沢山

塊におけるヒメコマツの分布状況に関して報告する。

また，近年千葉県房総丘陵に分布する同種個体群の

著しい衰退が問題になっており（尾崎ほか， 2001)'

この問題を解明するための取り組みの第一歩として，

房総丘陵の同種個体群の分布状況との比較を行った

ので，この結果も併せて報告する。

なお，日本のゴヨウマツ類には北方系と南方系が

あり（林，1960；石井，1968），その学名および和名

に関しては混乱があった（林， 1954;Sato, 2001）。

近年では両系の針葉形態や遺伝的変異に明確な差異

が認められないことから，このように二つの系統に
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分けることの再考が求められている （谷ほか，1999;

Sato, 2001）。しかし，両系を分かつ形質の一つであ

る種子翼長に関する研究が未だに不十分と思われる

ことから，本研究では，両系の分類に関しては林

(1960）に従い，学名はYamazaki(1995）に準拠し，北

方系ゴヨウマツをキタゴヨウ（Pinυsparviflora var. 

pentaphyl la）と，南方系ゴヨウマツをヒメコマツ

(Pim 

調査方法

a 標本調査

これまでの丹沢山塊におけるヒメコマツの分布状

況を明らかにするために，東京大学大学院理学系研

究科附属小石川植物園（TI），同大学農学部森林植物

学教室（TOFO），森林総合研究所（TF），同研究所多摩

森林科学園（TFA），国立科学博物館（TNS），神奈川県

立生命の星・地球博物館（KPM）の各標本室において標

本調査を行った。

b 現地調査

ヒメコマツは特に尾根筋に分布する場合が多い

（林， 1960）。そこで， 2002年秋から2003年にかけて，

丹沢山塊において一般登山道のほかに，風巻の東側

にある袖平山 （1432m）の通称 ・北尾根および北西尾

根，蛭ヶ岳北面地蔵尾根周辺，丹沢山北方・宮ヶ瀬金

沢橋～本間ノ頭（通称 ・栂立尾根），丹沢山北東塩7J¥.

川左岸支尾根，大室山北面の尾根の踏査を行った。そ

して，樹高1.3m以上のヒメコマツが確認された場合，

以下の調査を行った。なお，本研究では， 便宜上樹高

1. 3m以上の個体を成木， 1.3m未満の個体を稚樹と呼

び，当年生の個体を特に実生と呼んで、区別した。

i ）個体群構造を把握するため，胸高直径（DBH）お

よび樹高（H）を測定した。

ii）生育する地形タイプを，尾崎ほか（2001）に従

い，尾根上，尾根肩，崖縁，崖途中，斜面，岩上，平

坦面，その他の8つの地形タイプに分類した。ここ

で，尾根肩とは尾根と斜面の移行部をさし，斜面と

崖の違いは連続的な土壌に覆われているか否かで，



傾斜70度前後を区分の目安とした。

iii）結実の有無を確認した。

iv）樹冠および針葉の健全度を尾崎ほか（2001）の

方法に従って以下のように評価した。

－樹冠の健全度 V：樹冠はよく繁り枯れ枝は見

あたらない， w：樹冠の一部 (1/3以下）に枯れ枝
がある， 皿： 樹冠の半分程度 (1/3～2/3）が枯

れている， E：樹冠の大部分 （2/3以上）が枯れて

いる， I：ごくわずかの枝葉が残るだけ

－針葉の健全度 V：すべての針葉が青緑色，町：

一部の針葉が黄緑色になっている， 田： 多くの針葉

が黄緑～黄褐色になっている，E：多くの針葉が黄

褐色， I：すべての針葉が黄褐色

v）対象木周辺の稚樹および実生の有無を確認し

た。

vi）近年丹沢山塊ではニホンジカによる樹皮剥ぎ

の影響が顕在化している（古林ほか， 1997）。このた

めニホンジカによる樹皮剥ぎ痕の有無を調べた。

vii）枝の一部を採集し，神奈川県立生命の星 ・地

球博物館に分布の証拠標本として収蔵した。

調査結果

a 標本調査の結果，以下の標本

が確認できた。

神奈川県丹沢1955.Aug.22小島俊

場所

塩水川左岸支尾根

ものと推定された。なお，地蔵尾根上には通称・五

葉松の峰というピークがあることから，早くからヒ

メコマツの存在が知られていたものと予想される。

ヒメコマツの成木は尾根上ではヒノキ，ツガと混生

し，塩水川左岸支尾根ではこれらの樹種のほかにス

ギが混生していた。また斜面部ではブナ，イヌブナ，

ミズナラ，アカシデ，ヤマグルマなどと混生してい

た。低木はスノキ，ネジキ，アセビが見られた。林

床は袖平山の一個体を除いてはササを欠いていた。

このようにササを欠く場所は，ニホンジカの採食に

よってササを欠く場所と 表層土壌が未発達のため

ササが定着できないと考えられる場所があった。

この他に大山山頂のヒメコマツ（神奈川県植物誌

調査会編， 1988;2001)が現存していること，および，

津久井郡青根のヒメコマツ（神奈川県系博物調査曾編，

1933）が現在も下青根の人家に植栽されているのを確

認した。

以下は上記のヒメコマツのうち植栽木は除き，天

然性のヒメコマツを対象として扱った。

i ）個体群構造

塩水川個体群の成木の最大樹高は23.3m，最大胸

高直径は74.5cmであった。この個体群は， DBH50cm

表1 確認されたヒメコマツの分布地と個休数

分布標高（m) 成木 稚樹 実生

800～900 9 + (4) 2 14 

郎（TFA），丹沢山塊蛭ヶ岳 臼ヶ岳

1956.May 4金井弘夫 （TI），神奈川

県丹沢原L巻附近1956.Jul.18 Y. K. （筆
者注 ：小林義雄）(TFA），神奈川県西

丹沢姫次1959.Aug.18西尾和子（KPM)

蛭ヶ岳北方地蔵尾根 1000～1200 20* 26 1 

丹沢山塊で採集された標本は，い

ずれも 1950年代に採集された標本

であり，近年採集された標本は確認

できなかった。

b 現地調査の結果，ヒメコマツ

の成木は，蛭ヶ岳北方地蔵尾根上部

の標高1000-1200m附近で20個体， 塩

水川左岸支尾根上標高800-900m附近

で9個体が確認でき，これらは個体群

（以下，それぞれ塩水川個体群，地蔵

尾根個体群と呼ぶ）としてまとま り

を持っていた。さらに袖平山周辺で

単木として2個体，合計31個体が確

認できた （図l，表1）。 また，塩水川

左岸では調査を行った尾根とは別の

支尾根上で4個体程度を双眼鏡で確

認できたことから，丹沢山塊では少

なくとも 35個体程度が分布している

袖平山周辺 1300～1400 2 

メロ丸 呈ロ」lI- 35 

括弧内は双眼鏡で確認、のみの未調査個体数

*20個体のうち 1個体は調査期間中に幹折れした
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から突出している個体も多かった（図3）。 一方， 7m

未満の個体の多くは周辺の樹木に被陰されていた。

ii）生育立地

ヒメコマツの生育立地は，斜面，崖縁，尾根肩，尾

根上， 崖途中の順で多く見られた（図的。

iii）結実状況

2003年あるいはそれ以前の球果は，塩水川個体群

ではいずれの個体にも見られた。また，地蔵尾根個

体群ではDBH27.5cm以上の13個体のうち7個体に着

果が見られた。

以上の個体が78%を占めており， 小径木の個体が少

なかった（図21）。途中で幹折れの認められた個体

(No. 2）を除いて，いずれの個体も林冠層に達してお

り，林冠層から突出している個体が多かった。

地蔵尾根個体群は，最大樹高17.5m，最大胸高直

径は60.0cmであった。この個体群では塩水川のそれ

と異なり， 70cm以上の大径木は存在しないが，

DBH50cm未満の個体が初出を占めており，胸高直径階

10 20cmおよび30-40cmにモードが見られた（図22）。

樹高7m以上の個体の大部分は林冠層に達し，林冠層
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図21 ヒメコマツ成木の胸高直径階分布および胸高直径と樹高の関係 （塩水川個体群）
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図22. ヒメコマツ成木の胸高直径階分布および胸高直径と樹高の関係 （地蔵尾根個体群および袖平山周辺個体）
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図3 1也蔵尾根におけるヒメコマツの生育状況。

ヒメコマツの樹高は周囲の樹種より高く林冠層より突出している



iv）樹冠および針葉の健全度

調査対象木31個体の樹冠のうち77%は健全 （健

全度V）であった（表2）。 塩水川個体群には梢端が

枯れたもの （健全度町）もあった。これはヒメコマ

ツには林冠層から突出している個体も多く，風ある

いは落雷の影響を受けたことが原因と考えられた。

なお，地蔵尾根の一個体（No.7）の樹冠は大部分が枯

れていた（健全度 II）が，これは樹冠にオオクマヤ

ナギが密に巻き付いたためであった。

針葉の健全度は， 一部の針葉が黄緑色になってい

る （健全度N）個体も若干あたったが，調査対象木

の94%は健全（健全度V）であった （表3）。

v）稚樹および実生の有無

塩水川個体群では，実生が14本，稚樹2本が確認

できた。また，地蔵尾根個体群では実生l本，稚樹

26本を確認できた。単木としてそれぞれ確認された

袖平山周辺の2個体はそれぞれ着果がみられたが，

表2 ヒメコマツ成木の樹冠の健全度

樹冠の健全度 t,w;水川｜ 地蔵尾根 相l平山

v 5 17* 2 

N 4 2 。
皿 。 。 。
日 。 1 。
。 。 。

安17個体のうち 1個体は制査期間中に幹折れした

表3 ヒメコマツ成木の針葉の健全度

針葉の健全度

v 
IV 

lil 

n 

底＊川 地蔵尾根 宇rl1平山

9 18* 2 

0 2 0 

0 0 0 

0 0 0 

I I 0 0 0 

女18個体のうち 1個体は調査期間中に幹折れした

稚樹および実生は確認できなかった （表1）。

塩水川および地蔵尾根個体群における実生および

稚樹の樹高階分布をみると，塩水川個体群はlOcm以

下の実生および稚樹のみであり（図5），そのうち88協

が2003年に発生した当年生実生であった。また，地

蔵尾根個体群は当年生の実生はl本確認されただけ

であり，残りの稚樹26個体は2003年以前に発芽した

もので，稚樹齢はおよそ5～ 10年程度のものがほと

んどであった。しかし，これらの稚樹でlOcmをこえ

る個体は少なかった （図5）。 また，これらの実生あ

るいは稚樹は，大径木の根張りの陰や，岩あるいは

石の陰，傾斜の遷急線上など，傾斜が段違いになっ

ているところで，斜面上部から移動してくる土砂や

落石を回避できると予想される場所に見られる傾向

が強かった。この傾向は現在の成木の生育地と共通

主語
＋キ
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していることも多く，ヒメコマツの生育地は実生定着

段階である程度決まっている可能性が示唆された。

vi）ニホンジカによる剥皮の影響

塩水川個体群の9個体のうち，4個体にニホンジ

カによる樹皮剥ぎ痕が認められた。また，地蔵尾根

個体群では20個体のうち， 5個体にニホンジカによ

る樹皮剥ぎ痕が見られた。これらの樹皮剥ぎ痕が認

められた個体は，ニホンジカが近づきやすい立地に

生育している個体であり，いずれも幹の山側のみが

樹皮剥ぎされ，急峻な幹の谷側はいずれの個体も剥

皮はなかった。剥皮の割合は最高でも幹周の6割程

度であり，幹全体が環状に剥皮されることはなく，

この影響による樹勢の衰えは認められなかった。

考察

丹沢山塊のヒメコマツの分布状況

丹沢山塊ではヒメコマツ成木35個体の生育が確認

された。しかし，林ほか(1961）で最も個体数が多いと

された風巻周辺から原小屋にかけての尾根沿いでは，

今回の調査の結果，袖平山周辺において2個体確認

されただけであった。本研究の標本調査の結果およ

び林ほか(1961）の風巻での植生調査表や撮影写真から

判断して， 1950年代には同産地附近で，比較的多く

ヒメコマツが見られたという林ほか（1961）の記載は信

頼に足るものと思われる。このことから 1950年代に

おいてもそれほど多くはなかった（林ほか，1961）ヒ

メコマツの個体数が，およそ50年間で大きく減少し

たものと考えられる。その原因として，風巻頂上周辺

および原小屋周辺は，現在ヒノキの植林地となって

おり，丹沢山塊では1950年代より拡大造林が実施さ

れた（神奈川県レッドデータ生物調査団編， 1995）こ

とを考慮すると，人工林化に伴う伐採により消滅し

た可能性が考えられる。一方で，現在ヒメコマツが分

布している急峻な尾根や痩せ尾根上は，ヒメコマツ

の生育に適した場所であるとともに，人為の影響を

受けにくい場所であったと考えられる。

では，このような尾根上では今後のヒメコマツの

25 

20 I Jl 口地蔵尾根

15 

10 
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図5 実生および稚樹の樹高階分布



更新が行われていくのであろうか。地蔵尾根個体群

では樹高1.3m以下の実生および干住樹は， lOcmを境に

大きく個体数が減少していた（図5）。そして，尾根

上ではlOcm以下の実生および椎樹が大部分を占めて

いるのに対し， 20cm,30cm および、60cmクラスの稚樹

はそれぞれ40度以上の斜面上や，崖縁や崖途中など

に見られた。本研究調査の結果，地蔵尾根ではニホ

ンジカの採食可能な位置にある林床植生が，アセビ

等の一部の不晴好性植物を除いて貧弱であることか

ら，相当数のニホンジカが生息していると予想され，

このため一定以上の個体サイズとなった稚樹が採食

されている可能性も示唆される。そして，この個体

サイズは，地蔵尾根上の3月初旬の積雪が15～20cm

程度である（逢沢，未発表）ことから，冬季の積雪

深によって決まっている可能性がある。

ただし，ヒメコマツあるいはキタゴヨウの更新は

明るいところで良好（佐倉・糟谷， 1983；林田， 1989;

有井・小泉， 1991）であり，地蔵尾根においては樹

高7m以上の個体のほとんどは林冠層に達し， 一方で

7m未満の個体の多くは周辺の樹木に被陰されていた。

さらに地蔵尾根における胸高直径と樹高の関係にお

いても，胸高直径20-30cmの聞に不連続性が認めら

れ，またlOcm以下の成木がほとんどなく（図22)' 

lOcm以下の稚樹が比較的多かった（図5）。このよう

な稚樹を含めた樹高サイズにみられる不連続な一定

のまとまりは，ヒメコマツの更新に適した，崩壊や

倒木に起因する林冠疎開の頻度を反映したものであ

る可能性も考えられる。

これらのことから，今後は稚樹のモニタリングを

通して，ヒメコマツの稚樹がニホンジカ等の採食の

影響を受けているのかという問題をふくめて，実生

の消長を長期的に調査していく必要があろう。

千葉県房総丘陵の個体群との比較

近年，千葉県房総丘陵のヒメコマツ個体群が急速

に衰退している（藤平ほか， 2002）。この衰退現象は，

成木の枯死および小径木，稚樹および実生がほとん

ど存在しないことにより特徴づけられる。本研究の

調査の結果と千葉県房総丘陵のヒメコマツ個体群の

詳細な調査結果（尾崎ほか， 2001）を比較すると，ヒ

メコマツの生育立地条件は両地域に大きな違いは認

められず，いずれも斜面，崖縁，尾車問青，尾根上， 崖

途中などに生育が認められた。しかし，丹沢山塊の

個体群は，房総丘陵の個体群に見られるような枝お

よび針葉の枯れは認められず，健全であるうえ，房

総正陵の個体群に見られるような枯死木は見られな

かった。これらのことから， i ）針葉および枝の枯

損あるいは成木の枯死は房総丘陵に特異的な現象で、
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あること， ii）丹沢山塊では稚樹あるいは実生が

比較的多く確認されたことがわかった。

i ）針葉および枝の枯損

ヒメコマツは房総E陵では標高17032伽附近に分

布しており（佐倉ほか， 1978），一方，丹沢山塊では

およそ標高800-120伽附近に分布している。したがっ

て，これらの枯損の原因は標高の違い，すなわち房総

丘陵の個体群の分布標高が低いことに起因している可

能性が考えられる。また，房総丘陵におけるヒメコマ

ツの集団枯死要因のーっとしてマツノザイセンチュウ

の被害が挙げられている（佐倉ほか， 1978）が，マツ

ノザイセンチュウによる枯損発生限界標高は，関東周

辺では50伽とされる（吉田ほか， 1997）ことからも，

両地域の分布標高の違いが，間接的あるいは直接的な

要因となっている可能性が示唆される。また，近年，

枯死要因のーっとして取り上げられている温暖化との

関連性も示唆されるが，これを評価するためにも，関

東周辺あるいは西日本の低い標高に分布するいくつか

のヒメコマツ個体群との比較研究が必要で、ある。

1i ）個体群規模と天然更新

房総E陵のヒメコマツは，小径木，稚樹および実

生がほとんど存在しない（尾崎ほか， 2001）。このよ

うな現象は，同じゴヨウマツ類であるヤクタネゴヨウ

にも見られる（千吉， 1995）。これは個体群規模の縮

小により， 高い頻度で自家受粉がおこり，種子の捻性

が低下したためと推察されている。確かに本研究調査

の結果，個体群規模が単木レベルになると，球果生産

が行われでも，実生が生じえない可能性が示唆された

（表1）。しかし， 少なくとも7個体が繁殖個体で、あっ

た地蔵尾根個体群においては，比較的稚樹が多く認め

られたのに対して，房総丘陵の10個体以上の成木か

らなるヒメコマツの個体群で、は稚樹あるいは実生がほ

とんど存在していなかった（尾崎ほか， 2001）。この

ことは単純に現在の個体数の比較では個体群規模縮小

の影響を評価できないことを示唆するとともに，房総

E陵では世代経過の中で集団サイズの著しい減少が

あったことなど（糟谷ほか， 1991）により，現在は丹

沢山塊と同程度の個体群規模をもっていても，過去の

個体群規模縮小の影響を強く反映している可能性があ

る。ただし，個体群規模が大きければ後継樹がはたし

て多いのかどうかについては明らかではない。つま

り，ヒメコマツは岩尾根などに分布する特性から小規

模な個体群を形成する場合が多いと予想されるが，こ

れまでヒメコマツの更新に関する研究は，房総丘陵の

衰退傾向にあるヒメコマツの研究がそのほとんどであ

り，健全な天然更新が起きているヒメコマツ個イ柑の

更新に関する研究は極めて少ない。したがって，個体

群規模カヲ諒片におよぼす影響を評価する上でも，丹沢



山塊や房総丘陵のヒメコマツ個体群の個体群規模に

応じた更新動態や，遺伝的多様度および近交係数の

比較を行うと ともに，他地域の比較的大きな規模を

もっヒメコマツ個体群との比較も必要である。
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ギフチョウ踊からのコナサナギタケ（Paeci/omycesfarinosus）の出現記録

佐藤大樹・出川洋介・町田誠

Hiroki Sato, Yousuke Degawa and Makoto Machida: 

Paθcilomyces farinosus on a Pupa of Luehdorfia japonica 

Summary: Paecilomyces farinosus was isolated from a pupa of butterfly Luehdorfla japonica (L巴pidoptera:

Papilionidae). This is the first record of the fungus合omL. japonica. The isolate showed pathog巴nesityon pupae of a 

moth sp巴ciesGalleria me/onerα（Lepidoptera: Pyralididae) and produced synnemata on them. 

序論

コナサナギタケ， （Paecilomyces farinosus）は主と

してチョウ目の摘に寄生して，分生子柄束（無性の子

実体）を形成する見虫病原菌である。日本各地から記

録されているが，ほとんどがガの仲間からの記録で

あり，チョウの仲間からの記録は非常に限られてい

る（岡田他， 1993）。

今回，南足柄市において野外飼育したギフチョウ

の一部が死亡し，死体から糸状菌が発生した。ギフ

チョウからの昆虫病原菌の記録はほとんどないもの

と考えられるので，菌を同定し，他種のチョウ目踊

に感染させて病原力を確認したので報告する。

材料と方法

試料：著者の一人（町田）は1969年に神奈川県愛

甲郡清川村宮ヶ瀬でギフチョウの採卵をし，以来33

年間累代飼育bている。毎年，4月土句に僻化させ

た幼虫を屋内で飼育し，5月上旬にプラスチック製

の飼育ケース中で踊化させた後，赤玉土を入れた素

焼き鉢上に横たわらせて置く。その鉢を，庭先（南

足柄市）の雑木林林床に7分目ほど埋め，落ち葉を

のせて保存し，羽化を促している。2002年10月14日

に，土中のギフチョウ踊より発生した白い分生子柄

束を発見し，踊ごとに採取して試料とした。

菌の分離と培養：分生子柄束より白金耳で分生子

を酵母エキス添加サブロー寒天培地（酵母エキスlOg,

ペプトンlOg，ブドウ糖20g，寒天15g，水100伽1）に

接種して分離した。継代培養も同じ培地を用い， 25

℃24時間明条件で培養した。採集された試料の分生

子柄束の一部を切り取り，コ ットンブルー入りのラ

クトフェノルで封入して光学顕微鏡で形態観察した。

接種実験ソ＼チノスツヅ1）ガ（Galleriamel Janel la) 

の踊に分離菌を接種した。ミツバチの廃巣を餌とし

て，28℃， 24時間暗条件で飼育して踊を得た。
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菌の培養は上述の方法で、行った。界面活性剤（Tween

80）を300ppmi：悉加した蒸留水を，分生子の形成された

シャーレ面に注ぎ，分生子をガラス棒でこすり落とし

た。トーマの血球計算盤を用い，lmlあたり 107個の分

生子数になるように，同蒸留水で、希釈して調整した。

調整した分生子の水けん濁液に，ハチノスツヅリ

ガの踊18頭を浸漬して，体表全体に胞子を付着させ

た。その後，湿らせたtl差是正を敷いた3.5cmブρラスチツ

クシャーレに接種後の踊を入れて25℃， 24時間明条

件で培養し，分生子柄束の出現を待った。

結果

分生子柄束は白色で長さは最長15mm（図1）。 フィ

アライドはフラスコ型で先端が細く伸び，長さは

5. 2 8. 6 μ m, （平均6.3 ± 1.1 （標準偏差） μ m），幅は

1. 6 2. 4 μ m, （平均1.9±0.2（標準偏差）μ m）。 根元は

やや太く，先端に向かつて次第に細く なる。分生子は

楕円形， 2.2-3.0×1.3-1. 7 μ m, （平均2.5 ± 0. 2×1. 5 

士O.lμm（平均土標準偏差）×（平均±標準偏差），

フィ アライド先端から連続的に形成され，鎖状に連

なる（図 2）。これらの特徴から，青木（2003）の検索表

より， Paecilomyces farinosus （コナサナギタケ）と

同定した。標本は当博物館に保管し（即M-NC011980),

菌株は農業生物資源研究所に寄託した（胤町450034）。

接種後約1ヶ月後に観察したところ，12頭のハチ

ノスツヅリガ踊が白い菌叢で覆われており，そのう

ち4頭から分生子柄束が形成された。長さは最大約

8mmであった（図3,4）。分生子は，分生子柄束上お

よび，分生子柄を形成していない菌叢上の両方に形

成されていた。

考察

コナサナギタケ（Paecilomyces farinosus）は，多

くの場合， 地中のチョ ウ目の踊から生じる。昆虫寄



図1 ギフチョウ踊上のコナサナギタケ（Paecilomycesfarinosus). KPM-NC011980. スケール1cm.図2 培養されたコナサナキタケの

分生子と胞子形成細胞 微分干渉装置使用 コットンブルー入りラクトフエノルで封入 スケール10μ m. 図3 接種で、形成されたコナサ

ナギタケの若い分生子柄東 スケール＝5mm.図4 接種で形成されたコナサナギタケの分生子柄束 スケール5mm

生菌の寄主一覧表（岡田他， 1993）によると，ガから

の記S表は26種であるが，チョウからの記S五は，イ
チモンジセセリとモンシロチョウからの記録がある

に過ぎない。ガの仲間から記録が多いのは，農業害

虫が多いためと考えられる。

チョウの仲間からの感染記録が少ないのは，リ

ター内や地中で~！同化する種が少ないことが関係して

いるであろう。しかし，ギフチョウ踊は，小石の下

およぴ落葉の下で踊化することが知られている（福田

他，1982）。今回は，飼育虫を取り囲む土壌中にコナ

サナギタケが存在し，経皮感染したと考えられる。

ギフチョウの病原体としては， 核多角体病ウイルス

(NPV）が知られているが（Koy加1a,1963），病原糸状菌

は今まで未記録だと考えられる。今回の記録は，

チョウの仲間への本菌の感染例として貴重である。

今回，分離培養したコナサナギタケをハチノスツ

ヅリガの踊に接種することにより病徴を再現できた。

即ち， 接種された踊が死亡し，分生子柄束が形成さ

れ，分生子形成も確認できた。接種後，踊の体表上で

発芽した分生子が，経皮的に侵入した後，増殖して致
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死させたものと考えられる。注目すべき点は，分生子

柄束が形成されない場合もあることである。その場合

でも分生子は形成されていた。野外で白い菌層に覆わ

れた昆虫の死体を発見した時に，分生子柄束を形成し

ていなくても，コナサナギタケである可能性がある。

文献

青木裏児 ・柳瀬久良子 ・串田 保， 1975.賞きょう病症状を現

す数種昆虫病原糸状菌のカイコに対する病原性とその和

名ー 日本蚕糸学雑誌，44:365-370. 

福田晴夫 ・浜 栄一・ 葛谷健 ・高橋 昭 ー高橋真弓 ・

田中 蕃 田中洋若林守男 ・波辺康之，1982.原色

日本蝶類生態図鑑（！）.277pp.保育社，東京

Koyama, R. 1963. A revised list of microbes associated with forest msects 

in Japan. Mushi, 37: 159 165 

岡田斉夫・岩花秀典 ・国見絡久 ・島津光明編， 1993.天敵微生

物の研究手法 222pp.日本植物防疫協会，東京

（佐藤・森林総合研究所，出川生命の星・地球博

物館，町田．生命の星・地球博物館友の会）



神奈川自然、誌資料（25):75-78, Mar. 2004 

小田原市入生田におけるヒゲ力ビ（接合菌綱ケカビ目）の記録

出川洋介・酒井きみ

Yousuke Degawa and Kimi Sakai: 

Record of Phycomyces nitθns (Mucorales, Zygomycetes) at Iryuda, Odawara 

Summaηr: : Occurrence of Phycomyces nitens in the field in Odawara of central Japan was recorded for the period 

of about 4 years, April 1999 through October 2003. In the field, Phycomyces nit ens sporulated during th巴coolseasons 

from mid November to mid April, when the monthly value of the mean t巴mperaturewas below the annual mean 

temperature (15.5℃） ofOdawara. They grew on four kinds of Mammalian dung, out of which zygospore formation 

was observed, only once, on the surface of cat dung. 

はじめに

ヒゲカピ （Phycomycesni tens Kunze）は，いわゆ

る“カピ”の中でも特に大型の種で，高さ lOcmを超

える直立した糸状の胞子嚢柄を形成する。この胞子

嚢柄は多核の単細胞からなり， 真核細胞のサイズと

しては異例の大きさを誇るが，屈光性を示すために

光生物学のモデルとして多くの研究に用いられてい

る（大瀧， 2000）。このカピは欧州で19世紀に記載

され，搾油工場や油貯蔵庫などから知られてきたが，

東洋でも中国晋・明時代の記録に登場する「地震毛」

や， 日本の元禄年間の日記に残る「地より生じる毛」

などの正体をヒゲカピだとする推察もあり （大瀧，

1998），古くから人々に認識されてきたようだ。日本

では乾(1900）による東京小石川の白米店で幸則胃を捨

てたところに発生した記録が正式な初認とされ，以

後， 嗣に供えた赤飯や味噌玉など，人為環境下での

報告例が残るが，三浦（1977）は本種が広く草食動物

の糞に発生するものだろうと指摘している。しかし，

野外の動物糞上におけるヒゲカピの正確な観察 ・分

離記録は数例に限られており （Mikawa,1979），本種

の自然界での生態については不詳なことが多い。筆

者らは1999年から2003年にかけて，小田原市入生田

にある生命の星・地球博物館および，長興山紹太寺，

丸山の周辺において，複数回にわたってヒゲカピの

発生例を観察してきたので，ここに報告する。

方法

野外で直接，胞子嚢柄の発生が認められた場合に

は，発生基質ごと丁寧に持ち帰り検鏡した。また，野

外で動物糞を採集して持ち帰り，ポリエチレン製の

カップに清紙を敷いた湿室中に保管し，室温下で発

生してくるカピを観察した。必要に応じてPDA（じゃ
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がいも ・煎糖寒天培地， ニッスイ）, MEA （麦芽寒天

培地，ニッスイ）上で培養をし，胞子嚢を乳酸で封

入してプレパラートとし，光学顕微鏡で胞子嚢胞子

のサイズを計測し，種を同定した。また，予備的調

査と して，野外より持ち帰った土壌を上記同様に湿

室保存し，その表面にベイト （釣菌餌）をのせて釣

菌法を試行した。ベイ トには，混合培地 （米糠， 豆

腐殻（おから），油粕を等量混合し適量の水道水を加

えた後にオー トクレーブで120度， 20分間，滅菌）を

用い，薬さじ一杯分をカップ内の土壌表面に置いた。

結果

ヒゲカピ属には3種が知られており （Benjamin& 

Hesseltine, 1959），これらは胞子嚢胞子の形状（球

形か，円筒形か），およびサイズにより区別される。

日本からは胞子が円筒形の2種（長径が1530 μIllの

Phycomyces ni tens k山izeと，長径が812 μ mの P.

b 1akes1 eeanus Burge ff)が知られている。今回の観

察で認められたものは，胞子サイズの計測により，

全てPhycomycesni tensと同定された。

ヒゲカピ Phycomycesni tens k山ize, in Kunze and 

Schmidt, Mykol. Hefte 2: 1日，(1823）図1-7.

胞子嚢柄は高さ lOcmに達し，直径75-250μ m，柱

軸は卵型から瓢箪型で径85-300μ mに達す。幼若時，

胞子嚢柄は透明から黄色味を帯び，成熟に伴って暗

褐色となり，特に基部付近では， ほぼ黒色になる。胞

子嚢は幼若時，鮮やかな黄色だが，成熟に伴い褐色

となり，乾燥時やや灰色がかる。胞子嚢胞子は円筒

型から卵型， 15(18.7)-21.5 μmx6.7-(8.2) 11.7 

μm。接合胞子は，糞表面もしくは，崩れた糞，土壌

の塊内部の空隙に表生的に形成される。原配偶子嚢



図1,2003年4月1日ネコ糞上にヒゲカビ、が発生した場所（箱根登山鉄道入生田駅脇花垣），図2，タヌキ糞上でのヒゲカビの発生 （紹太寺付

近モミ林），図3，混合培地で高さ15cmまで、生育させたヒゲ、力ビ？図4，若い胞子嚢柄（入生田駅ネコ糞上上胞子嚢の直径は約200μ mに達

すl図5，胞子嚢胞子 （bar=50μ m）； 図6，接合した配偶子嚢 1菌糸直径は最大部で約40μ mに達す（ネコ糞よ）；図7，成熟した接合胞子，

直径は約250μ m （ネコ糞上）

は糞表面より立ち上がり 相互に基部で数回コイル

を巻き， くぎ抜き型，はじめ透明だが配偶子嚢の分

化に伴い黄色に着色し，成熟時，褐色からほぼ完全

な黒色にまで着色する。成熟時の接合胞子は直径約

250-300 μ Ill，支持柄はくぎぬき型で，二叉分枝を

伴う付属糸を生じる。記載は，野外採集品：2003年
4月1日，小田原市入生田箱根登山鉄道入生田駅駅舎

外側の花壇，ネコ糞上，に発生した標本（KPM 

NC0012116）に基づく。
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発生記録

1999年3月より 2003年4月までの4年間に，入生

田でヒゲカピの発生が認められた計12件を表Iにま

とめ，それぞれの採集地を図8に示した。

考察

1. 発生期について

野外で直接，胞子嚢柄が認められたのは計6回，発

生月は3月， 4月， 12月であった。湿室保管中にヒゲ



表1 小田原市入生田における過去4年間のヒゲカビの記録

日時 場所 立地発生基質

1. 1999年3月22日 生命の星・地球博物館管理通用口付近 砂利上 イヌ糞
2. 2000年12月1日紹太寺参道石畳脇 土壌上 イヌ糞
3. 2001年1月14日 山神神社付近．マダケ林脇の山道 土壊上 タヌキ糞
4. 2001年12月9日 紹太寺参道付近モミ林 落葉上 タヌキ糞
5. 2002年3月2日 丸山．陽光の園モミの木の下 土壕上 ノウサギ糞
6. 2002年3月19日 丸山．東斜面モウソウチク・スギ混交林 土壌上 タヌキ糞
7. 2002年11月17日吾性沢下流．ヒノキ林けもの道 土捜上 タヌキ糞
8. 2002年12月27日丸山．スダジイ林内林道沿い 朽木上 イヌ糞
9. 2003年4月1日 箱綬登山鉄道入生回駅線路沿い花壇 土壊上 ネコ糞
10. 2003年4月38 丸山陽光の国．猫糞よけネット付近 土壌上 ネコ糞
11. 2003年4月16臼 国道一号線沿い。歩道橋階段の下 土壌上 ネコ糞
12. 2003年4月16日 米穀店移転後の空き家の軒下 土壌 豆腐おから
*0 1/4MEYE培地上に糞塊片を接種したものより発生.* 2）土壌より釣葱法により発生

後出

直接
湿室で2月後（1128)
培地上で8日後判）
直接
湿室中で2日後
j皇室中で
j毘室中で3臼後
直接
直接
直接（乾燥気味）
直接
湿室中で5日後＊2)

表2 小田原市の過去5年間の月別平均気温

（単位。C，小田原地方気象台データより抜粋）

2主

図B ヒゲカビの発見された場所 （図中の番号は表1に対応）

カピが発生した動物糞の採集時期を含め，ヒゲカピ

が認められた期間は11月中句から4月中旬の半年の

間であった。調査期間4年間の小田原の月別平均気

温をみると （表2），この6ヶ月間は年平均気温に相

当する約15.5℃以下の冷涼期である。5月から 10月

の温暖期にも動物糞の採集はしていたがヒゲカピは

検出されなかった。

2. 発生基質について

発生基質はI例を除き全て動物糞で、あり，その動物

種は，タヌキ（4例）， イヌ （3例），ネコ（3例）およ

びノウサギ （1例）の4種で、あった。入生田には，この

ほかに大型晴乳類としてイノシシ，ニホンザル，テン，

アナグマが生息しているが，現在までに検討した限り

上記4種以外の動物糞からヒゲカピ、は得られなかったO

ヒゲカピが確認された地点は，図8に示す通り，住居

付近の人為環境下から，モミ林，スダジイ林のような

自然勝克下まで及んでいたが，これは，糞をしたそれ

ぞれの動物の行動範囲に対応するものだろう。

4種の動物のうち， 明らかに野生と考えられるの

はタヌキとノウサギである。タヌキからの発生例は

4例で最も多かったが， i留め糞が形成されている同

甲
山
一

m一則一則一

濃い網掛けをした禰は1 ヒゲカビの発生が認められ

た月の平均気温を示す

一地点より， 時間を置いて複数回採集した糞より，

ヒゲカピが全く発生 しないこ とも あった。三浦

(1977）は草食動物糞にヒゲカピが多いと述べている

が，明らかな草食動物であるノウサギの糞について

は， 10点以上のサンプルを検討したにもかかわらず

発生例は 1例のみであった。

3例のイヌ糞は，いずれも散歩中の飼いイヌが排i世
したものと考えられる。博物館清掃担当O酬の方々に

協力をいただき， 2001年11月26日の早朝清掃時，博

物館敷地内に見つかった飼いイヌの糞約30点について

湿室培養をしたが，ヒゲカピは認められなかった。

2003年4月に3地点、で発見されたヒゲカピは，いずれ

も地中に埋められたネコ糞に発生したものである。3

地点いずれも，直接雨が当たらず土壌がやや乾燥して

おり，ネコが糞をする安定した場所となっている。他

の類似環境下のネコ糞についても検討したがヒゲカピ

は認められなかった。タヌキ，イヌでは，落葉や砂利

など明らかに土壌には接触していない糞からの発生が

3例認められ，これらは経口伝播した可能性が高い。他

方，ネコ，ノウサギについては，土壌に接触していな

い糞も検討したが，ヒゲカピの発生は土壌に接触した
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ものに限られていた。これらは土壌由来のヒゲカピの

胞子が二次的に，糞に到達した可能性がある。湿室保

存した土壌から釣菌法により発生したl例はそのよう

な土壌よりの二次伝播の可能性を示唆するものであ

る。ヒゲカピの出現した土壌は，米穀店の廃屋の軒下

より採集したものであった。過去にも，白米店の中庭，

搾油工場，油貯蔵庫，嗣に備えた刑瓦味噌玉といっ

た人為的な基質上での発生例が知られている。今後，

土壌中の潜在的な胞子分布の検討をするうえで，混合

培地塊を用いた釣菌法の適用が有効と考えられる。

4. 接合胞子の形成について

2003年4月1日の入生田駅花壇のネコ糞において

は，唯一，糞の内部や表面において， 有性生殖時代の

胞子である接合胞子が形成されているのが認められ

た。天然、基質上での接合胞子形成例は極めて稀である

とされるが （大瀧，1998），同発生地には，複数個体の

ネコが繰返し糞をした可能性がある。そのため，交配

型の異なる菌体が同一の糞上で遭遇する機会が増した

のではないかと推察される。ヒゲカピの発生後，ネコ

糞上では糞生見虫幼虫や土壌節足動物の活性が高まり

急速に機械的破砕が進んだ。現地の土壌中に接合胞子

が分散して残存する可能性は高い。今後，同所の継続

観察により，自然界におけるヒゲカビの有性生殖過程

についてさらに詳細なt食言すを行いたい。
微小菌類であるカピの分布調査は技術的な困難を

伴うことが多いが，本種は大型であるため比較的目

に付きやすく ，教育用観察材料としての価値も期待

される（印東，1952）。生命の星 ・地球博物館普及講

座の参加者に，上記で得られたヒゲカピの菌株を配

布し，培養を試行してもらったところ，小学校5年
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生の木村元美氏が，お殻に砂糖水をまぜたものの上

で，高さ約 17 cmまでの胞子嚢柄の生育を確認し

た。今後，より詳細な分布や生態の調査のために，ヒ

ゲカピを発見された際には，封筒等に乾燥した状態

で保管し，著者までご連絡を頂きたい。
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小田原市周辺より発見された仙人杖について

出川洋介・正木照久・井上幸子・太田順子

Yousuke Degawa, Teruhisa Masaki, Sachiko Inoue and Junko Ohta: On “Sen-nin-

johぺblackculm rot of bamboo by Collθtotrichum hsienjθnchang found in Odawara 

2002年4月7日に静岡県函南町のマダケ林におい

て，全体が黒くなり枯死した竹が採集された。勝本謙

博士（元山口大学植物病理学教室）に同定依頼をした

ところ，”仙人杖”と称されるマダケの黒色立枯病で

あることが判明した。本病徴は人目をひくものだが，

近年，報告例が少ないことからここに記録する。

竹類に，同心円や雲状など様々な紋を伴った 「斑竹

類」と称されるものが， 古くより日本，中国で珍重さ

れ，工芸品に利用されきたが，多くは菌類の寄生を受

けたものである。仙人杖も斑竹類の一つで，本草網目

(1590），日本では和漢三才図会 (1713），重訂本草網目

啓蒙 （1847）にも「タケノコノタチガレ，退竹」として

紹介されているというが （日野， 1968），軟化してしま

うため，主に薬用として利用されてきたようだ。

日ino& Hidaka (1934）は仙人杖の原因菌として，

新たな不完全菌を発見し，「仙人杖」の中国語表記に

相当する” hsienjenchang”という種小名を与えて

Cっlletotrichum hsienjenchang Hino et Hidakaを記

載した。その後， Hino& Katsumoto (1958）は同種の

有性生殖時代が，子嚢菌門Diaporthe目の新たな種，

Gnomonia hsienjenchang Hino et Katumotoであるこ

とを解明した。 Kobayashi(1970）は同種を Glomerella 

属に近縁なものではないかと指摘しているが，詳細

な検討はされていない。日野(1968）によれば，本種

はマダケ，モウソウチクのほか，ホテイチク，ヒメ

ハチク，タイワンマダケ，クロチク，ハチクにも発

生するという。世界の竹類寄生菌一覧では，現在ま

でに本種は中国と日本からのみ知られている

(Eriksson品Yue,1998）。 近年，日本植物病害大辞

典 （勝本，1998）にも掲載例があるが，東日本から

の正式な分布報告例が見当たらない。

2002年春の初認以降，勝本博士により同定された

函南産標本（KPM-NC0012090）と同様な病徴を探したと

ころ，胞子形成は確認されなかったが病徴に基づい

て仙人杖と同定された標本が小田原市周辺，神奈川

県県西部から多数集まった。以下，仙人杖の病徴に

ついての観察記録について述べる。
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仙人杖 （マダケ類黒色立枯病） 図15. 

寄生をうけたマダケは，細かな末端分校を伴わず

主軸のみを残し先が細く収縮することが多い。しば

しばを梓鞘を残し（図2）， 手で容易に折れるほど柔

らかくなる。根は黒色化しないが，先端部は腐敗して

残らず，容易に引き抜くことができる。病斑部の表面

は，まだら状から全体に黒色となり，ニスを塗ったよ

うな光沢をおびる。表面には直径約0.5-1. Ommの円形

から不定形の，わずかに盛り上った隆起部を有すが，

更に発達して互いに融合し迷路状をなす （図3）。隆

起部の断面には， 7-8x810 μ mの暗褐色の細胞が密に

並び偽柔組織から繊維菌糸組織状の菌糸層をなす

（図5）。 強く黒色化するのは表層のみで，内面は汚白

色で繊維のみがササラのように残る （図4）。

採集記録
2002年4月7日， 静岡県田方郡函南町平井，マダケ，正
木・出川， KPM-NC0012090; 2002年11月8日，小田原
市入生田丸山，マダケ， 出川，KPMNC0012083 ; 2002 
年11月16日，小田原市入生田丸山林道， マダケ，出
川， KPM-NC0012084, 2002年 12月18日，小田原市入
生田紹太寺参道，モウソウチク，出川・ 白鳥元巳，KPM-
NC0010813; 2002年 12月18El，小田原市入生田宮沢
川上流，マダケ，井上・太田，KPM-NC0012085,2003 
年1月4日，静岡県田方郡函南UIT平井，マダケ，正木・
出川，KPMNC0012086 ; 2003年2月22日，小田原市入
生田丸山シイ林，マダウ， 黒沢知子，KPM-NC0010580; 
2003年3月2日， 平塚市土屋，マダケ，井上， KPM
NCOO 12088 ; 2003年3月18日，中郡大磯町生沢鷹取山，
マダケ，出Ill,KPM NC0010932 , 2003年3月30日，愛
甲郡愛川町角田，マダケ， 樽 創， KPMNC0012099; 
2003年3月31日，平塚市中吉沢，マダケ，出川，KPM-
NCOOl 1127 ; 2003年3月31日，中君II大磯町西小磯，マ
ダケ，出川， KPMNC0012089 , 2003年 10月5日，南足
柄市県立21世紀の森，マダケ， 太田， KPMNC0012093 , 
2003年10月8日，小田原市入生田吾性沢下流，マダケ，
勝山輝男， KPM-NC0012092.

本菌は県西部の低山には比較的普通に分布してい

たが， 千葉県からも2例の標本が得られ （2003年3月

9日，千葉県印搭郡印搭村A，マダケ，ジポーリン周

植，昨M-NC0012720; 2003年4月4日，千葉県印膳郡

栄町竜角寺，マダケ，井上幸子， l守MNC0012091), 

今後，他地域での発見が期待される。各竹林内では



図1 小田原市入生田産モウソウチク上の 4mに達する仙人杖（KPM-NC0010813) 図25.小田原市入生田産マダケ上の仙人杖， (KPM-

NC0012083 ) ；図2野外での発生状況（稗鞘が残存），図3 迷路状に融合した表面の隆起部！ 図4ササラ状に劣化した裏面の様子（図

3.4とも実体顕像， bar=5mm.），図5表面隆起部の切片に見られる偽柔組織～繊維菌糸組織状の菌糸層（光顕像， bar=50μ m) 

仙人杖の発生は 1から数本に限られ，それ以上に発

生する例は認められなかった。宿主はl例（モウソウ

チク）を除き，全てマダケで，付近に生育するアズマ

ネザサや他のタケ類には全く確認されなかった。モ

ウソウチクに発生したl例（即M-NC0010813）は長さ

4ml5crn，直径（最大部） 9cmに及び（図1），林叢内に

2本が認められたが，他の標本と異なり，堅く，表面

は光沢を欠いていた。日野 (1968）は「幼街時に擢病

したものは折れやすく，時には先端が曲がっている

が，成竹になってから擢病したものは，質が堅く，杖

などにも利用することもできるjと述べており，この

一点の標本は後者に相当するものと考えられる。 l例

の標本（KPM-NC0012083）では，隆起部の表層がめく

れ，露出した層上に，わずかに剛毛が認められたが，

この標本を含め，今回得られたいずれの標本からも

分生子や子嚢殻を検出することはできなかった。

日野（1968, 1978）は，梅雨明け頃に本菌を多く見

るが， 一年を通して竹林に残ると述べており，本草書

にも，萄がまさに竹になろうとして立ち枯れたもの，

という観察があると紹介しているが，本菌の生態に

関する詳細な調査は実施されていなし、。勝本 (1998)

は「越冬した擢病部に翌春形成された分生子が飛散，

発芽，侵入して感染が起こると推定されるが，実験

データはない」と指摘している。今固までに得られた

標本は，いずれも 10月から4月の聞の冷涼期に採集

されたもので，これらには胞子形成が認められな

かった。従って，今後，小田原周辺では，少なくとも

4月以後，夏にかけて，幼街が生育する時期に，本菌

の発生が安定している同一箇所での継続観察を行い，

胞子の形成や伝播，感染について明らかにしていき
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たい。併せて，本菌の分布域，宿主範囲についても明

らかにするために，今後，仙人杖の発生を認められた

際には，情報を寄せていただけると幸いである。
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神奈川自然誌資料（25):81, Mar. 2004 

『神奈川自然誌資料」の 25年間を振り返って

第 25号編集委員長高桑正敏

「神奈川自然誌資料」も今回で25号を迎えること

となった。「赤い表紙Jというイメージのもとに、神
奈川県内の自然誌研究の一時代を築き上げてきたと

自負したい。

その 「神奈川自然誌資料Jを立ち上げた中心人物
は、当館の元学芸部長であり、第l号の編集委員長で

あった中村一恵さんで、あった。その中村さんも 25年

という記念の時を迎えたいま、当博物館の学芸員とし

ての任を終えようとしている。奇遇と言うべきであろ

うか。さらに言うのであれば、第l号の巻頭論文は奇

しくも私による 「神奈川県の昆虫相の特性とそれを支

えてきた要因」であった。当時の私は県立博物館の外

にいたアマチュアだ、ったのに、思いもかけず本誌の

25年を振り返る立場になっている。このこともまた、

まったく奇遇としか言いようがないであろう。

個人的な感傷はそれまでにして、これまでの「神

奈川自然誌資料」を評価したい。

第1号の編集後記には次のように記されている。

『神奈川の地史的、生物的自然が近年どのような変貌を

とげ、どのように変化しているのか、それは部分的に

しか明らかになっていません。部分を見ること、知る

ことによってでも問題点の所在は知ることができます。

それには、自然、誌としての記録を着実に積み重ねてい

くしかないと考えます。このような観点を本書発行の

出発点にしたいと思います。現在の、あるいは過去の

神奈川の自然について真剣に考える人が一人でもふえ、

その礎を提供することに少しでも役だつことができれ

ばと考えております。そして、今後どうしたらよいか

は、ひとり自然科学の問題としてではなく、人間自身

の問題として取り組んでいく必要があります。自然、と

人間の関わり方はまさしく文化の問題であると考える

からです。今後のご支援とご協力をよろしくお願いし

ます。（中村一恵）』 まさに「神奈川自然誌資料」の目

的と役割がここに述べられている。そして、総目次に

あるように、それは十分に達成されてきたと認めてい

ただけるだろう。なおかつ、次世代に対する本誌の役

割もまた、継続の途にある。移入種問題をはじめとし

たさまざまな課題に直面している私たちとしても、第

l号の気概を改めてかみしめる必要があるだろう。

「神奈川自然誌資料」のもう Iつの役割は、アマ
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チュアや若い研究者にとっての登竜門的な存在で

あったと聞く。審査のきびしい学会誌をめざしたの

ではなく、研究者を育てる雑誌をめざしたのだと。

このために、編集委員はそれぞれに大変な努力を重

ねてこられたようである。実のところ、投稿原稿の

中にはその不備ゆえに、掲載の可否をめぐっていろ

いろと議論になったものもあった。しかし、編集委

員会の趣旨はそれを拒否することではなく 、いかに

して掲載可能な論文に仕上げていくかであった。そ

れゆえに、編集委員の皆様には誌上には現れない努

力が多々あったはずである。このことに改めて敬意

を表するとともに、お札を申し上げる次第である。

ところで、 「神奈川自然、誌資料jは当初、文部省 （当

時）の博物館活動補助金を得て発行されていたが、第

4号からはそれが打ち切りとなって県立博物館の負

担となり、現在に至っている。もちろん、県内の自然

誌研究のセンター的位置を担う立場としては、県費

負担は当然のことであろう。しかし、 1990年代前半

にはバブルも崩壊し、年を追うごとに県財政が厳し

くなっていく中で、本誌の発行予算を獲得するのも

困難な状況になりつつある。博物館外部の編集委員

に対するわずかばかりの経費も、最近は l人l回分

しか確保できなくてますますボランテイア同然と

なっている。さらに恥をしのんで、暴露すれば、本誌は

研究報告とともに当館の基礎研究費から捻出されて

いるが、それは学芸員の研究費を削つてのものなの

である。しかも、その学芸員の研究費もいまやほとん

どゼロとなってしまっている。実は25号の節目を迎

えるに当たっては、それなりの記念号にしたかった。

しかし、費用的に望むべくもない。これまでの総目次

を掲載することでお許しいただければ幸いで、ある。

残念ながら、県費での今後の発行には限界がある

のは否定できない。しかし、「赤い表紙」で親しまれ

てきた本誌の果たす役割は、創刊当時にまして大き

いものを感じる。それゆえ、私ども編集委員会とし

ては、その継続にあらゆる可能性を探っていくべき

決意を新たにしている。神奈川県の自然誌解明を願

う皆様方には、今後いっそうのご支援をいただ、きた

く、お願い申し上げる次第である。

（神奈川県立生命の星・地球博物館学芸部長）



神奈川自然誌資料 1号（1980）一25号（2004）総目次

1号 （1980）より 25号 （2004）に縄載の論文について、著者咽51イ卜ル，ページの順に表記しました。なお， 英文著者名 ・英文空イトルととも

にこれらの項目を掲載した総目次のファイル （Mi c r o so f t Ex c e I ）は司 神奈川県立生命の星 ・地球博物館WE Bベ ジ Cht t p: I I 

w•w. c ity. odawa ra.kanagawa. jp/museum/g.html ）よりダウンロードが可能ですのでご利用ください （編集担当）．

1号 （1980年，3月31日発行）
高桑正敏，神奈川県の昆虫柑の特性とそれを支えてきた要因， l
林 公義 ・西山喜徳郎，西湘定置網で漁獲された魚類 相模湾産魚類
目録 。I一， 15

高橋秀男，神奈川県のスミレ， 29
松原 聴ョ神奈川県西丹沢ザレの沢産プロンピエル石，39
今永勇 ・平田大二，神奈川県産鉱物（1 ）石膏， 43
森慎一，大磯町虫窪の二宮層群活断層と貝化石， 45
平田大三，葉山層群模式地の現状（ 1 ）ー森戸硬質泥岩層（三梨ほか，

1968) '49 
今永勇，神奈川の風景と地質（1 ）矢倉岳， 51
今永 勇 ・高梨征雄，神奈川県の風景と地質（2）横浜市三ツ沢の台地， 55
小林政男，神奈川県の風景と地質（3）湘南ライフタウ ン，61
生出智哉，横浜市緑区で採集されたオオゴムタケ， 65
村岡健作，神奈川県真館付近の海産生物（ 1 ）新岬海岸の海藻， 67
浜口哲 ，三浦半島北部における鳥類センサス例，73
石江馨石江進，鶴見川で観察されたイソシギの黒化個体， 79
石江馨石I工進， オオハシシギとカラフ トアオアシシギの渡来， 81
中村一恵，相模湾 ・東京湾における最近のタイマイの記録， 83
中村一恵，エラプウミヘピの記録， 84
秋山賞洋，神奈川県新記録のタマムシ4種＇ 85
村岡健作，横浜市港北区の権回池で採れた淡水貝， 89
小原 敬，ヴィ ーチと神奈川植物 1'93 
松島義章，神奈川県内各地に残されている縄文の海， 97

2号 （1981年，2月28日発行）
原聖樹，人為の歴史をとおしてみた県北のカシワ林の消長とンジミチョウ，l
池田 等，相模湾で採集された蟹類ー相模湾産蟹類目録（ 1 )-'11 
林公義長峯嘉之，三浦半島淡水魚類調査追加記録と一考察， 23
石江馨石江進，ヒメウズラシギの渡来， 29
堀 1告ー金子富i古，横浜市野毛山動物園で保護された野生傷病鳥
1971～ 1981 -'31 

浜口哲一，平塚市内で記録されたムギ7キなどの鳥類について， 36
山口佳秀， H甫乳類ノート（ 1）ーホンドカヤネスミの新産地 , 37 
飯村武，酒匂川河口付近で捕獲されたウミネコの胃内容物について，39
中村 恵，ミシシ ァピ アカミミガメの野生化について， 41
村岡健作 山田文雄，横浜市金沢区の弁天池で採れた員とエピ， 43
小林峯生，トワダカワゲラの新産地， 45
柳川定春 ・高橋秀男・大場達之，神奈川県のマヤラン類， 47
小原敬，茅ヶ崎のアメリカネナシカズラ， 55
生出智哉，鎌倉，杉本寺のかやぶき屋根上の藤苔 ー地衣類， 57
守矢淳一，デンジソウの群生地 秦野で発見， 60
小原 敬，ヴィ ーチと神奈川植物2,61 
平田大二，葉山層群摸式地の現状（2 ), 63 
今永 勇，山北町東電山北発電所対岸の逆断層， 66
松島義章，横浜南西部 ・戸塚区岡津町の下末吉層相当層より産出した
貝化石について，67
袴田和夫，真鶴軽石流堆積物に見られる捕獲団塊， 76

3号 （1982年，3月28日発行）
生出智哉，鎌倉市で採集したツクツクポウシタケ， l
小原 敬，ヴイ ーチと神奈川槌物3, 5 
城川四郎 ー大場達之，丹沢山地のハイケイソウの変異， 9
柳川定春，ギンランの 変異個体について， 15
森慎一・内田法英，古地ョ二りによる低角スラスト群の発見とその意義， 17
千葉達朗，根坂間活断層露頭について， 23
松島義章，長沼層産のサメ類歯化石， 29
平田大二， 葉山層群摸式地の現状（3 ), 31 
今永 勇，神奈川のおいたちー絶対年代と地層の対比， 35
地学文献目録作成グループ，神奈川県の文献目録地学関係（1976～
1977),39 

江藤哲人，横須賀米軍司令部地域の地質， 53
中村一恵，相模湾のウ ミヘピ類，とくにセグロウミヘピについて， 59
山口寿之，神奈川県の潮間帯フジツボ群集ーその l，東京湾西岸 '63 
石江馨・石江進，ハシブトアジサシとクロハラアジサシの渡来＇ 65
林公義長峯署長之・伊藤孝水野信彦，神奈川県西部および伊豆
半島の淡水魚類調査について（予報）， 67 
浜口哲一犬山聡彦熊谷潤 ・八城敬友，相模川馬入橋に見られる
ハクセキレイの集団鳩について， 81
大場信義，城ヶ島におけるクマゼミの観察， 89
村岡健作，神奈川県真鶴付近の海産生物（2）海綿動物について，93
村岡健作，ベンケイガニ類のゾエアの放出行動， 94
小林峯生，狩川の毛麹目（昆虫）柑について， 95

4号 （1983年，3月25日発行）
池谷イID之，Hancock博物館に保管されている横浜港と三浦海岸の介形虫類， l

82 

坂本繁夫 ー土屋裕志，三浦半島の歩行虫（予報）， 7 
鈴木 裕，神奈川県のカメムシについて（ l ), 18 
新堀豊彦 ・高桑正敏 ・新井一政，横浜市内で発見されたベーツヒラタ
カミ キリ をめぐって，27

平山洋人，神奈川県内におけるカミキリムシ科甲虫数種の記録， 29
小林峯生，此之沢におけるライト トラップによる毛麹目（昆虫）の採
集結果 第一報， 31
野崎隆夫，相模川に生息するアミ メカゲロウの生態， 37
青木淳 ，神奈川県の低山および平地の緑地のササラダニ類，42
村岡健作，横浜市金沢地先の人口砂浜にすむコメツキガニの底質， 48
山口寿之，神奈川県の潮間帯フジツボ群集ーその2ー， 51
新井一政，藤野町で発見されたモリアオガエルについて， 56
浜口哲一 ・林弘章，平塚市の淡水魚類， 60
中村一恵 室伏友三， 神奈川県小田原市で捕獲されたヒメシロハラミ
ズナギドリについて， 70
生出智哉，横浜市三保市民の森で採集したキノコ目録， 73
綿貫知彦，中津川上流部のケイ藻類（予報），78 
小原 敬，ヴイーチと神奈川植物4' 83 
山口寿之 ・松島義章平田大二 ・荒井章司 －伊藤谷生村田明広 田T
田洋新井房夫・高柳洋吉 ・尾田太良 ・岡田尚武北里洋，
三浦市下富田付近の初声層と宮困層の不整合，87
松島義章 ・永見至，横浜市南西部 ・戸塚区いずみ野の下末吉相当層よ
り産出した貝化石について， 93

5号 （1984年，3月25日発行）
伊藤正宏 脇 -!l~ ，神奈川県内のウラゴマダラシジ ミの分布とその
歴史的背景， l
原 聖樹，神奈川県に野生化したホソオチョウ， ll 
内田臣ー，丹沢山地における大型カワゲラの分布， 17
内田臣一，道志川此之間沢で採集されたカワゲラ（績麹目），26 
小林峯生，此之間沢におけるライ ト・ トラップによる毛麹目（昆虫）の
採集結果（第二報），27 
浜口哲一 ・端山 昇，神奈川県内におけるツバメ類の繁殖分布， 33
飯村 武，アオノミズク Ninoxscutulata japonicaの繁殖生態に関する知見，44
中村一恵 ・大坂 堂・竹内敏夫， 1983年の台風5号により神奈川に漂
着した海鳥について，50
室伏友三，酒匂川で観察されたマガモとカルガモの自然、交雑，54
中村一恵，鶴見川で採れたテイラピアについて 57
内田藤吉ー小清水康夫，神奈川県西部におけるカンアオイ属
(Heterotropa）の種類と分布について， 61
高橋秀男，丹沢のアオベンケイ， 70
大森雄治，三浦半島で再発見されたタシロラン 71
大場達之， ミヤマカ ンスゲとゴンゲンスゲの雑種（短報）， 74 
小原 敬，新帰化粧物アメリカトゲミギク（新称）神奈川県富ヶ瀬に産す， 75
生出智哉，箱根の蘇類目録， 78
太田陽子 i畢 祥 ー三好真澄，三浦半島中部海岸の貝層の＂c年代， 85
佐々木 巌 平田大二 ・松島義寧，横浜市立金沢高校理科地学実習
(1964-1975）において採集された小柴層産貝化石リスト， 91

今永 勇，神奈川の風景と地質（4）相模野台地中央部大和市域の地質， 95
寺島康夫，山北町谷峨付近の安山岩岩脈中に産する斜長石の産状と屈
折率による分類， 99
武藤朝子 ー山口寿之，神奈川県二宮町栗谷における鍵層’二枚組スコ
リア，について（短報）， 102 

6号 （1985年，3月25日発行）
高橋秀男，神奈川県の植物地理， l
長谷川義人，ミゾソハ類について， 13

中村俊彦，神奈川県内の森林植生の人為による改変と着生コケ群落の
生態，21

生出智哉児玉規子，鎌倉の鷲苔類仮目録， 29
浜口哲一，丹沢のエゾタンポポについて， 35
浜口哲一 一寸木肇，南足柄市で発見されたオヒキキコウモリについて 37
中村一恵ー岩本重治，ハクセキレイとセグロセキレイの交雑個体について 41
中村一恵，セグロセキレイの羽色変異個体二，三， 47
室伏友三 高橋和也 ・初瀬川孝夫，湯河原町福浦港で記録されたハシ
ジロアピについて，51

丸猶丸 丸 武志， 1928年から 1936年の聞に逗子で観察された鳥類 55
中島滋 石原龍雄中村一恵，アカハラを襲ったツミ， 59
西村正賢・岸 一弘 ー神宮JI昭夫，神奈川県の平野部におけるミドリ
ヒョウモン，メスグロヒョウモンの移動について 61

小林峯生，此之問沢におけるライト ・トラップによる毛麹目（見虫）の
採集結果（第三報），67 
高桑正敏，イネハクイハムシの横浜からの記録， 75
内田臣 ，続・道志川此之問沢で採集されたカワゲラ（補麹）目， 79
石原龍雄，酒匂川で採集されたリンゴガイについて， 81
山口佳秀 松島義章， 横浜市内沖積層産のニホンジカ下顎骨化石につ



いて，83

今永 勇 並木保男，神奈川県座間市域の相模原段丘の地質， 93

7号（1986年， 3月25日発行）
中村一恵，2種のセキレイの分布境界における 15年間の変化， ！
神保健次・神保忍 山崎良子，厚木市におけるヤマセ ミの生態調査
採餌と営巣場所についてー， 15

竹内敏夫 原 久美子，横浜市野毛山動物園で保護された野生傷病鳥
1971 1985, 19 

小林峯生 小富山仁，神奈川県における地上棲小型H甫乳類の水平およ
ぴ垂直分布について， 25

山口佳秀，カヤネズミの乳仔の人口飼育について， 37

吉行T晶子 木下あけみ，川崎市内で発見されたニホンヤマコウモリ の
冬眠集団，43

小林峯生，横浜市内で捕獲されたアプラコウモリ，49

飯村 武，海老名耕地用水路（相模川左岸水系）におけるテラ ピアにつ
いて，51

井形啓一郎， 1972年から1985年の聞に横浜市緑区赤田で観察された燦
類，55

東 良雄，神奈川県で発見されたミノ ブマイマイについての

村岡健作，横須賀市走水産のマメガニ類2穫， 67
西野洋一，横浜市および秦野市の唇脚類，71
大場達之，神奈川県のクサアジサイ， 77
高橋秀男，クロム ヨウランについて， 85

長谷川義人 ・浜中義治，神奈川県産ネコノチチについて，89
浜中義治，多摩川で発見されたカンエンガヤツリ ＇95
生出智哉 吉田文雄，丹沢山地東斜面とその山麓部の務苔類目録第一
幸11,97 

松島義章，化石ヨシズガイの新産地， 105
松島義章，横浜南部，杉田町から産出した中里層（中部更新統）の貝化
石， lII 

加藤 昭，神奈川県津久井町長者舎産ヨハンセン輝石， l17 

B号 （1987年， 3月25日発行）
平田大二 ・相原延光猪俣道也，城ヶ島南西部にみられる三崎層の層相， ！
神保幸則，長沼層の地質について， 13

今永勇， 山北町日向付近の地質と地質構造， 23

加藤昭平田大三，神奈川県足柄上郡松田町猪越産菱沸石， 27
松島義章，中津層群から産出したホホジロザメの歯化石代？いて， 33
松島義章 山口佳秀，横浜市内沖積層産の貝化石と泥炭のゐ昼 C年代， 37

大場達之，ウシオツメクサ属の帰化植物，ウシオハナツメクサ， 41
大場達之，ワニグチソウとナルコユリの自然雑種， ワニグチナルコユリ ，45
高橋秀男，丹沢山地におけるアザミ属の自然雑種， 49
城川四郎，神奈川県産のテンニンソウについて， 53

山内好孝，三浦半島のオオハクウンラン， 59
飯村 武，丹沢山塊のニホンザルについて， 61

小林峯生，鎌倉市周辺におけるタイ ワンリスの近況， 67
山口佳秀， H南乳類ノート（ 2) 側溝をけもの道として利用するタヌキ

についてー 71
浜口哲一，清川村札掛で観察されたホンシュウモモンガについて，75

中村一恵 ・山口佳秀，真鶴山中で捕獲されたゴマフアザラシについて，77
室伏友三，酒匂川で記録された黄脚のセグロカモメについて， 81
高桑正敏，神奈川県産ゲンゴロウ類資料（1 ), 85 

西村正賢，横浜市緑区寺家町の直麹目， 89
酒井春彦，足柄よ郡大井町におけるアリ類の結婚飛行の観察記録， 95
池田博明 ・佐藤伸 稲葉茂代， 小田原市内4箇所の社寺林（蓮昌寺 ・

大蓮寺 真福寺・大稲荷神社）の真正クモ類， 99
ーす木肇 石原龍雄，日本初記録のタ イワ ンオオヒライソガニ（新称
)Varuna yui Hwang et Takedaについて， 107

東 良雄，スナガイ とその模式産地（三崎）について， lII 

9号（1988年， 3月25日発行）
金川直幸，静岡県の河口域魚類一神奈川県との比較 'I 
林 公義 ー長谷川孝一，ヤセハリセンボン Diodoneydo山；；の漂着記録， 15
斉藤和久 浜口哲一，金目川東雲橋付近の淡水魚類 魚類へい死事故

に関連してー ，19
植田育男・ 萩原清司，江の島の潮間帯動物相，23

大和田隆，1由萱湾の多毛類相， 31
池田 等，相模湾産 卜ウカムリガイ科の貝類， 37
高桑正敏 ・西村正賢，神奈川県産シタノミガ属3種の記録， 41
新倉三佐雄，茅ヶ崎市の湿田で観察された鳥類，43
中村一恵石江 馨石江進，多摩川河口で観察されたニシセグロ
カモメについて， 55

山口佳秀，晴乳類ノ ト（3）ータヌキのけもの道についてー， 59
生出智哉 3神奈川県産ヒダナシタケ類目録（第l報），65 
生出智哉，神奈川県清川村宮ヶ瀬のコムラサキシメジの大発生について，73
内田智雄 ・今永 勇，南足柄市無礼山の箱根古期外輪山溶岩， 79

神保幸則，長沼層の貝化石について， 83

10号 （1989年， 3月25日発行）帰化生物特集
中村一恵，日本の動物相における移入種および帰化種の位置づけに関

83 

する試論， l

浜口哲一， 神奈川県におけるタンポポ調査の事例と今後の課題，9
山口寿之，外国から日本に移住したフジツボ類，特に地理的分布およ
び生態の変化， 17

中村一恵 石原龍雄 ー坂本堅五 ー山口佳秀，神奈川県におけるハクピ
シンの生息状況と同種の日本における由来について， 33
林公義 ・浜口哲一 ー石原龍雄 木村喜芳，神奈川県の帰化魚類司43
森 文俊，オオクチパスと帰化魚類への私観， 65

生出智哉吉田文雄，神奈川県における ミカブキゼニゴケの分布（予報），71 
植田育男 ・萩原1青司，相模湾江の島で観察されたミドリイガイについて.79 
池田 等，東京湾のチチュウカイ ミドリガニ，83

高桑正敏 中村一恵，川崎市多摩川河口域におけるクモガタテントウ ，87

11号 （1990年， 3月25日発行）
笠間友博 相原延光，横浜市西部における箱根新期火砕流の堆積構造， l
今永勇 ・山下浩之高橋隆之，神奈川県松田町のボーリングデータ，9
小泉明裕・松島義章，横浜南部の上総層群小柴層（前期更新世）から産
出したチシマガイ類二枚貝化石について， 13

武藤朝子 山口寿之 ・北里洋， 大磯丘陵に分布する二宮層の貝，有
孔虫化石群集，23

奥村 j青，藤沢市天岳院下， 長沼層産貝化石， 37
田中芳信・ 小泉明裕，川崎市宮前区馬絹の下末吉層より産出した貝化石，45

小泉明裕，横浜市港北区東山田から産出した新期ローム層堆積期のナ
ウマンゾウ化石，49

小原 厳，神奈川県厚木市および愛甲郡清川村の民家に保存されてい
るニホンオオカミの頭骨， 53

小原 巌，神奈川県愛甲郡清川村に保存されているニホンオオカミの前肢，67
松本丈人 ・浜口哲一，藤沢市で発見されたハクピシンのねぐらについて，71
中村一恵，神奈川県におけるハクピシンの生息状況（補遺），75 
市川恵三 中村一恵，神奈川県におけるハリネズミの野生化， 79
沼里和幸，小田原市酒匂川中流域における野鳥の生態的分布，81
林 公義 ・田丸秀幸，浦賀水道におけるベラ科魚類2種の分布記録， 91
山田和彦，神奈川県三崎魚市場に水揚げされた魚類， 95
萩原j青司 長谷川孝一，葉山町芝崎周辺の沿岸魚類， 103
山内達也 ー原 聖樹ー神奈川県における河川環境の変化と ミヤマシジ
ミの消長， lII 

高桑正敏，神奈川県産の注目すべき甲虫若干， 121
植田育男 ー萩原清司 z江の島潮間帯のフジツボ相，125
岡 武手IJ，横浜北西部のシダ植物， 131

勝山輝男，神奈川県のトウ ゴクヘラオモダカ， 143
生出智哉，箱根強羅地域の蘇苔類相について（予報）， 147 
内田英樹 浜口哲一， 神奈川県で記録されたオース トラリ アセイ タカ
シギ 153

徳永庭亜 ・古南幸弘 浜口哲一，神奈川県初記録のツシマ トリノ フン
ダマシ， 154

12号 （1991年， 3月31日発行）
箕輪義隆 ー嶋田哲郎 ・桑原和之 ー金田彦太郎 杉坂学 鈴木康之，
多摩川河口鳥類目録， l

中村ー恵，神奈川県におけるアライグマの野生化， 17

山田和彦，神奈川県三崎魚市場に水揚げされた魚類II,21 
工藤孝浩 岡部久， 三浦半島南西部沿岸の魚類， 29
高桑正敏古南幸弘，横浜市内のアカアシクワガタ発見例， 39
池田 等，相模湾で採集された蟹類（II),41 

萩原I青司ヨ横浜市野島周辺で得られたカニ類2稀種の記録， 45
植田育男 萩原i青司，江の島の海岸の水質環境， 49
勝山輝男 ・高橋秀男，神奈川県におけるサツキの分布状況，57
浜口哲一 佐藤恭子，平塚市周辺地域におけるイヌムギとヤクナガイ

ヌムギの分布状況，61
生出智哉，神奈川県産冬虫夏草菌目録， 65
今永 勇， 山北町河内川の小断層， 69
小泉明裕・松島義章，横浜市西南部の下部更新統小柴層産ホホジロザ

メなどの板悠類化石，71
松島義章 田平田 大二，三浦半島の化石シロ ウリガイ類の資料， 77
岸 一弘，神奈川県津久井町で採集したアカトンボ属雑種について，85
椀 真史，大機町で採集されたツシマト リノ 7ンダマシについて， 86

13号 （1992年， 3月31日発行）
中村一恵 ・石原龍雄，神奈川県におけるハクピシンの生息状況（補遺2), I 
桑原康裕 後藤好正，横浜市におけるニホンアナグマの記録， 7
桑原和之，多摩川河口で越冬するシギ ・チドリ類，9
高桑正敏 ー中村一恵ー 新井一政， 川崎市の多摩川土手に発生したホソ
オチョウ 13

林 公義 ー伊藤 孝 ・岩崎 洋 林弘章ー荻原清司足立 行彦・長谷川

孝一 ・木村 喜芳，伊豆半島須崎，田ノ浦湾周辺海域の魚類（追補），17 
植田育男 ー萩原1青司ョ江の島のタイ ドプールで観察された魚類， 29

工藤孝治 ・岡部 久 山田和彦，三浦半島南西部沿岸域の魚類 II, 39 
山田和彦 ー工藤孝治，神奈川県三崎魚市場に水揚げされた魚類 Ill,45
鈴木惟司，神奈川県表丹沢花水川水系におけるサワガニ体色変異集団
の分布パターン， 55

星野憲三， 神奈川県におけるマミズクラゲの発生について， 65



小原敬，神奈川県植物研究史補遺（1 ), 75 
田中徳久，神奈川県産のウシノケグサ属植物について 1 .ウシノケ

グサ類， 77
墨 完治・勝山輝男ョ 三浦半島産ムカコサイシン，89
田中一雄ョ小田原市山玉川水系におけるシダ植物の分布と生態について，93

吉田文雄 生出智裁，厚木市鐙ヶ獄山麓部の蘇苔類目録， 105
今1k 勇，泰聖子盆地のボーリングデータ， l13 
小泉明裕 ・松島義章，鎌倉市の前期更新統大船層産，深海性貝類 甲
殻類硬骨魚類化石群集について， l19 

14号（1993年1 3月 31日発行）

小泉明裕，神奈川県産ナウマンゾウ化石の新資料， l
松島義章 小泉明裕，足柄層群塩沢層下部（前期更新統の後期）からシ
カ類肢骨片と，メタセコイア属 ・オオ川ラモミ球果化石の産出，7

今永 勇，丹沢山地南部松回目］寄の谷に認められたTPf I火砕流， lI 
箕輪義隆 ・田淵俊人ー内藤典子，玉川学園鳥類目録， 15
中村一恵 ・室伏友三 足立陸子 初瀬川孝夫，神奈川県におけるカオ
グロガピチョウの野生化について，27

田代道粥 ー登坂克男，ツグミの部分自化個体の観察とその連年飛来例，33

井上 章，東海大学湘南校舎におけるツミの営巣，35
林公義・工藤孝浩，相模湾から初記録のシライヌハゼSilhouell印

dotui (Takagi), （魚類ハゼ科），39 
岡部 久工藤孝治， 三浦半島南西部沿岸域の魚類 IIl,43 
山田和彦 ・工藤孝治，神奈川県三崎魚市場に水揚げされた魚類 ・IV,49 

萩原清司 植田育男，江の島の潮間帯動物相 II , 53 
斎藤一三 金山彰宏，神奈川県産ブユ科（Simuliidae）の目録， 59
高桑正敏 中村進一，黒須コ レクション中の神奈川県およびその周辺
のチョウ類標本，67

勝山輝男，箱根産ニッ コウコウガイゼキショウについて，73
田中徳久，神奈川県産のウシノケグサ属植物について 2 トボシ力ラ，77
生出智哉吉田文雄，東丹沢周辺の地衣類目録， 81

15号（1994年， 3月 30日発行）

浜口哲一，平塚市における夜鳴く虫の出現季節と環境選好， l
苅部治紀 高桑正敏，神奈川県を主としたコオイムシ2種について， lI 
原 聖樹，神奈川県におけるミヤマチャパネセセリの分布， 15
池田 等，葉山芝山奇海岸産カニ類目録， 21
槌回育男 萩原清司，江の島のI朝間帯に生息するイワガニ科5種の分
布について，27

村岡健作，ムラサキイガイが着生したイワガニ， 37
土藤孝治 中村良成，横浜，川崎i中および中の瀬海域から初記録の魚
ま買，39

平因究重，神奈川県内におけるアマサギと ヒクイナの繁殖例，47
山口喜盛，丹沢山地における鳥類の希少な繁殖例について， 49
田中徳久，神奈川県の植物群落 1 ハコネコメツツジ群落， 53
勝山輝男，クロヤツシロランの地下部について，59
岡 武利，神奈川県のイヌケホシダについて， 63
吉田文雄・高橋秀男，厚木市で発見されたイヌタヌキモとイ トモについて，67
長谷川義人，多摩丘陵と三浦半島の中間地域の植物 特に昭和30年代
と現在を中心として , 71 

松島義章 白柳康夫，貝類群集からみた横浜港最奥の現生堆積物にお
ける環境変遷，77

山田 勲 ・小泉明裕，中i車層群下音II産出の貝化石について，81
樟 創，大磯丘陵西部小田原市小竹から産出した象牙化石，87
大島光春，神奈川県藤沢市の完新統産イノシシ下顎臼歯化石について，93

16号（1994年 1 12月 10日発行）

中村一恵 山口佳秀平因究重 ・浜口哲一，神奈川県沿岸産海棲附乳
実質日銀，l

浜口哲一，大磯町！！者ヶ崎海岸へのコアホウドリの漂着， lI 
奥野淳児，相模湾で採集されたシサンゴカクレエピョ 13

堀越増興 ・板橋義美 （編） , i竜腐著（昭和八年四月 1933）横演附近の
軟骨豊動物日銀その 1 17 

岸 一弘深谷昭~ · 日比野克，平塚市高根大磯町高麗（大磯丘陵）
のアゲハチョウ屑越冬踊について， 羽

生出智哉，神奈川県におけるエピゴケの分布， 37
小原 敬， 神奈川県槌物研究史補選（ 2 ), 41 
小泉明裕 ー平田大二 ・松島義章 ・長谷川善和 蟹江康光， 逗子市桜山
「鎧J習の不挫合」露頭の再記載， 45

袴田和夫 杉山茂夫，箱根町湯本茶屋で出現した信濃屋火砕流と 14C
年代，51

門田真人 末包鉄郎 ，丹沢の化石サンコ礁について，53

松島義章 小泉明裕，横浜市南西部，港南区上永谷の下末吉層から産
出した古生物，61

大島光春，横浜市磯子区の完新統から産出したイノシシ頭骨化石につ
いて，69

17号（1996年， 3月 30日発行）
田中徳久，神奈川の植物群落 2 カワラノギク群落，I 
萩原清司 植田育男，江ノ島近海の漸深海帯で治、獲された十脚甲殻類，9
岸 －ijj, 深谷昭肢 日比野克，大磯丘陵のメスグロヒョ ウモン， 19

84 

美／谷窓久・田中 剛，三浦半島におけるシルビアシジミの現状と保設，25
浜口哲一，平塚市における昼間に鳴く虫の出現季節と環境選好， 33
苅部治紀・藤田 裕 ・高桑正敏 ー新津修平ー 松本慶一 韮沢幸世，愛
川町で採集された注目すべき甲虫について，39

上回尚孝，平塚市土屋に生息するオオクワガタ， 43
勝呂尚之，酒匂川で採集されたカマキリ（アユカケ）にについて， 45
古瀬浩史瀬能宏 ー加藤昌一 菊池健，魚類写真資料データベース
(KPM-NR）に登録された水中写真に基づく八丈島産魚類目録，49

工藤孝浩 中村良成 清水詞道横浜川崎および中の瀬海域から初
記録の魚類 I I , 63 
山田和彦 工藤孝浩，神奈川県三崎魚市場に水揚げされた魚類 v '73 
青木雄司，丹沢産ホンドモモンガの新知見，77

堀越増興板橋義美（編），瀧庸著（昭和八年四月 1993年）横波附近
の軟骨豊動物目録その2 81 

小竹信宏，愛川町平山の古第三系相模湖層群から産出lした生痕化石， 87
加藤昭 木島勇，神奈川県産鉱物目録， 95

18号（1997年， 2月 28日発行）

平間由紀子，堀木沢でみられる箱根火山の火山噴出物， l

今氷 勇 杉山茂夫，山北町丸山から産出した斜プチロール持｜；石， 9
田口公則 松島義章，大磯丘陵における大磯層及び鷹取山磯岩層産の
貝化石，13

田中的、久 ・！勝山輝男，神奈川県から発見された帰化植物ヌカ イトナテ
シコについて，23

新井一政，金時山山麓（南足柄市）で発見されたモリアオガエル，27
田口公則 加藤千晴， 1996年の神奈川県下におけるハンポソミズナギ
ドリの大量鎗死について， 31

池田 等 ・倉持卓司，相模湾から採集された腕足類， 39
岸 一弘，神奈川県におけるアオハダトンボ属の分布と生態， 45
構図育男・萩原清司 ・崎山直夫 5相模湾江の島で採集されたチチユウ
カイミドリガニ， 57

西村 剛 ー鈴木惟司，小山町および御殿場市周辺域（静岡県および神
奈川県）におけるサワガニ体色変異集団の分布，63

山田和彦 ・工藤孝浩，神奈川県三崎魚市場に水揚げされた魚類 VI , 73 
木村喜芳 萩原清司 中根基行ョ神奈川県産淡水魚5種の分布に｜均す
る新知見，79

瀬能宏御宿昭彦反田健児 ー野村智之 ー松沢陽土，魚類写真資料
データベース（KPMNR）に登録された水中写真に基づく伊豆半島
大瀬崎産魚類目録， 83

19号（1998年， 3月 25日発行）

金圧l正人 大野正人，神奈川県のトウキョウサンショウウオの分布と
生息状況， l

山田和彦工藤孝浩，神奈川県三崎魚市場に水揚げされた魚類 ・VII,5 
荒尾一樹，静岡県におけるカマキリ（アユカケ）の分布， 13

瀬lit 宏牧内元・武谷 y羊， 魚類写真資料データベース（KPM-
NR）に笠録された水中写真に基づく熱海産魚類目録，19

勝呂尚之 ・相棒康 ・瀬能 宏，相模川で採集されたサツキハゼ， 29 
植田育男 萩原清司 崎山直夫，江の島のi朝間帯動物相111,3 I 
illJ-村恵一 萩原清司 ・池田等，神奈川県下で記録されたテγポウエピ類、39
鈴木惟司，神奈川県酒匂川水系中流域におけるサワガニ体色変異集団
の分布，49

岸 弘 ・岸しげみ，神奈川県におけるムカシヤンマの生態， 57 
松島義章 苅部幸世，鎌倉市植木こじか公園におけるセミのぬけがら
調査 1995年～ 1997年の記録 , 63 

高桑正敏浜口哲一 線真史，神奈川県におけるヨコヅナサシガメ
の分布拡大，75

田中徳久 ー勝山輝男 木場英久 ・高橋秀男 2小田原市入生田吾性沢地
区の森林群落， 79

高橋秀男 勝山輝男 ー木場英久 田中徳久，小田原市入生田吾性沢地
区の植物相， 89

田中一雄，神奈川県におけるナガバノイタチシダの分布について IOI 
田中次郎 ・大森雄j古，昭和 20年代に横浜市本牧海岸で採集された海藻
被浜市立大鳥中学校海藻標本 , 105 

田口公則 ・松島義章， 鎌倉市の下部更新統今泉砂燦岩部層産
Mizuhopec/en planicostulatus lこっしミて‘ lII 

倒i創 松島義挙，神奈川県内産軟骨魚類化石リストその l一神奈川
県立生命の星 ・地球博物館所蔵資料 , 117 

20号（1999年 T 3月 31日発行）

大島光春松島義章，神奈川県藤沢市の完新統産クジラ目化石について l

鱒 創・松島義章，上総層群野島層今泉砂際岩部層から産出した海牛
類イヒ石，7

田口公則 ・大島光春 平田由紀子田中浩紀 ・小竹信宏 ー樽創松
烏義章，大磯丘陵，虫窪における中部更新統二宮層の新露頭 lI 

手塚仁美 岸本真弓 山本芳郎，傷病鳥獣として救護され，放逐され
たタヌキの追跡調査 野生鳥獣の放逐に関わる問題点－ 23 

浜口哲 ，平塚海岸におけるアカウミガメの記録3例，31
丸山一子 中村一恵，神奈川県におけるアカウミガメの記録 33

伊東宏石原元 ー近磯晴瀬能宏，多摩川河口干潟における
トビハゼの出現， 39



工藤孝浩 中村良成，横浜，川崎および中の瀬海域から初記録の魚類
-III, 45 

山田和彦・ 工藤孝浩，神奈川県三崎魚市場に水揚げされた魚類 ーVllJ,55 
酒泉 満永井尚子 ・中村友香 小田原産里j’生メダカの遺伝的モニタ
リンク., 61 

斉藤和久 林公義，森戸Jll（三浦半島）におけるヨ シノボリ類の分布
様式と個体数増減， 65

萩原済司 。斎藤和久，森戸川感埠l)J或で採集された魚類，69

浜口哲一，相模川河口で採集されたチワラスボについて， 75
植田育男 萩原1青司 ・崎山直夫，相模湾江の島で観察されたコウロエ
ンカワヒノtリガイ， 77

田村俊一，逗子市田越川で採集されたチチュウカイミ ドリガニ， 81

池田等倉持卓司， 三浦半島 ・南下浦沖（東京湾口）産カニ類， 85
岸 一弘岸 しげみ，神奈川県におけるオナガサナエの分布， 89
苅部治紀 ・高桑正敏， 1940年代前後に採集された犠浜周辺の甲虫類， 93 
山下 修｜崎山直夫，江の島湖南港およびその周辺に出現する水母類，97
勝山輝男，シロパナホトケノザ（シソ科）とアメリカキカシグサ（ミソ

ハギ科）の2穫の日本新産帰化植物， IOI
田中徳久，神奈川県のサツキ群落， 103

21号 （2000年， 3月31日発行）
勝山輝男，神奈川県で採集された日本新産を含む4種の帰化植物， l
勝山輝男 松本牧人秋山幸也 日本新産の帰化植物クシパツメクサ

（マメ科）， 5 
浜口哲一 波溢幹男 山口奈穂・芹沢俊介，神奈川県平塚市における
雑種生帰化タンポポの分布，7

田中徳久，足柄上郡中井町のデンジソウ群落， 13
丸山一子 ・中村一恵，神奈川県におけるアオウミ ガメ，タイマイ，オ
サガメの記録， ！？

山田和彦 ・工藤孝浩，神奈川県三崎魚市場に水揚げされた魚類 IX,25 
斎藤和久 林公義，森戸川（三浦半島）で採集されたヤマメと自然分
布の可能性，33

荒尾一樹，伊豆半島西浦河内川の河口域で発見されたカマキリ（アユ
カケ）の卵塊， 37

池田 等倉持卓司 ・渡辺政美，相模湾より採集されたエボシガイ類，41
佐藤武宏 松島義章，化石ウチムラサキカイの生息環境と殻の破壊状
況およびその意義について， 45

鈴木惟司，神奈川県中央部相模川流域におけるサワガニ体色変異集団
の分布，53

工藤孝浩，東京湾における 1999年夏季のオヨギピ／／の大群泳，63
工藤孝治 ・山田陽i古， 三浦半島，江奈湾干潟におけるハクセンシオマ
ネキの出現，69

石綿i！一，神奈川県産カゲロウ類の知見， 73
岸 一弘，神奈川県のルリポシヤンマとオオルリボンヤンンマ，83
浜口哲一，神奈川県内におけるスズミグモの記録3例， 89

22号（2001年 l 3月31日発行）
岸 一弘，神奈川県におけるムスジイトトンボの記録， l

浜口哲一，大山における開花季節調査， 5
北川淑子 山田晋，多摩丘陵における谷戸田の植物相， 13 
浜口哲－，湘南海岸にI索着したゴパンノアシの果実， 19
高橋春樹，小田原で発見された日本新産ハラ タケ目菌類Pluteusromelli1 

キアシペニヒダタケ（新称）， 21 
山口喜~，山北町における野生晴乳類の交通事故死， 25
栗林弘樹伊藤恵美，津久井剖lji,!!Jf}I町で保護されたヤマネの記録， 29
伊勝恵美栗林弘樹，茅ヶ崎市で保設されたシロハラミスナギドリの記録，31

工藤孝浩 山田和彦， 三浦半島南西部沿岸の魚類 IV, 33 
山田和彦 ・工藤孝j告， 三崎魚市場に水揚げされた魚類 ・X, 43 
沖津由季・勝目尚之，メダカをtj:i心とした小田原市桑原 ・鬼柳農業用

水路の魚類，51
植田育男 崎山直夫，相模湾江の島に生息するミ ドリイガイ殻表面の
付着動物，61

池田等倉持卓司， 三浦半島南下浦（東京湾口）産ウニ類， 65
崎山直夫 ・足立文，江の島湘南港およびその周辺に出現する水母類 11,69 
田中 猛，三浦半島の三浦層群より産出した板鰐類化石， 73

袴田和夫 ・今1'k勇 ・生命の星 ・地T刷物館岩石ボランテイアグル プ，国
府津ー松田断層に隣接する小田原市上曽我竺土寺に見出された露頭，81

23号 （2002年 1 3月31日発行）
伊藤恵美永田幸志小田慶磨，秦野市の水田で発見されたタウナギ， l
工藤孝浩・瀬能 宏，横浜市侍従川におけるオオクチユゴイの出現，3
蓑宮敦勝呂尚之瀬能宏，相模川および酒匂川で確認された夕、

類一I－初記録極について－，5 
山田和彦 ・工藤孝治， 三崎市場に水揚け、された魚類 ・XI , 9 
伊藤恵美，茅ヶ崎市で保護されたチコeハヤブサの記録， 13

山口善感 曽根正人 相本大吾，電波発信器を用いたテングコウモリ
Mw ina leucog則的の追跡， 15

山口喜~ － 曽根正人 永田幸志・滝井暁子，丹沢山地におけるコウモ
リ類の生息状況， 19

青木雄司，相模原市で発見されたコウモリのねぐらについて， 25
鈴木惟司，東京南西部多摩川中流域におけるサワガニ体色変異集団の

85 

分布，27

山田和彦 池田 等， 三浦半島，泊藷湾内で採集されたウシエビの稚
エビ 31

木村喜芳，横浜市金沢区野鳥海岸で採集されたマココロガイ 33
園原哲司，金目川水系4河川におけるタイワンシジミの生目、状況， 35

山田和彦 ・浜口哲一，平塚市 大磯町の海岸に漂着したイカ類， 39
池田等倉持卓司，三浦半島 ・南下浦（東京湾仁I）産ヒトデ類， 43 
樽創ョ小田原市城山競技場におけるヨコヅナサシガメの越冬状況，47
小林備樹，小田原て、2001年に確認されたナガサキアゲハ，53

佐藤武宏 松島義章，完新統大船貝！習から産出した化石ウチムラサキ
ガイの生息環境と殻形態について，55

平田大二 ・田口公則 ーはl下浩之，2001年台風 15号の影響により露出 し
た西小磯海岸の大磯層， 63

平岡照代・磯野寿美子 ・田透光夫神奈川県産蘇苔類チェックリ スト 65
高橋春樹，神奈川県内で発見されたこ租1の日本新産ハラタケ目菌類， 77
佐藤大樹 ・出川洋介，神奈川県におけるツクックホウシタケの分布記録，81

24号（2003年， 3月31日発行）

今永勇・生命の星 地球博物館岩石ボランテイアグループ（ロ yク
グループ），小田原市風祭滝の機麿の発見， l

奥村清，長沼層産軟体動物化石について，7
松島義章，小田原市羽根尾から産出した完新統下原層の化石について 13
足立文 ・111奇山直夫 ・北田貢久保田信，江ノ島湘南港およびそ
の周辺に出現する水母類ー Ill, 21 

植田育男 ・萩原清司 ー崎山直夫 ・足立 文，江ノ島の潮間帝動物相 N,25 
池田等倉持卓吉l，三浦半島南下浦（東京湾口）産ヤドカリ類， 33
西 栄二郎，東京湾から採集されたオイワケゴカイ（環形動物門，多毛
網，ゴカイ科）， 37 

西 栄二郎，横浜野島海岸と三浦半島小網代千潟において多毛類の棲管
中に見いだされたハチウロコムン（球形動物門，多毛綱，ウロコ
ムシ科），39 

西栄二郎，関東近海におけるカニヤドカリカ ンザシコカイ（環形動物
門，多毛綱，カンザシコカイ科）の分布， 43

工藤孝浩 ・山田和彦， 三浦半島南西部沿岸の魚類一 ¥I,49 
斎藤和久，金白川水系座禅川の魚類， 55
山田和彦・永井紀行，平塚市虹ケ浜海岸に打ち上げられたシロナメハ
ダカ，63

山田和彦・ 工藤孝浩，三崎魚市場に水揚げされた魚類ーXII , 65 
池田等 山田和彦，三浦半島におけるハクヒシンの交通事故死3例，67
清水順士 ー中村一恵，タイワンリスがキイロスズメハチの巣を襲ったにゆ
かながわ野生動物サポートネットワーク，神奈川県下のタヌキ保護個
体における許癖の発生状況， 71

山口喜盛， 丹沢山地における小崎乳類の生息抄況， 77
佐藤大樹 出川洋介，神奈川県産昆虫腸内寄生菌の一種 Harpel/a
melusinae （トリコミケテス綱ハルベラ 目）の記録， 85

25号（2004年， 3月31日発行）
山口喜~，丹沢産シカの高密度が鳥類群集に与えている影響， l
山口喜盛 志村尚子，小田原市の｜日烏帽子岩隆道で見つかったコキク
ガシラコウモリとユビづガコウモリ， 5

山口喜盛，J酉匂川流域で発見されたヤマコウモリの冬眠樹洞について，7
今井啓吾，相模川で捕1接されたカラフトマス， 13
斎藤和久，泊匂川水系鮎沢川の魚類， 15
山田和彦 ・工藤孝治， 三崎魚市場に水揚げされた魚類 XIII , 27 
池田等倉持卓司， 三浦半島南下浦（東京湾口）産ナマコ類， 31
倉持卓司 池田 等・高橋清人，天守rjr島およひ、周辺海域産ヤドカ リ類，35

小菅皇夫，野島公園（横浜市）のササラダニ類， 37
青木淳一 矢野倫子 ー矢野清志，小田原山村中jr社のササラダニ類，41
商 栄二郎，鎌倉 逗子沿岸の干潟に産する多毛類（環形動物門）， 47 
西 栄二郎 工藤孝治，三浦半島小田和湾の海草藻場におけるポリド

ラ類（多毛綱，スピオゴカイ科）， 49 
西 栄二郎 ・工藤孝浩 ・荻原、清育］, ID-l島海岸と野島水路，平潟湾に産
する多毛類（環形動物門），51 
西栄二郎佐藤武宏山本貴一 久保回三喜夫，小田原沖で採集さ
れたミツクリウロコムシのものと.＇［＇，われる 巨大なl吻， 55

田中徳久 3標本データによる横浜市の各区の植物相の特徴， 57
逢沢峰昭 ー尾崎煙雄斎膝央嗣 ー藤平ill:郎，神奈川県丹沢山塊におけ
るヒメコマツ（Pinusparvijlora）の分布状況， 67

佐藤大樹 ・出川洋介 ・町田 誠ョギフチョウ踊からのコナサナギタケ
(Paecilomyces farinas us）の出現記録， 73

出川洋介 ・酒井きみ，小田原市入生旧におけるヒゲカビ（接合菌網ケ
カピ目）の記録，75

出川洋介正木照久井上幸子太田111買子，小田原市周辺より発見さ
れた仙人杖について， 79

高桑正敏，「神奈川自然誌資料Jの25年を振り返って， B！ 
神奈川自然誌資料l号－25号総目次，82
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「神奈川自然誌資料J投稿のきまり

1.内容は神奈川県とその周辺地域の自然，及び

神奈川県と他地域の自然の比較研究を原則とし，生

物の分類，分布，生態，あるいは地理，地質など，自

然についての論説，報告，研究史などとする。

2.発行は年l固とし， 10月31日を原稿締切日，

翌年3月31日を発行予定日とする。

3.原稿は編集委員会の方針に基づき査読され，

その採否，掲載の順序は全て編集委員会の決定によ

る。

4.原稿の体裁

( 1 ）原稿は原則としてワードプロセッサーを用

いて横書きで作成し，MS-DOSの720阻またはl.44胞

のフォーマット をした3.5インチのフロッピーディ

スクに，テキストファイルとしてf某存したものを提
出する。字体の指定や文字飾りなどは，A4判25字×

25行でプリン トアウト したものに，朱書きで行う。

原稿用紙を使用する場合もこれに準ずる。なお，フ

ロッピーディスクは，編集委員会による修正の依頼

等の内容を反映した最終原稿とともに提出する。

(2）タイトルの下には英文タイトルをいれる。タ

イトルと英文タイトルは原稿の1ページ目に書き入

れ，本文は2ページ目から始める。

(3）著者の所属機関 （無い場合は自宅などの連絡

先）を原稿の末尾に括弧書きで入れる。

(4）原稿の量は，本論文では刷り上がり 10ページ

以内，短報では2ページ以内とする。本論文と短報

の区別は表紙に朱喜きする。

(5）文献の書き方は， 著者名，発行年 （西暦），表

題，雑誌または書名， 巻，号，頁の順に記す。雑誌

巻数はゴシッ クとする。号数はゴシックとせずに括

弧で囲む。単行本の時は出版社名とその所在地を記

入する。

雑誌のような定期刊行物（和文） 例1・2

雑誌のよう な定期刊行物（欧文） 例3

単行本 （全体を引用） 例5・6・8

単行本 （一部を引用） 例4・7

例 I. 町田 洋，1973.南関東における第四紀中 ー後期の編年

と海成地形の変動．地学雑誌，82(I): 53-76. 

例2. 小原 敬，1981.茅ヶ崎のアメリカネナシカスラ．神奈

川自然誌資料，（2):55-56. 

例3.Makihara, H. & T. Niisato, 1986. The true identity of Dihammus 

ルlvico1nis hachijoensis Gressitt (Coleoptera, Cerarnbycidae ). 
Elytra, Tokyo, 14: 25-28. 
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例4 草間慶一 高桑正敏， 1984. カミキ リ亜科．日本鞘麹自

学会編，日本産カミキリ大図鑑， pp.249-351,pls.26-48.講

談社，東京．

例 5. 日本鞘麹自学会編，1984守日本産カミ キリ大図鑑，

2+565pp.講談社，東京．

例6黒沢良彦 －久松定成・佐々治寛之編，1985.原色日本甲虫

図鑑（III).2+565pp.保育社，大阪

｛列7.Kurosawa, Y., 1985. Family Buprestidae. In Kurosawa, Y., et 

al., eds., Coleoptera of Japan in Color, 3, pp.2-37, pis.ト7.

Hoikusha, Osaka. 

例 8.McCafferty, W. P., 1981. Aquatic Entomology. xv+448pp., 

l 6pls., Boston. 

(6）文献の並べ方は著者名のABCJll買とし，同著者

名が2つ以上ある場合は年次順に並べる。さらに同

一年の場合は日付順にa,b, cをつけて区別する。人

名の2字目以降のスモールキャピタル化は行わず，

小文字にする。

(7）仕上がりの図 （写真も図として扱う）および

表は，原則として頁iii~以内とする 。 原図 ・ 原表は B4

判までの大きさとし，そのまま製版できるように作

図することを原則とする。図・表には著者名，番号

（図l，表lのように書く），天地を記す。なお，原図・

原表は，最終原稿とともに提出するものし，投稿時

には，内容の分かる鮮明なコピーを添付する。

(8）図・表の説明はワードプロセッサー原稿の本文

末尾の次ページに（手書き原稿の場合は別紙）に書き，

プリントアウ トした本文の余白に挿入箇所を示す。

(9）学名はイタ リック体とする。プリントアウト

した原稿には下線で示す。

例 Liliumauratum 

(10）見出しはゴシック体とする。プリントアウト

した原稿には波線で示す。

例 調査方法

5.掲載論文の著者校正は初校のみとする。

6.原図類の返却を希望する場合は，その旨を原

稿の表紙に朱書きすると共に，返送用の切手・封筒

（宛先等を明記）を同封すること。

7.別刷は100部は無料で進呈し，それ以上の希

望部数は有料とする。

8.論文の内容に関する責任は著者個人が負うも

のとする。

(2002年12月改訂）
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